
そ
の
現
存
点
数
も
、
成
立
も
、
著
者
覚
什
に
つ
い
て
も
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
成
立
の
最
下
限
を
文
明
十
九
年
と
見
る
の
は
、
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

東
京
国
立
博
物
館
に
模
写
本
と
し
て
襲
蔵
さ
れ
て
い
る

『
上
宮
太
子
伝
記
』
は
、
そ

の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
親
本
は
法
隆
寺
に
蔵
さ
れ
る
文
明
十
九
年
丁
未
中
夏
に
禅
阿
な

る
人
物
の
書
写
、
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
本

が
太
子
七
歳
の
条
ま

で
は
、
覚
什
の

『
太
子
伝
記
』
に
よ
っ
た
ら
し
い
事
が
知
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
反
町
弘
文
荘
か
ら
天
理
図
書
館
に
入

っ
た

覚
什

『
太
子
伝
記
』
は
、
『
弘
文
荘
待
買
古
書
目
総
索
引
』
に
よ
れ
ば
、
伝
承

と

し

て
、
青
蓮
院
門
跡
尊
応
准
后
の
書
写
に
な
る
も
の
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
正
し
い
と

す
れ
ば
、
永
正
年
間
こ
ろ
に
は
既
に
写
本
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
お
く

と
し
て
も
覚
什

『
太
子
伝
記
』
の
成
立
は
、
文
保
本
以
降
、
文
明
写
本
以
前
の
十
四

~
十
五
世
紀
、
室
町
時
代
前
半
の
も
の
と
言
え
よ
う
。

翻
刻
に
際
し
て
は
こ
れ
ら
の
う
ち
最
古
本
。
若
し
く
は
最
上
本
を
底
本
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
未
確
認
の
も
の
も
多
く
、
判
断
を
留
保
し
て
西
尾
図
書
館
岩
瀬
文
庫

本
を
底
本
と
し
た
。

三
五

渡

　

追

　

信

　

和

覚
什

『聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

二

)

聖
徳
太
子
の
伝
記
の
研
究
は
、
漸
く
国
文
学
の
側
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
は
じ
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
く
に
文
保
本
太
子
伝
と
、
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
幾
つ
か

(
2
)

　　　　　　　　　　

(
3
)

の
太
子
伝
、
「
聖
法
輪
蔵
」
な
ど
の
本
文
が
、
容
易
に
目
の
届
く
と
こ
ろ

に
活
字
化

(
4
)

さ
れ
た
こ
と
と
、
中
世
南
都
の
太
子
伝
研
究
に
か
か
お
る

一
連
の
研
究
の
成
果
は
、

中
世
に
於
け
る
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
聖
徳
太
子
像
を
解
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
聖

徳
太
子
像
の
形
成
と
い
う
、
勝
れ
て
文
学
的
な
行
為
の
解
明
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
大

で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
よ
り
多
く
の
未
公
開
の
聖

徳
太
子
伝
記
の
公
刊
で
あ
る
。

覚
什
の

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
も
そ
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
幸
い
に
西
尾
図
書
館
岩
瀬

文
庫
の
御
許
可
を
得
て
、
翻
刻
並
び
に
釈
文
を
発
表
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

(
6
)

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
は

『
国
書
総
目
録
』
な
ど
を
検
す
る
に
三
ヵ
所
に
分
萩

さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
全
て
が
同

一
の
書
物
と
は
思
い
難
い
と
こ
ろ
か
ら
、

覚
什

『聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

I

は
じ
め
に



三
六

(
5
)

　

牧
野
和
夫
に
よ
る
寛
文
版
本
の
翻
刻

(三
弥
井
書
店

・
伝
承
文
学
資
料
集
成
)
や
、

か
つ
て
、
大
量
の
聖
徳
太
子
伝
類
を
調
査
し
た
慶
応
義
塾
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
の
校

本
の
作
製
作
業
な
ど
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
。

(
6
)

　

拙
稿

「覚
斤
著

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
序
文
に
つ
い
て
」
(「説
話
」
第
八
号

・
一
九
八

八
)
の
註
1
に
整
理
し
た
が
、
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
と
す
る
項
目
は
二
つ
あ

り
、
そ

の

い
づ
れ
も
の
中
に
、
覚
什
の

『聖
徳
太
子
伝
記
』
と
目
さ
れ
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
さ

そ
う
な
も
の
と
が
記
録
さ
れ
て
あ
る
。
岩
瀬
文
庫
の
異
本

「聖
徳
太
子
本
地
」
は
ま
た

別
の
項
と
な
っ
て
い
る
。
阿
部
隆

一
の
「室
町
時
代
以
前
成
立
聖
徳
太
子
伝
記
類
書
誌
」

(『
聖
徳
太
子
論
集
』
平
楽
寺
書
店

・
一
九
七

一
)
や
、
小
倉
豊
文

『
聖
徳
太
子
と
聖
徳

太
子
信
仰
』
(綜
芸
社

・
一
九
七
二
)
に
検
し
て
も
不
明
で
あ
る
。
「国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
」
(第
五

一
巻
九
号

・
一
九
八
六
・
九
)
の

「本
朝
祖
師
伝
記
目
録
」
に
よ
れ
ば
、

寛
永
二

一
年
の
刊
本
が
存
在
す
る
よ
う
だ
が
、
阿
部
隆

一
の
調
査
に
よ
っ
て
も
そ
の
存

在
は
確
認
さ
れ
ず
、
論
者
も
確
認
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
拙
稿
で
も
論
じ
た
が
、
覚
什

『太
子
伝
記
』
の
特
質
は
、
そ
の

「序
文
」
に
あ

る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
部
分
が
太
子

讃
嘆
表
白
に
な

っ
て
い
た
り
、
或
い
は

「序
文
」
の
後
に
そ
れ
が
付
さ
れ
て
い
た
り
す

る
も
の
は
、
既
に
覚
什

『
太
子
伝
記
』
と
は
み
な
し
が
た
い
。
聖
徳
太
子
に
対
す
る
認

識
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
7
)

　

前
掲
阿
部
論
文
に
ょ
る
。
今
は
架
蔵
の

『
上
宮
太
子
伝
記
』
紙
焼
写
真
に
ょ
っ
て
検

討
す
る
。
同
書
下
巻
末
に

「文
明
十
九
年
丁
未
中
夏
天
書
之
同

一
校
畢
/
愚
筆
禅
阿
/

此

一
帖
筆
者
者
浄
土
口
道
口
口
為
形
見
者
也
/
戊
申
四
月
三
日

。往
生
口
楽
ノ
」
と
あ

り
。
次
丁
に

「右
中
院
家
伝
来
文
明
十
九
年
之
/
古
写
本
明
治
十
九
年
八
月
斑
鳩
/
文

庫
寄
付
畢

　

永
寺
門
外
出
ヲ
禁
ス

　

別
当
大
僧
正
千
早
定
朝
」
と
あ
る
。
此
本
の
成
立

は
当
然
文
明
十
九

(
一
四
八
七
)
年
以
前
で
あ
る
。
こ
の
本
と
覚
什
の

『
聖
徳
太
子
伝

記
』
と
の
前
後
関
係
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
も
し
、
覚
什
の

『太
子
伝
記
』

に
先
行
す
る
と
す
れ
ぱ
、
巻
八
以
降
と
覚
什
の

『太
子
伝
記
』
と
の
関
係
や
、
太
子

一

歳
の
条
の
後
半
の
覚
什
の

『太
子
伝
記
』
の
文
の
不
整
合
を
説
明

し

に
く

い
。
逆
に

『
上
宮
太
子
伝
記
』
が
覚
什
の

『太
子
伝
記
』
を
書
写
し
た
と
す
れ
ば
序
の
あ
と

の
署

名
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
い
ま
は

一
応
覚
什
の

『太
子

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

註

(
1
)

　

「
文
保
本
太
子
伝
」
に
つ
い
て
は
、
未
翻
刻
の
物
が
多
い
。
『
聖
徳
太
子
全
集
』
第
三

巻
に
醐
醍
寺
蔵
の
抄
出
本
が
有
る
の
み
で
あ
る
。
日
光
輪
王
寺
蔵
本
等
の
翻
刻
が
待
た

れ
る
。
牧
野
和
夫
に
よ

れ
ば
、
彰
考
館
蔵
写
本

(抜
書
)
、
身
延
文
庫
蔵
写
本
、
瓦
屋

禅
寺
蔵
写
本
な
ど
幾
つ
か
の
文
保
本
太
子
伝
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の

一
日
も
早
い
公
刊
を
鶴
首
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
2
)

　

小
島
恵
昭

・
渡
辺

　

共
同
研
究

「万
徳
寺
蔵

『聖
徳
太
子
伝
』

翻
刻
」

　

(本
紀
要

・

第
二
号

・
一
九
八
〇
)
、
牧
野
和
夫

「新
出
聖
徳
太
子
伝
二
種
」
(「斯
道
文
庫
論
集
」
第

二
〇
輯

・
一
九
八
三
)

(
3
)

　

川
口
久
雄

「越
前
丹
生
郡
法
雲
寺
所
蔵

『道
士
勝
負
記
』
と
そ
の
絵
解
に
つ
い
て
」

(「金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集

　

文
学
編
」
二
二

・
一
九
七
四
)
、
同
y「
正
法
輪
蔵
」
(『
日

本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
二
巻
・
三
一書
房
二

九
七
四
)、
平
松
令
三

「聖
法
輪

蔵
」
(『真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻

・
同
朋
社

・
一
九
八
二
)
。
阿
部
泰
郎

「『
正
法
輪
蔵
』

東
大
寺
図
書
館
本
」

(「芸
能
史
研
究
」
第
八
二
号

・
一
九
八
三
)
、

牧
野
和
夫

「慶
応

義
塾
図
書
館
蔵

『
聖
徳
太
子
伝
正
法
輪
』
翻
印
並
び
に
解
説
」
(「東
横
国
文
学
」
第

一

六
号

・
一
九
八
四
)
及
び
、
渡
辺

「浄
勝
寺
丹
山
文
庫
蔵

「正
法
輪
蔵
」
研
究
並
び
に

翻
刻
」
(本
紀
要
・
第
七
・
八
合
併
号
二

九
八
六
)

(
4
)

　

阿部
泰郎
「中
世太子伝
の伎
楽伝来
説話―
中
世芸能
の縁
起叙述
を
めぐり

てI
」
(「芸能史研究」
第七
八号
・一九
八二)、
同
「聖徳太子伝―
中世

太
子伝
『正法輪蔵
』
の輪
郭―
」
(「国文学解
釈
と鑑賞」
第
五
一巻
九号
・
一

九
八
六

・
九
)
、
牧
野
和
夫

「中
世
の
太
子
伝
を
通
し
て
見
た

I
、
二
の
問
題

(
I
)」

(「東
横
国
文
学
」
第

一
三
号

・
一
九
八

一
)
、
同

「中
世
の
太
子
伝
を
通
し
て
見
た

I
.

二
の
問
題

(
2
)」
(「東
横
国
文
学
」
第

一
四
号

・
一
九
八
二
)
、

同

「『中
世
の
学
問

(注
釈
)
』
の
一
隅
」
(「
日
本
文
学
」
第
三
十
三
号

・
一
九
八
四

・
四
)
、
黒
田
彰

「都

遷覚
書き1
太
子伝
と
の関連1
」
(「国語
国文」
第
五七巻
第
五号
・
一九
八

八)
など
、渡
辺
にも
「『聖徳太
子伝』
の日羅渡来
説話
に
ついて1
『聖法輪

蔵』を中
心
に1
」。(「中京
国文学」第
六号
・一九
八七)、「聖徳太子伝
にお

け
る
芹
摘
姫
説
話
に
つ
い
て
」
(本
紀
要

・
第
9
号

・
一
九
八
七
)
が
あ
る
。



n

　

著
者
覚
什
に
つ
い
て

と
す
る
記
述
が
要
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
の
記
述

で
は

著
者
を
覚
什
と
し
て
い
る
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
書
籍
が
必

ず
し
も
同

一
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
事
も
あ
っ
て
、
論
拠
と
し
に
く
か
っ
た
こ
と
も

(
2
)

　　　　　　　　　　　　　　　

(
3
)

あ
り
、
さ
ら
に
拙
稿
で
も
少
し
く
触
れ
た
と
こ
ろ
て
あ
る
が
、
現
存
す
る
写
本
に
岩

瀬
文
庫
本
は

「遍
照
金
剛
遺
弟

　

覚
斤
」
、
神
宮
徴
古
館

本

は

「遍
照
金
剛
遺
弟

覚
斤
」
、
岩
瀬
文
庫
蔵

『
異
本
聖
徳
太
子
の
本
地
』
は

「
へ
ん
せ
う
こ
ん
か
う

ゆ

い

て
ゐ

　

が
く
き
ん
」
、
天
理
図
書
館
本
は

「遍
照
金
剛
遺
弟

　

覚
斤
」
と
し
て

い
る

し
、
国
会
図
書
館
蔵
の
十
巻
本
で
も

「遍
照
金
剛

遺
弟

覚
斤
」
と
し
た

「
シ
ウ
」

の
上
に

「
キ
ソ
」
と
重
書
き
を
し
て
い
る
な
ど
、
総
じ
て
覚
斤
の
ほ
う
が
有
力
に
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ

っ
た
。

そ
の
後

『
尊
卑
大
尉
』
の
索
引
で
覚
什
の
存
在
を
見
つ
け
、
検
し
た
結
果
、
石
浦

藤
次
の
子
に
比
叡
山
の
僧
、
少
僧
都
北
野
別
当
覚
什
の
存
在
を
確
認
し
た
。
近
し
い

者
達
の
系
図
を
左
に
引
く
。

伝
記
』
が
先
行
し
た
も
の
と
見
る
。

(
8
)

　

『弘
文
荘
待
買
古
書
目
総
索
引
』
(
八
木
書
店

・
一
九
八
八
)
で
は
永
正
の
写
本
と
し

て
、
伝
尊
応
准
后

(青
蓮
院
門
跡
)
筆
と
し
て
い
る
が
、
前
述
阿
部
論
文
は
、
近
世
初

の
物
と
判
断
し
て
い
る
。
写
真
に
見
る
か
ぎ
り
で
は
そ
の
文
字
の
様
は
阿
部
論
文
に
従

う
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
反
町
引
文
荘
の
記
述
の
根
拠
と
な
っ
た
極
札
は
疑
義
が
あ

る
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
著
者
覚
什
に
つ
い
て
は
殆
ど
分
か
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
は
た
し
て
覚
什
な
の
か
、
そ
れ
と
も
覚
斤
な
の
か
正
し
い
名
前
と

そ
の
訓
み
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
論
者
も
か
つ
て
論
文
の
中
で
本
書
を
と
り
あ
げ
る

と
き
、
『覚
斤
太
子
伝
』
あ
る
い
は

『覚
斤
太
子
伝
記
』
と
記
述

し

て
き
た
。
そ
の

と
き
は
先
行
す
る
先
学
の
論
述
に
従

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
根
拠
は
阿
部
隆

一

(
1
)

「
室
町
時
代
以
前
成
立
聖
徳
太
子
伝
記
類
書
誌
」
の
、

本
書
の
著
者
は

一
本
は
覚
什
に
作
り
、

一
本
は
覚
斤
に
作
り
、
共
に

「遍
照

金
剛
遺
弟
」
と
冠
す
る
。
「大
日
本
仏
家
人
名
辞
典
」
「密
教
大
辞
典
」
に
よ
れ

ば
、
覚
什
は
伊
勢
教
王
山
第
三
代
、
法
を
済
真
に
受
け
た
と
言
え
ば
、
平
安
中

期
の
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
に
は
鎌
倉
時
代
文
永
等
の
記
事
が
あ
る
か
ら
、

こ
の
覚
什
で
は
な
い
。
同
名
異
人
か
、
或
は
覚
斤
が
正
し
く
、
什
と
斤
は
字
形

が
似
て
い
る
か
ら
焉
馬
の
結
果
、
有
名
な
覚
什
に
間
違
わ
れ
た
か
、
後
考
を
侯

つ
。
本
書
の
成
立
は
室
町
末
近
世
初
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

覚
什

『聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

さ
ら
に
こ
の
人
物
が
曼
殊
院
の
門
跡
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
も
知
り
得
た
の
で
あ

る
。
弘
化
二

(
一
八
四
五
)
年
刊
の

『門
跡
伝
』
に
よ
れ
ば
、
少
僧
正
で
あ

っ
た
彼

の
前
任
の
門
跡
は
是
心
院
関
白
二
条
師
良
の
息
で
、
応
永
十
六

(
一
四
〇
九
)
年
天

三
七

五郎為輔―
川崎大夫忠言

一-石浦藤次盛言―
景光

〔
#

藤
原
利
仁
…



註

I
項
註
6
参
照
。

I
項
註
6
、
拙
稿

「覚
斤
著

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
序
文
に
つ
い
て
」

い
づ
れ
も
架
蔵
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

巻
二
、
三
〇
ハ
ペ
ー
ジ
。
肩
に

「山

　

少
僧
都
北
野
別
当
」
と
す
る
。

昭
和
五
十
三
年

・
文
献
出
版
の
複
製
本
に
よ
る
。

『
太
子
伝
記
』
の
書
誌
も
以
下
に
掲
げ
る
。

一

　

所
蔵

　

西
尾
市
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫

　

図
書
番
号

　

6
7
2
9
/
7
1
/
6

一

　

写
本

　

五
冊

一

　

椿
紙
、
袋
綴
じ

　

第

一
冊
、
第
二
冊
八

一
紙
、
第
三
冊
六
二
紙
、
第
四
冊
四
六

紙
、
第
五
冊
八
八
紙

一

　

寸
法

　

縦
二
八
、
〇

″
×
横
二
〇
、
〇

`

一

　

表
紙

　

薄
茶
色
網
目
紙
表
紙

一

　

題
策

　

黄
土
地
葦
鳥
模
様
紙

「聖
徳
太
子
本
地

　

二
」

(第
二
冊
)
等
、

第

一

冊
、
第
四
冊
は
後
補
。

一

　

奥
書
な
ど

　

各
冊
表
紙

「共
五
」
「祥
寿
」
の
朱
書
が
あ
る
。

一

　

一
面
半
葉
各
八
行

　

一
行
十
三
~
十
八
字

他
に
対
校
に
使

っ
た
諸
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
国
立
東
京
博
物
館
蔵

『
上
宮
太

八

2
W

八

1
W

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

三
八

台
座
主
と
な
っ
た
大
僧
正
良
順
で
あ
り
、
彼
の
後
任
の
門
跡
は
成
恩
寺
関
白
経
嗣
の

　　

一

　

題
簑

　

赤
地
の
金
霞
み
引
き
紙
、
「聖
徳
太
子
伝
記

　

こ

(第
一
冊
)
等
、
第

息
で
永
享
三

(
一
四
三

一
)
年
に
天
台
座
主
と
な
り
、
長
禄
四

(
一
四
六
〇
)
年
に

　　　

二
冊
は
欠
落
。

示
寂
し
た
准
三
后
良
什
で
あ

っ
た
。
天
台
宗
の
僧
で
あ
り
、
彼
に
比
定
す
べ
き
か
ど

　　

一

　

奥
書
な
ど

　

第

一
冊
、
第
三
冊
、
第
五
冊
に
本
文
と
は
別
筆
で

「
イ
カ
コ
ヤ
ト

う
か
は
更
に
追
究
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
彼
を
著
者
に
擬
し
て

お
く
。

ウ
ォ
ウ
」
と
あ
る
。

一

　

一
面
半
葉
各
十
行

　

一
行
十
三
~
十
八
字

(字
高

一
八
、
四
″
)

ま
た
対
校
に
使
っ
た
岩
瀬
文
庫
蔵
の

『
異
本
聖
徳
太
子
の
本
地
』
と
題
す
る
覚
什

八

3
W

一 -

子
伝
記
』、
天
理
図
書
館
本
は
入
手
し
た
紙
焼
写
真
に
よ
っ
た
た
め
確
認
し
て

い
な

い
。
『
聖
法
輪
蔵
』
諸
本
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
刻
本
、
万
徳
寺
蔵

『
聖
徳

太

天
心
』
に
つ
い
て
も
翻
刻
本
を
用
い
た
の
で
そ
の
翻
刻
に
付
さ
れ
た
書
誌
を
参
考
せ

一 一

八

5
W

八

4
W

Ⅲ

　

底
本
に
つ
い
て

一

底
本
と
し
た
岩
瀬
文
庫
蔵
本
の
書
誌
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

所
蔵

　

西
尾
市
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫

　

図
書
番
号

　

3
7
0
9
/
卯
/
6
6

写
本

　

五
冊

鳥
の
子
紙
、
列
帖
綴

　

第

一
冊
、
第
二
冊
、
第
五
冊
各
五
折
、
第
三
冊
、
第
四

冊
各
三
折

寸
法

　

縦
二
四
、
二
″
×
横

一
八
、
五
″

表
紙

　

藍
紙
表
紙



註

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
の
調
査
資
料
に
よ
る
。
後
、
私
に
再
調
査
を
行

っ
た
。

I
項
註
3
.

同
前
。

金
峯
山
飛
行
説
話
及
び
白
馬
寺
な
ど
の
記
事
に
つ
い
て
:
金
峯
山
飛
行
説
話
は
広

田哲
通
「唐
土
の吉
野
を
さ
か
のぼ
る
I
吉
野
・神
仙
・法
華
持
者
に
は」
に整

理
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
う
ち
関
係
す
る
も
の
を
例
示
し
て
お
く
と
、

伝
云
。
当
山
是
鷲
峰
分
即
釈
尊
遊
化
勝
地
也
。
昔
宜
化
天
皇
即
位
三
年
有
二
難
思

霊
瑞
「
西
天
鷲
峰
巽
角
金
剛
窟
坤
方
分

来
二
此
土
　0
離
成
‘一当
山
‘也
。

(『
金
峰
山
秘
密
伝
』
巻
上

「
一
金
峰
山

一
峰
習
事
」
)

相
伝
云
。
当
山
是
鷲
峰
分
吾
国
勝
地
也
。
霊
験
無
双
利
生
極
二
此
地
‘也
。
即
宜
化

天
皇
即
位
三
年
八
月
中
旬
雲
にE一有
レ
声
。
其
韻
数
万
音
也
。
【裏
云
。
宜
化
天
皇
御

宇
僧
聴
三
年
戊
午
八
月
十
九
日
。】
国
土
大
動
如
二
露
雷
「
即
空
有
レ
声
告
云
。
大

菩
提
茲
来
。
爰
国
土
大

[
一
作
レ
災
。]
怪
。
王
臣
不
レ
悟
。
然
諸
神
現
二
神
変
‘通
二

天
照
太
神
‘言
。
菩
提
者
此
何
物
哉
。

願
顕
二
示
之
「
即
天
照
太
神
告
‘一諸
神
言
「

吾
治
二
天
下
‘後
経
‘一数
千
万
歳
　0
日
月
雖
レ
久
仏
法
未
レ
来
。
今
此
土
衆
生
宿
因
故
。

仏
生
国
巽
角
金
剛
窟
坤
方
即
乗
二
五
彩
雲
‘飛
去
。
浮
二
巨
海
波
‘此
来
。

即
留
二
大

峰
‘為
‘一金
山
。
此
今
蔵
王
涌
現
霊
窟
是
也
矣
。

(同
前
巻
中

「
一
金
剛
蔵
王
最
極
秘
密
習
事
」
)

こ
れ
ら
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
僧
聴
三
年

(宜
化
天
皇
三
年
)
の
こ
と

と
す
る
の
に
、
文
書
は
欽
明
天
皇
僧
徳
丁
巳
年
と
す
る
。
欽
明
天
皇
の
治
世
に
は
丁

巳
に
該
当
す
る
年
は
な
く
宜
化
天
皇
二
年
に
当
る
よ
う
で
あ
る
。
僧
聴
は
九
州
王
朝

の
年
号
で
、
そ
れ
を
僧
徳
と
す
る
も
の
は
今
の
所
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
飛
来
し
た

山
の
名
を

「
さ
ん
か
う
せ
ん
」
と
す
る
の
も
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

善
光
寺
の
記
事
は
太
子
三
十

一
歳
及
び
三
十
八
歳
の
条
に
関
係
あ
る
記
事
で
あ
る
。

三
九

ら
れ
た
い
。

章
の
配
列
に
つ
い
て
:
底
本
及
び
天
理
図
書
館
本
で
は
太
子
八
歳
の
条
に
続
け
て

「
な
い
し
所
の
事
」
と
す
る
章
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
神
宮
徴
古
館
本
、
岩
瀬
文
庫

蔵

『
異
本
聖
徳
太
子
の
本
地
』
で
は
章
題
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、

一
と
し
て
太
子

八
歳
の
条
に
続
け
て
書
い
て
い
る
。
日
光
輪
王
寺
蔵
の
文
保
本

『
太
子
伝
』
で
も
こ

の
位
置
に
あ
る
が
、
こ
れ
が
本
来
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ

る
。
む
し
ろ
太
子
十
歳
の
条
の
な
か
に
、
敏
達
天
皇
が
皇
居
を
捨
て
て
、
鳳
輦
に
乗

り
。
内
侍
所
の
鏡
と
共
に
稲
淵
山
に
逃
れ
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
の
後
に

載
せ
る
の
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
国
会
図
書
館
蔵
十
巻
本
は
そ
の
位
置
に
載
せ
て
い

る
が
、
こ
の
こ
と
は
国
会
図
書
館
蔵
十
巻
本
の
覚
什
本
と
し
て
の
正
し
い
本
文
を
有

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
寛
文
六
年
板

『
聖
徳
太
子
伝
』
と
の
関
係

も
あ

っ
て
、
覚
什
著
の

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
を
整
合
し
た
本
文
と
見
ら

れ

る
。
「内

侍
所
の
事
」
の
章
が
太
子
八
歳
の
条
に
続
け
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
未

だ
解
ら
な
い
。
後
考
に
侯
ち
た
い
。
(目
次
の
項
参
照
)

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

Ⅳ

　

第

一
冊
に
関
す
る
ノ
ー
ト

(
1
)

(
2
)

(
3
)



本
文

　　

釈
文55 53 51 50 48 47 47 46 45 45 44 38 37

420 19 18 17 16 15 15 14 13 13 12 09 09

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

白
馬
寺
の
記
事
は
太
子
三
十
二
歳
の
条
に
関
係
あ
る
か
。
ま
た
提
を
築
く
記
事
は
太

子
四
十
八
歳
の
条
に
関
係
あ
る
も
の
で
あ
る
。
夏
安
居
の
記
事
は
太
子
二
十
四
歳
の

条
に
関
係
あ
る
記
事
で
あ
る
が
、
井
戸
の
記
述
は
な
い
。
い
づ
れ
も
太
子
十
歳
の
条

　　

一

の
最
後
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
こ
の
順
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
は
未
解
決
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
説
話
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
。
注
釈
類
の
引
用
か
、
或
い
は

　　

*

口
伝
の
混
入
か
と
も
思
わ
れ
る
が
未
検
。
国
会
図
書
館
蔵
十
巻
本
は
こ
の
記
事
を
載

せ
な
い
。

四
〇

『
聖
徳
太
子
本
地
』、
日
光
輪
王
寺
蔵
の
文
保
本
太
子
伝
、
寛
文
六
年
板
本

『
聖

徳
太
子
伝
』
等
を
参
考
に
し
て
、
章
と
し
た
。

底
本
の
漢
字
は
、
元
の
字
体
に
従
う
よ
う
努
め
た
が
、
幾
つ
か
は
通
行
体
と
し

た
。

本
号
に
は
紙
幅
の
都
合
で
第

一
冊
の
み
を
掲
載
す
る
。

目
次

第

一
冊

　

内
題

「聖
徳
太
子
伝
記
第
こ

【序
】

第

一
太
子
先
生
御
事

太
子
二
さ
い
の
御
と
し

太
子
三
さ
い

太
子
四
さ
い

太
子
五
さ
い

太
子
六
さ
い

太
子
七
さ
い

太
子
八
さ
い

な
い
し
所
の
事

太
子
九
さ
い

受
或
星
の
う
た
の
事

太
子
十
歳

註

(
I
)

　

広
田
哲
通

『中
世
仏
教
説
話
の
研
究
』
(
一
九
八
七
、
五
月

・
勉
誠
社
)
所
収
。

一一-

Ⅷ

　

翻
刻
本
文

凡

　

例

底
本
は
岩
瀬
文
庫
蔵
の

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
で
あ
る
。

底
本
の
ふ
り
が
な
、
左
訓
、
注
記
な
ど
も
忠
実
に
そ
の
位
置
に
置
い
た
。
但
し
、

活
字
と
す
る
関
係
で
必
ず
し
も
字
の
大
い
さ
は
元
の
ま
ま
で
は
な
い
。

底
本
の
行
数
、
改
丁
に
つ
い
て
は

一
々
に
そ
れ
を
示
さ
な
か
っ
た
。

底
本
は
太
子
の
歳
次
を
単
位
と
し
て
章
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
原
則
と
し

て
改
行
は
な
い
が
、
改
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
そ
れ
に
し
た
が

っ
た
。
幾
つ

か
の
章
は
見
出
し
を
持

た
な

い
。
神
宮
徴
古
館
本
、
天
理
図
書
館
本
。
異
本

一



太
子
廿
四
さ
い

さ
か
の
し
や
か
の
事

太
子
廿
五
さ
い

落
字
ら
つ
く
の
事

太
子
廿
六
さ
い

聖
徳
太
子
伝
記
第
二

太
子
十
四
さ
い
の
御
時
心
の
と
の
第
二

太
子
十
五
さ
い

太
子
十
六
さ
い

も
り
や
と
太
子
か
せ
ん
の
事

用
明
天
わ
う
御
さ
う
れ
い
の
事

太
子
十
七
さ
い

太
子
十
八
さ
い
つ
ち
の
と
の
と
り

太
子
十
九
さ
い
誌
へ

聖
徳
太
子
伝
記
第
五

聖
徳
太
子
四
十
二
歳

　

第
五

太
子
四
十
三
さ
い

太
子
四
十
四
さ
い

太
子
四
十
五
さ
い

太
子
四
十
六
さ
い

太
子
四
十
八
さ
い

太
子
四
十
九
さ
い

太
子
五
十
歳

太
子
五
十

一
歳

32 30 26

太
子
十

一
さ
い

太
子
十
二
さ
い

太
子
十
三
さ
い

参
考
ま
で
に
以
下
の
各
冊
の
構
成
を
載
せ
て
お
く
。

太
子
三
十
六
さ
い

太
子
三
十
七
さ
い

太
子
舟
さ
い

太
子

　

十
九
歳

太
子
四
十
さ
い

太
子
四
十

一
さ
い

70 67 62

かんゑ
つす
っらく
仏法
のる布
を
か
へり見る
にし
かしな
から太子
のを
ん

ど
く
に
あ
ら
す
と
い
ふ
事
な
し
此
ゆ
へ
に
し
ん
げ
む
を
た
っ
と
み
厚
恩
を
し
ゃ
し
た

四

一

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

く　 し

聖
徳
太
子
伝
記
第
四

聖
徳
太
子
廿
七
歳

　

第
四

太
子
廿
八
さ
い

太
子
廿
九
さ
い

太
子
三
十
さ
い

太
子
三
十

一
さ
い

太
子
1　
二
さ

い

太
子
1　
三
さ
い

太
子
舟
四
さ
い

聖
徳
太
子
三
十
五
さ
い

聖
徳
太
子
伝
記
第

一

そ
れ
お
も
ん
見
れ
は
し
や
く
そ
ん
西
天
竺
に
出
て
け
う
ほ
う
を
五
濁
に
あ
ふ
き
ま
と

う
東
域
に
き
た
っ
て
ゆ
い
し
ん
を
ま
っ
た
い
に
っ
た
ふ
月
国
漢
地
も
ほ
う
そ
の
う
る

ほ
ひ
を
う
け
ぢ
か
ひ
も
は
か
い
も
せ
ん
し
ゆ
の
け
き
を
き
か
す
し
か
る
に
此
あ
し
原

国
は
天
神
ぢ
ぎ
世
を
お
さ
め
て
す
せ
ん
こ
う
を
を
く
る
し
ん
む
す
い
せ
い
位
を
つ
ゐ

て
お
ほ
く
百
歳
に
を
よ
ふ
と
い
へ
と
も
い
ま
だ
三
法
の
名
字
を
聞
す

I
礼
帰
依
も
な

か
り
き
こ
X
に
人
王
三
十

一
代
の
み
か
と
ひ
た
っ
天
皇
の
御
宇
に
あ
た
っ
て
上
宮
太

聖
徳
太
子
伝
記
第
三

太
子
二
十
さ
い
の
御
時
か
の
と
の
い
第
三

太
子
二
十

一
さ
い

太
子
廿
二
さ
い

太
子
お
な
し
御
年

太
子
廿
三
さ
い
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て
ま
つ
ら
ん
か
た
め
に
聊
ご
て
ん
の
と
き
か
た
き
け
ん
し
を
や
は
ら
け
て
み
た
り
か

は
し
く
し
ん
き
の
き
X
や
す
き
く
わ
ご
に
し
る
せ
り
た
X
ね
か
は
く
は
す
い
き
を
な

し
て
ひ
は
う
を
な
す
こ
と
な
か
れ

四
二

廿
年
あ
り
そ
の
i
ち
せ
ん
げ
し
て
か
の
国
に
い
た
る
へ
し
と
や
く
す
達
摩
大
師
よ
ろ

こ
ひ
て
ぃ
は
く
ゎ
れ
さ
へ
き
つ
て
か
の
国
に
い
た
っ
て
お
し
ゃ
う
を
ま
つ
べ
し
と
て

し
う
ん
に
の
っ
て
東
海
を
さ
し
て
さ
り
ぬ
す
な
は
ち
わ
か
て
う
人
わ
う
三
十
代
き
ん

め
い
て
ん
わ
う
の
そ
く
ゐ
十
二
年
に
こ
の
国
に
わ
た
り
給
ふ
と
い
へ
と
も
け
ち
ゑ
ん

い
ま
た
じ
ゆ
く
せ
さ
る
の
あ
ひ
た
か
た
ち
を
か
く
し
て
1　
よ
年
な
り
さ
て
ゑ
ぜ
ん
じ

か
う
さ
ん
の
化
導
つ
き
し
か
は
僧
そ
く

一
万
五
千
人
の
御
て
し
に
つ
け
て
の
た
ま
は

く
我
こ
の
と
の
け
ゑ
ん
す
て
に
っ
き
ぬ
せ
ん
け
事
を
は
っ
て
は
東
海
に
ゑ
ん
あ
り
か

の
国
に
し
ゃ
う
し
て
国
王
の
ま
ふ
け
の
君
と
な
っ
て
如
来
の
ゆ
い
け
う
を
ひ
ろ
め
じ

ゆ
し
ゃ
う
を
り
ゃ
く
す
べ
し
お
れ
受
生
の
い
こ
1　
七
年
を
へ
て
こ
の
聖
教
た
う
く
を

と
り
に
つ
か
は
す

へ
し
そ
れ
ま
て
か
な
ら
す
し
ゆ
ご
し
給
ふ
べ
し
と
り
わ
け
三
人
の

御
でし
のそう
におほせふく
めら
るかく
てを
のく
さ
いく
ゎ
いのかう
かん

を
と
け
た
く
ぉ
も
は
れ
は
か
の
国

へ
き
た
り
給
ふ
べ
し
と
て
す
で
に
せ

ん
け

ま

し

く
きす
は
いの御
てし
はひきう
にたえさりき
日本国
にかう
たんしたま
ふ

へ
し
日
本
国
人
王
1　
一
代
ひ
た
つ
天
わ
う
そ
く
位
は
み
つ
の
へ
た
つ
正
月

一
日
の
夜

た
ち
は
な
の
と
よ
ひ
の
み
こ
と
の
后
皇
女
に
御
む
さ
う
の
つ
け
あ
り
さ
い
は
う
よ

り
こ
ん
し
き
の
そ
う
き
た
っ
て
き
さ
き
に
つ
け
て
ぃ
は
く
ゎ
れ
に
救
世
の
大
く
ゎ
ん

あ
り
ね
が
は
く
き
さ
き
の
は
ら
に
ゃ
と
か
ら
ん
時
に
皇
女
ゆ
め
の
う
ち
に
こ
た
へ
て

の給
はくそもく
き
んそう
はた
いしゃうなり女
人
のた
いな
いには三十
六

も
つ
の
ふ
じ
ゃ
う
と
こ
し
な

へ
て
に
た
X
へ
て
け
か
ら
は
し
い
か
て
聖
人
や
と
る
べ

き
ゃ
そ
う
か
さ
ね
て
ぃ
は
く
我
さ
い
ど
の
ぐ
ゎ
ん
し
ん
ち
う
也
わ
ゑ
を
い
と
は
す
ふ

し
ゃ
う
を
き
ら
は
さ
る
な
り
だ
X
ね
か
は
く
は
や
と
ら
ん
そ
の
時
后
と
も
か
く
も
大

第

一
太
子
先

生
御
事

そもく
上宮太
子
は救世大
ひ
のす
いし
やくす
いる
いおう
と
う
のほさ
っな

り
そ
の
ぜ
ん
し
ん
を
た
っ
ぬ
れ
は
し
ん
た
ん
衡
州
衡
山
に
五
の
み
ね
あ
り

I
に
は
じ

か
い
二
に
は
は
か
い
三
に
は
ゑ
日
四
に
は
げ
た
っ
五
に
は
般
若
な
り
か
の
は
ん
に
や

の
峯
は
ん
に
や
た
い
に
六
ど
ま
て
し
や
う
を
う
け
化
度
を
ぽ
ん
ぽ
う
に
ほ
ど
こ
し
た

ま

へ
り
た
い
六
し
や
う
の
と
き
は
ね
ん
せ
ん
ほ
う
し
と
な
っ
て
け
り
又
は
な
ん
こ
く

の
ゑ
い
禅
師
と
も
い
へ
り
し
ゆ
行
と
し
っ
も
れ
り
け
た
う
日
i
に
あ
ら
た
な
り
時
に

さ
い
は
う
よ
り
金
人
化
来
す
そ
の
ゆ
ら
ひ
を
見
る
に
あ
し
の

I
葉
に
の
っ
て
さ
い
か

い
よ
り
わ
た
っ
て
か
う
さ
ん
に
き
た
れ
り
こ
れ
だ
ま
る
大
師
な
り
ゑ
せ
ん
し
に
と
っ

て
い
は
く
お
し
や
う
此
山
に
ぢ
う
す
る
事
い
く
は
く
の
せ
い
さ
う
そ
や
人
を
け
と
す

る
事
い
く
せ
ん
ま
ん
と
い
ふ
か
し
お
し
や
う
や
ま
の
と
く
を
や
見
る
山
の
を
ん
を
や

ほ
う
す
る
と
き
に
ゑ
ぜ
ん
じ
も
く
ね
ん
た
り
こ
X
に
た
る
ま
す
X
ん
て
い
は
く
こ
れ

よ
り
と
う
か
い
に
国
あ
り
あ
し
は
ら
と
な
づ
く
か
の
国
の
し
ゆ
じ
や
う
も
っ
は
ら
と

ん
よ
く
を
ご
う
と
し
せ
っ
し
や
う
を
こ
う
と
す
か
の
国
に
い
た
っ
て
お
し
や
う
さ
い

と
り
し
や
う
し
給
ふ
へ
し
と
っ
ぐ
ゑ
ぜ
ん
し
こ
た
へ
て
い
は
く
我
こ
の
ど
の
り
や
く

へ
ん
せ
う
こ
ん
が
う
ゆ
い
て
い

　

が
く
き
ん

遍
照
金
剛
遺
第

　

覚
什



聖
の
き
よ
い
た
る
へ
し
と
こ
た
へ
給
ひ
し
か
は
こ
ん
し
き
の
そ
う
く
ゎ
う
み
ゃ
う
を

は
な
っ
て
と
ん
て
く
ち
よ
り
い
り
給
ひ
ぬ
と
御
ら
ん
し
て
御
択
さ
め
ぬ
う
っ
χ
に
も

ま
こ
と
に
も
の
を
の
め
る
御
心
ち
な
り
さ
て
け
う
て
ん
に
わ
う
し
に
む
か
ひ
た
て
ま

っ
り
て
御
夢
の
も
の
か
た
り
あ
り
し
か
は
よ
う
め
い
の
わ
う
し
お
ほ
せ
あ
り
け
る
は

せ
け
ん
に
申
な
ら
へ
る
事
は
物
を
の
む
と
見
る
は
く
ゎ
い
に
ん
の
さ
う
な
り
と
の
給

ふ
し
か
る
に
て
あ
ら
は
せ
い
じ
ん
を
は
ら
み
た
て
ま
っ
れ
り
と
あ
は
せ
給
ひ
に
け
り

よ
の
っ
ね
の
女
人
く
は
い
に
ん
し
ぬ
れ
は
身
も
お
も
く
ぉ
き
ゐ
も
た
や
す
か
ら
す
く

る
し
み
あ
る
に
こ
れ
は
ひ
き
か
へ
て
御
身
の
う
ち
も
す
X
し
く
ぉ
き
ゐ
き
ゃ
う
り
に

し
て
四
た
い
に
う
わ
な
り
ま
こ
と
に
ふ
し
き
に
お
ほ
し
め
す
さ
て
こ
の
む
さ
う
の
夜

は
く
は
う
み
ゃ
う
宮
中
を
て
ら
し
あ
か
さ
ひ
る
の
こ
と
し
い
さ
X
か
の
く
も
り
な
か

り
け
り
す
で
に
八
か
月
を

へ
さ
せ
た
ま
ひ
し
か
は
た
い
な
い
に
こ
ゑ
あ
っ
て
う
た
っ

て
ぃ
は
く
む
ま
れ
て
し
ゅ
し
ゃ
う
を
す
く
は
i
や
わ
っ
ら
ふ
こ
i
ろ
な
か
ら
し
め
の

り
の
と
ほ
そ
を
ひ
ら
き
っ
X
ほ
た
い
の
道
に
い
ら
し
め
ん
と
此
蚕
を

一
日
に
三
度

一

夜
に三度
う
たはせ給
ひけり君も臣もき
とく
のおも
ひをなし給
ふそもく

こ
の
う
た
の
心
は
三
世
の
諸
仏
弘
誓
願
の
こ
と
は
也
又
い
は
く
し
ゃ
う
し
て
し
ゅ
し

ゃ
う
を
す
く
は
X
や
と
は
し
ゅ
し
ゃ
う
無
漫
誓
願
度
の
こ
X
ろ
な
り
の
ち
の
三
句
は

っ
き
の
こ
と
し
む
か
し
悉
多
太
子
ま
や
の
た
い
な
い
に
ゃ
と
ら
せ
給
ひ
し
時
も
書
三

時
夜
六
時
の
御
せ
っ
ほ
う
有
け
る
も
六
道
群
類
の
た
め
な
り
け
る
と
か
や
こ
の
太
子

の
御
蚕
又
も
っ
て
か
く
の
こ
と
し
大
聖
の
り
し
ゃ
う
は
う

へ
ん
み
な
も
っ
て
お
な
し

さ
て
っ
ね
の
な
ら
ひ
は
十
か
月
に
て
む
ま
る
X
事
に
て
侍
れ
と
も
そ
の
と
し
の
十
月

も
す
き
し
も
月
も
た
ち
ぬ
極
月
に
も
な
り
し
か
と
も
む
ま
れ
給
は
す
っ
き
の
と
し
み

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

つ
の
え
た
っ
正
月

一
日
し
き
し
ま
か
な
さ
し
の
宮
に
て
た
ん
し
や
う
し
ま
し
ま
す
は

X
后
は
し
人
の
く
わ
う
女
い
さ
X
か
御
た
い
出
の
御
事
あ
り
し
に
御
む
ま
や
の
く
ち

に
て
御
た
ん
し
や
う
あ
り
さ
い
は
う
よ
り
こ
ん
し
き
の
く
は
う
み
や
う
せ
う
よ
う
し

て
いき
やう宮中
にふん
いくす侍女
うね
めを
のく
き
う
てんさうとうし
て

東
西
に
さ
は
き
し
に
I
の
み
ま
や
に
た
て
ら
れ
た
り
け
る
あ
し
け
の
御
む
ま
ひ
さ
を

お
っ
て
三
と
い
は
へ
け
り
此
馬
は
す
な
は
ち
達
摩
大
師
の
変
作
な
り
也
太
子
の
た
ん

し
や
う
御
や
く
た
く
あ
り
し
こ
と
な
る
に
よ
っ
て
た
る
ま
太
子
の
御
た
ん
し
や
う
の

お
そ
き
事
を
い
か
に
や
と
す
X
め
た
ま
ひ
し
に
こ
の
馬
の
こ
ゑ
を
き
こ
し
め
し
て
す

な
は
ち
御
た
ん
し
や
う
な
り
ぬ
こ
れ
に
よ
っ
て
む
ま
や
と
の
わ
う
し
と
な
っ
け
た
て

ま
っ
る
事
こ
の
御
ち
き
り
に
よ
っ
て
な
り
さ
て
侍
女
采
女
い
た
き
た
て
ま
っ
り
宮
に

人
た
て
ま
っ
る
后
ま
た
あ
ん
し
ゆ
く
あ
い
の
う
ち
に
っ
X
か
な
く
わ
う
し
お
と
ろ
き

て
っ
ほ
ね
侍
従
の
あ

へ
る
に
庭
に
た
ち
ま
ち
に
あ
か
く
き
な
る
ひ
か
り
あ
っ
て
さ
い

は
う
よ
り
き
た
っ
て
殿
の
う
ち
を
せ
う
よ
う
す
る
事
や
X
久
し
く
し
て
や
み
ぬ
ひ
た

っ
天
わ
う
な
を
み
こ
の
み
や
に
す
は
れ
り
た
ち
ま
ち
に
こ
の
い
を
聞
て
の
り
も
の
に

め
い
し
て
と
ん
て
よ
ろ
ほ
ひ
て
ん
と
に
を
よ
ひ
て
又
せ
う
よ
う
す
る
事
あ
り
天
わ
う

大
き
に
こ
と
な
っ
て
く
ん
し
ん
に
ち
よ
く
し
て
の
給
は
く
こ
の
ち
こ
は
後
に
か
な
ら

す
な
を
世
に
こ
と
な
る
事
あ
ら
ん
す
な
は
ち
い
ふ
し
に
め
い
し
て
お
ほ
ゆ
き
わ
か
ゆ

き
を
さ
た
め
て
も
く
よ
く
し
て
い
た
き
あ
け
て
天
わ
う
む
っ
き
を
も
っ
て
こ
れ
を
う

け
て
く
わ
う
こ
う
に
さ
っ
く
く
わ
う
こ
う
ち
X
の
わ
う
し
に
さ
っ
け
皇
子
を
后
に
さ

っ
く
き
さ
き
ふ
と
こ
ろ
を
ひ
ろ
け
て
し
ん
た
い
を
う
く
る
に
は
な
は
た
か
う
は
し
し

三
日
の
ゆ
ふ
へ
に
は
天
わ
う
ゑ
ん
を
ま
ふ
け
て
も
の
を
ぐ
ん
し
ん
に
た
ふ
七
日
の
夕

四
三



四
四

う
た
う
て
ん
ほ
う
り
ん
に
う
ね
は
ん
の
八
さ
う
な
い
し
よ
う
ち
の
御
あ
り
さ
ま
こ
と

く
くしゃくそ
ん
いにし
へにかはる御事
な
かりきき
た
いのふしき
なりさ

て
も
か
や
う
に
め
て
た
き
な
か
に

一
つ
の
な
け
き
あ
り
太
子
た
ん
し
ゃ
う
の
の
ち
み

き
の
御
て
を
さ
X
け
て
ひ
ら
く
事
な
し
た
ま
に
き
す
の
ふ
せ
い
か
な
と
御
め
の
と
た

ち
こ
れ
を
な
け
き
あ

へ
り
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へ
は
く
は
う
こ
う
ゑ
む
を
ま
ふ
け
て
物
を
た
ふ
宮
大
臣
い
け
あ
い
っ
き
て
み
っ
き
物

を
け
ん
す
こ
れ
を
せ
う
し
て
う
ふ
ゃ
し
な
ひ
と
い
ふ
め
の
と
三
人
を
さ
た
め
っ
け
た

て
ま
っ
り
た
ま
ひ
そ
の
う
ち

一
人
は
お
ほ
む
ら
し
の
む
す
め
な
り
い
っ
れ
も
み
ゃ
う

し
を
さ
た
め
ら
る

一
人
を
は
ひ
ま
す
ひ
め

一
人
を
は
あ
ま
て
る
ひ
め

一
人
を
は
た
ま

て
る
ひ
め
と
な
っ
く
か
く
て
ゅ
も
よ
の
っ
ね
の
水
に
て
は
け
か
ら
は
し
と
て
あ
ら
た

に
三
の
井
を
ほ
ら
せ
ら
る

一
を
は
と
ぅ
井
と
な
っ
く

一
つ
を
は
あ
か
そ
め
と
な
っ
け

一
を
は
せ
ん
さ
井
と
な
っ
く
こ
の
井
は
し
ゅ
し
ゃ
う
の
れ
い
す
ぃ
あ
ま
き
あ
ち
は
ひ

あ
り

I
は
ゆ
に
て
ゅ
し
ゅ
っ
す
此
三
の
井
の
水
を
も
っ
て
御
う
ふ
ゅ
を
あ
ひ
せ
ま
い

ら
す
御
め
の
と
も
な
の
め
な
ら
す
も
て
な
し
か
し
っ
き
た
て
ま
っ
る
事
だ
な
こ
X
ろ

の
う
ち
に
も
ほ
う
し
ゅ
の
ご
と
し
さ
て
三
人
の
御
め
の
と
じ
ね
ん
に
ふ
し
ぎ
の
う
た

を
つ
く
り
て
胃
を
も
っ
て
太
子
を
な
く
さ
め
た
て
ま
っ
る
そ
の
う
た
に
い
は
く
ね
ん

ぜ
んほうし
こほうしゃとれく
こほう
しう
める
このした
には
ね
き
と
ぅ

く
のさ
ふら
ふそ
と
いふう
たをう
た
ふ此
のう
た
の心
はね
んせ
んほう
しと

は
太
子
の
せ
ん
し
ゃ
う
の
御
名
な
り
こ
ほ
う
し
と
は
く
ゎ
こ
の

I
し
ゃ
う
ま
て
し
ゅ

き
ゃう
し
て薫修功
っもれり
かるかゆ
へにこほうしと
いふゃとれく
と
は

此国
に生をうけ
てしゅしゃうをさ
いとす
へき
こと
はなりねき
とぅく
と

は
こ
の
太
子
は
た
い
こ
ん
け
ん
の
せ
う
び
な
る
ゆ
へ
に
日
本
こ
く
中
の
大
小
の
神
祇

太
子
を
し
ゅ
こ
し
た
て
ま
っ
り
ね
き
と
は
神
に
っ
か
ふ
る
も
の
な
る
か
ゆ

へ
に
と
也

このう
たをま
った
いにはあ
やまり
てね
んく
ほう
こほう
しゃとれく
こ

ほ
う
し
む
め
の
木
の
し
た
に
は
め
き
ら
き
ら
の
神
の
さ
ふ
ら
ふ
そ
と
い
ひ
な
せ
り
こ

れ
は
あ
や
ま
り
な
り
す

へ
て
て
ん
た
い
に
っ
た
い
し
ゅ
っ
た
い
し
ゅ
け
か
う
ま
し
ゃ

太
子
二
さ
い
の
御
と
し

二
月
十
五
日
の
あ
か
っ
き
た
ま
て
る
ひ
め
に
ひ
そ
か
に
っ
け
て
の
た
ま
ふ
ゃ
う
あ
こ

に
お
ほ
き
な
る
ち
か
ひ
あ
り
こ
よ
ひ
あ
け
な
は
み
ゃ
う
た
ん
に
天
下
に
ひ
ろ
う
せ
は

やと
おも
ふ事
ありな
んちらあ
いかま
へてく
さわき
す
る事
な
かれそ
のと

き
だ
I
て
る
ひ
め
太
子
の
御
し
ん
い
を
も
か
く
こ
せ
す
申
や
う
さ
や
う
の
御
大
事
を

ひ
ろ
う
あ
ら
ん
事
を
い
か
て
か
み
か
と
に
そ
う
し
ん
な
く
し
て
は
た
や
す
く
我
ら
は

か
り
に
て
ゅ
る
し
た
て
ま
っ
る
へ
き
と
申
け
れ
は
此
事
さ
て
は
わ
か
大
ぐ
ゎ
ん
に
し

ゃ
う
げ
出
き
た
り
な
ん
と
お
ほ
し
め
し
て
ま
こ
と
に
は
あ
こ
か
い
へ
る
に
あ
ら
す
さ

る
事
あ
る
へ
か
ら
す
わ
れ
も
御
し
ん
な
ら
む
な
ん
ち
も
ね
よ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
ほ
と

に
た

・
て
る
ひ
め
ま
こ
と
に
も
や
と
お
も
ひ
て
ま
と
ろ
み
ぬ
太
子
は
お
ほ
し
め
す
や

う
夜
も
あ
け
な
は
此
事
天
わ
う
き
こ
し
め
さ
れ
宮
中
に
も
ふ
う
ふ
ん
あ

ら

は
か
た

く
さ
はりとな
り
ぬ
へし
いま
た夜
もあ
け
ぬほと
にわ
か大
ぐ
ゎ
んを
とけ
は

や
と
お
ほ
し
め
し
て
御
め
の
と
た
ち
に
も
し
ら
せ
す
ひ
そ
か
に
御
し
ん
じ
ょ
を
た
ち

囃
μ

出
さ
せ
た
ま
ひ
て
き
ょ
い
な
と
も
め
さ
れ
は
人
し
る
へ
き
あ
ひ
た
た
X
よ
る
め
さ
れ



ま
つ
の
は
を
あ
ひ
す

へ
し
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
か
は
わ
う
し
も
く
わ
う
こ
う
も
御
御
か

ん
に
た
え
さ
り
き

し
あ
か
つ
き
御
は
か
ま
の
ま
X
に
て
御
出
あ
り
と
う
は
う
に
む
か
つ
て
さ
う
の
御
だ

な
こ
X
ろ
を
あ
は
せ
て
南
無
佛
と
三
と
と
な
へ
さ
せ
た
ま
ひ
て
た
ん
し
や
う
よ
り
こ

の
か
た
ひ
ら
か
せ
た
ま
は
さ
り
つ
る
み
き
の
御
手
を
さ
う
に
か
つ
し
や
う
し
て
南
無

佛
と
せ
う
み
や
う
し
て
こ
れ
を
ひ
ら
か
せ
給
ひ
し
に
如
来
の
御
し
や
り

I
り
う
を
御

し
よ
ち
あ
り
け
り
さ
て
南
無
の
御
こ
ゑ
に
お
と
ろ
き
て
御
め
の
と
た
ち
お
き
さ
は
き

て
見
た
て
ま
つ
れ
は
宮
中
宮
外
く
は
う
み
や
う
せ
う
ら
う
せ
り
太
子
は
御
は
か
ま
は

か
り
に
て
御
は
た
へ
を
あ
ら
は
し
ひ
か
し
に
む
か
ひ
て
御
手
に
物
を
も
ち
た
ま
へ
る

よ
り
ひ
か
り
を
は
な
つ
て
せ
か
い
を
て
ら
す
こ
の
無
佛
せ
か
い
に
は
し
め
て
三
法
の

み
や
う
し
を
と
な

へ
は
し
め
て
し
ゆ
し
や
う
の
み
X
に
ふ
れ
さ
せ
り
や
く
を
ゑ
せ
し

め
ん
と
お
ほ
し
め
し
け
る
あ
ひ
だ
二
さ
い
の
ち
う
じ
ゆ
ん
は
じ
ぶ
ん
じ
や
う
ぢ
う
た

る
に
よ
つ
て
こ
れ
を
ひ
ら
き
は
し
め
た
ま
ひ
け
り
又
仏
法
と
う
せ
ん
の
い
は
れ
を
へ

う
し
ま
し
ま
す
也
い
ま
法
隆
寺
の
御
し
や
り
は
な
む
ふ
つ
の
と
き
の
御
し
や
り
な
り

太
子
三
さ
い

春
三月三
日わうし母后侍女
うね
めせ
いく
とし
て太子を
いたき
たてま
っ

り
て
み
ゃ
う
の
後
薗
に
し
ゅ
っ
き
ょ
な
な
っ
て
た
う
く
ゎ
の
御
ゆ
う
ゑ
ん
あ
り
て
わ

う
し
み
っ
か
ら
た
う
く
ゎ
と
又
か
た
は
ら
に
あ
り
け
る
ま
っ
の
案
と
二
つ
お
り
て
太

子
に
中
さ
せ
た
ま
ふ
ゃ
う
ま
っ
の
葉
と
た
う
く
ゎ
と
は
い
っ
れ
か
あ
ひ
し
お
ほ
し
め

す
や
と
と
ひ
た
て
ま
っ
り
た
ま
ひ
し
か
は
太
子
こ
た
へ
て
申
さ
せ
た
ま
ふ
ゃ
う
た
う

く
ゎ
は
こ
れ

I
た
ん
ゑ
い
ほ
く
ま
っ
の
は
X
千
年
の
て
ぃ
ほ
く
な
り
し
か
る
ひ
た
た

覚
什

『聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

太
子
四
さ
い

ち
X
の
わ
う
し
の
み
や
い
は
れ
い
け
へ
な
み
つ
き
の
み
や
御
し
や
き
や
う
く
め
の
わ

う
し
ま
る
こ
の
わ
う
し
つ
X
し
ま
の
わ
う
し
を
は
し
め
た
て
ま
つ
り
て
太
子
も
そ
の

中
に
ま
し
は
り
御
遊
戯
あ
り
け
り
い
さ
X
l
御
こ
ゑ
た
か
く
し
て
御
原
論
あ
り
け
る

に
ち
X
の
わ
う
し
き
こ
し
め
さ
れ
て
御
身
つ
か
ら
つ
え
を
と
つ
て
わ
う
し
た
ち
の
御

な
か
へたちむ
かひたま
ひし
によ
のわう
したちはみな
ちりく
ににけ
かく

れ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に
太
子

一
人
に
け
給
は
す
御
か
た
の
き
よ
い
を
ぬ
き
御
は
た
へ

を
あ
ら
は
し
て
ひ
さ
ま
つ
き
て
わ
う
し
に
む
か
は
せ
給
ふ
そ
の
と
き
ち
X
の
み
か
と

つ
え
そ
は
め
て
太
子
に
む
か
ひ
た
て
ま
つ
り
の
た
ま
ふ
や
う
よ
の
わ
う
し
た
ち
は
ち

ん
に
お
そ
れ
を
な
し
て
み
な
に
け
か
く
れ
給
ふ
に
太
子

一
人
な
ん
そ
お
そ
れ
す
し
て

む
か
ひ
た
ま
ふ
や
と
き
に
太
子
い
と
け
な
き
御
こ
i
ろ
に
申
さ
せ
た
ま
ふ
や
う
わ
れ

あ
や
ま
つ
て
け
し
よ
う
を
す
こ
し
て
ち
X
み
か
と
の
御
い
か
り
を
か
う
ふ
り
こ
れ
ふ

か
う
の
い
た
り
な
り
も
X
は
X
に
ふ
か
う
の
も
の
は
天
に
は
ほ
ん
て
ん
大
し
や
く
も

こ
れ
を
し
ゆ
こ
せ
す
地
に
は
け
ん
ら
う
地
し
ん
も
地
を
い
た
y

れ
は
我
天
に
は
し
た
て
て
も
の
ほ
る
へ
か
ら
す
地
に
あ
な
ほ
り
て
も
か
く
る
へ
か
ら

す
こ
の
ゆ
へ
に
わ
れ
ち
i
の
御
つ
え
を
う
け
て
御
い
か
り
を
や
す
め
ん
と
お
も
ひ
し

か
ゆ
へ
に
む
か
ひ
た
て
ま
つ
る
と
な
い
け
の
け
う
か
い
す
こ
し
も
も
る
i
事
な
く
申

四
五



同
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さ
せ
給
ひ
し
か
は
わ
う
し
も
御
つ
え
を
す
て
X
御
な
み
た
に
む
せ
ひ
と
か
う
の
御
返

事
も
な
か
り
け
り

四
六

を
た
す
け
た
て
ま
つ
る

へ
き
ゆ

へ
に
み
ら
ひ
は
我
く
ん
し
ゆ
た
る

へ
き
ゆ
へ
に
お
か

み
た
て
ま
つ
る
な
り
と
こ
ま
や
か
に
御
物
か
た
り
あ
り
し
ほ
と
に
三
人
の
御
め
の
と

も
こ
と
は
り
と
い
ひ
み
ら
い
の
御
事
を
あ
き
ら
か
に
お
ほ
せ
あ
り
し
か
は
き
い
の
お

も
ひ
を
な
せ
hソ
さ
て
こ
の
と
き
は
く
さ
い
こ
く
よ
り
せ
ん
し
や
う
の
御
て
し
が
く
が

は
か
せ
と
い
ふ
外
典
の
か
く
し
や
わ
た
れ
り
太
子
の
げ
で
ん
の
御
し
し
や
う
と
し
て

孔
子
老
子
の
を
し
へ
を
さ
つ
け
た
て
玄
つ
り
か
ね
て
筆
墨
を
わ
れ
に
け
ん
す

へ
し
と

て
し
よ
け
い
を
な
ら
ひ
か
く
し
お
は
し
ま
す
也
こ
の
時
ま
て
は
日
本
国
に
す
み
を
す

り
筆
を
と
る
け
い
も
な
か
り
き
た
X
な
は
を
む
す
ひ
木
を
き
さ
み
ま
つ
り
事
を
な
し

け
る
に
こ
の
太
子
の
御
代
に
は
し
め
て
ひ
つ
ほ
く
の
わ
さ
を
こ
れ
り
と
あ
り
ま
こ
と

舟

　

S　　　　　

a

ij
ん

に
な
い
け
の
し
う
さ
う
人
て
ん
の
師
範
に
て
お
は
し
ま
せ
り
か
の
が
く
が
は
か
せ
と

中唐
人
は日
ほん
こく
にては五とく
のはかせと
かう
せりとぅ
んく

太
子
五
さ
い

太
子
御
お
は
す
い
こ
女
帝
き
さ
き
に
た
ち
た
ま
ふ
大
臣
く
き
や
う
は
い
ら
い
の
き
し

き
を
と
り
お
こ
な
ひ
し
に
太
子
ひ
そ
か
に
出
御
な
つ
て
し
よ
き
や
う
の
御
ま
へ
に
す

す
ん
て
れ
つ
に
た
つ
て
ほ
う
は
い
の
き
し
き
を
な
し
給
ふ
時
に
三
人
の
御
め
の
と
こ

れ
を
見
た
て
ま
つ
り
て
い
そ
き
宮
に
人
た
て
ま
つ
り
て
申
や
う
太
子
は
わ
か
君
の
ま

う
け
の
君
に
て
十
せ
ん
の
ほ
う
位
に
そ
な
は
り
給
ふ
へ
き
と
う
く
う
に
て
お
は
し
ま

す
にな
んそ
かろく
しく大地
に御あ
しを
おろし給
や大国
のふうき
は
いか

X
侍
ら
ん
わ
か
国
の
な
ら
ひ
は
国
の
く
ら
位
に
そ
な
は
ら
せ
給
ふ
人
は
し
き
に
ち
を

ふ
む
事
な
し
い
か
X
は
せ
ん
と
な
け
き
侍
り
し
に
太
子
の
た
ま
は
く
な
ん
ち
ら
の
申

所
ま
こ
と
に
そ
の
い
は
れ
あ
り
あ
こ
も
そ
の
き
を
し
ら
さ
る
に
は
あ
ら
す
し
か
り
と

い
へ
と
も
我
国
の
く
ら
ゐ
を
つ
く
事
あ
る
へ
か
ら
す
此
ひ
た
つ
天
わ
う
世
を
し
ろ
し

め
さ
ん
事
十
四
年
な
る
へ
し
そ
の
つ
き
に
は
わ
か
ち
X
の
天
わ
う
く
ら
ゐ
を
つ
き
給

ふ
へ
し
そ
れ
も
わ
つ
か
に
二
か
ね
ん
の
う
ち
十
か
月
の
あ
ひ
た
に
ほ
う
き
よ
な
る
へ

し
そ
の
つ
き
に
わ
か
御
お
ち
し
ゆ
し
ゆ
ん
天
わ
う
御
そ
く
ゐ
あ
る
べ
し
そ
れ
も
久
し

か
ら
す
し
て
人
の
た
め
に
よ
う
か
ひ
せ
ら
れ
た
ま
ふ
へ
し
そ
の
X
ち
に
た
X
今
の
御

を
は
の
き
さ
き
く
ら
ゐ
に
つ
ゐ
て
女
帝
と
し
て
三
十
六
年
の
御
ち
せ
い
あ
る
へ
し
あ

こ
は
こ
の
み
か
と
の
御
時
摂
政
の
く
ら
ゐ
を
う
け
給
は
つ
て
御
か
と
の
御
せ
い
た
う

太
子
七
さ
い

と
き
の
み
か
と
に
そ
う
し
た
ま
ふ
や
う
き
よ
ね
ん
は
く
さ
い
よ
り
わ
た
る
と
こ
ろ
の

太
子
六
さ
い

十
月
の
こ
ろ
は
く
さ
い
こ
く
よ
り
法
花
せ
う
ま
ん
と
う
の
き
や
う
ろ
ん
二
百
よ
巻
を

わ
た
さ
る
天
わ
う
に
そ
う
も
ん
を
へ
て
こ
れ
を
よ
み
あ
か
さ
せ
給
ひ
け
り
如
来
の
し

や
う
け
う
の
日
ほ
ん
へ
わ
た
る
事
と
こ
の
と
し
に
は
し
ま
る
也



き
や
う
ろ
ん
二
百
よ
く
わ
ん
御
ゆ
る
し
を
か
う
ふ
り
て
こ
れ
を
ひ
け
ん
せ
は
や
と
そ

　　

日
の
せ
つ
し
や
う
を
き
ん
た
ん
せ
ら
れ
け
り

ん
し
さ
ふ
ら
ふ
と
そ
う
し
た
ま
ふ
に
さ
う
な
く
ゆ
る
し
た
ま
は
す
い
か
て
か
た
や
す

く
大
し
や
う
の
を
し
へ
を
さ
と
り
給
ふ
へ
き
や
時
に
太
子
は
て
ん
わ
う
に
申
さ
せ
た

ま
ふ
ゃ
う
君
は
し
ろ
し
め
さ
し
わ
れ
は
し
ん
た
ん
の
か
う
し
う
か
り
さ
ん
に
六
し
ゃ

う
ま
て
す
み
か
を
し
め
此
如
来
の
ゆ
い
け
う
を
し
ゅ
か
く
せ
り
わ
れ
い
ま
こ
の
国
に

し
ゃ
う
を
う
け
て
七
か
年
に
を
よ
ふ
と
い
へ
と
も
お
く
ち
ふ
ま
う
の
と
く
を
く
そ
く

せ
る
か
ゆ
へ
に
さ
ら
に
わ
す
れ
す
し
か
る
へ
き
は
ひ
け
ん
す

へ
し
と
か
さ
ね
て
申
さ

せ
た
ま
ひ
し
に
せ
ん
し
ゃ
う
の
御
事
こ
の
と
き
は
し
め
て
往
因
を
と
き
給
ひ
し
か
は

天
わ
う
も
し
ょ
き
ゃ
う
も
ふ
し
き
の
お
も
ひ
を
な
し
お
は
し
ま
す
そ
の
と
き
と
も
か

ふ
も
御
は
か
ら
ひ
た
る
へ
し
と
て
宮
中
潔
祭
し
て
き
ゃ
う
ろ
ん
を
ひ
け
ん
し
か
う
と

く
ぉ
は
し
ま
す
太
子
天
わ
う
に
申
さ
せ
た
ま
ふ
ゃ
う
こ
の
き
ゃ
う
ろ
ん
を
ひ
け
ん
し

さ
ふら
ふにぢ
くく
こと
なりと
い
へとも
を
よそ
の所
説諸
悪莫
作
諸善
奉行

のこと
はりを宗旨と
せりしかれ
は国く
のせ
っしゃうをき
んたんしま
し

ま
す

へ
し
か
る
か
ゆ
へ
に
か
の
日
時
に
月
の
六
さ
い
年
の
二
季
に
せ
っ
し
ゃ
う
を
や

め
給
ふ
へ
し
そ
の
ゆ
へ
に
か
の
日
時
に

I
さ
い
し
ゅ
し
ゃ
う
の
せ
ん
あ
く
の
け
う
を

し
る
し
て
こ
く
ひ
ゃ
く
の
ふ
だ
に
の
す
る
し
ふ
ん
な
り
天
に
は
ほ
ん
て
ん
た
い
し
ゃ

く
こ
れ
を
し
る
し
地
に
は
ゑ
ん
ま
ほ
う
わ
う
こ
れ
を
し
る
す
か
る
か
ゆ

へ
に
月
の
六

さ
い
年
の
二
き
に
は
こ
れ
を
や
む
へ
し
二
季
と
は
二
八
月
の
ひ
か
ん
な
り
こ
れ
は
昼

夜
斉
等
に
し
て
し
ふ
ん
の
正

中
た
る
ゆ
へ
な
り
こ
の
し
ふ
ん
に
国
に
せ
っ
し
ゃ
う

を
た
ん
し
人
に
か
い
を
さ
っ
け
し
め
は
天
子
し
ゅ
み
ゃ
う
を
の
へ
国
土
に
お
う
さ
い

な
か
る
へ
と
申
さ
せ
給
ひ
し
ほ
と
に
す
な
は
ち
り
ん
し
を
く
た
さ
れ
こ
く
と
に
さ
い

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

太
子
八
さ
い

冬
十
月
新
羅
こ
く
の
大
わ
う
よ
り
弘
賀
栄
賢
と
申
し
ん
か
二
人
を
め
し
ち
ょ
く
し
て

金
銅
の
し
や
か
の
三
そ
ん
を
わ
か
て
う
人
わ
う
三
十

一
代
の
み
か
と
ひ
た
っ
て
ん
わ

う
に
挙
送
し
た
ま
ひ
し
か
は
君
も
臣
も
お
お
な
し
く
と
も
に
き
ょ
か
ん
あ
っ
て
く
た

ん
の
佛
さ
う
を
あ
か
む

へ
ぎ
の
む
ね
殿
上
に
御
せ
い
た
ん
あ
る
と
き
も
の
X
へ
の
も

りゃ
の大
臣す
Xみ出
てゐき
を中
さる
Xやうそもく
ゎかてう
日本国
は神

明
の
は
し
め
て
っ
く
り
い
た
し
た
ま

へ
る
国
な
る
か
ゆ
へ
に
神
明
国
と
な
っ
け
て
き

せ
ん
し
ゃ
う
け
の
し
よ
人
神
の
生
育
し
た
ま
へ
は
神
の
う
ち
子
な
り
こ
っ
し
ょ
ょ
り

こ
の
か
た
此
国
の
し
ゅ
し
ゃ
う
神
事
を
も
て
く
に
の
ま
っ
り
こ
と
X
す
し
か
れ
は
す

な
は
ち

一
天
の
風
や
は
ら
か
に
し
て
四
か
い
な
み
し
っ
か
な
り
し
か
る
に
い
ま
た
こ

く
の
ゐ
き
ゃ
う
を
あ
か
め
給
は
X
さ
た
め
て
わ
か
て
う
の
神
明
の
れ
い
あ
れ
て
国
中

に
し
ね
ん
に
さ
い
な
ん
を
な
し
た
ま
は
ん
事
う
た
か
ひ
あ
る
へ
か
ら
す
と
申
て
さ
を

た
ち
宮
中
に
た
い
し
ゅ
っ
っ
か
ま
っ
り
け
り
こ
れ
そ
も
り
屋
の
大
臣
佛
法
を
違
逆
し

太
子
に
て
き
た
い
し
た
て
ま
っ
り
た
ま
ふ
は
し
め
に
て
侍
け
る
也
時
に
太
子
か
の
し

ゃ
か
如
来
の
ほ
ん
ふ
の
む
か
し
し
ゃ
う
が
く
を
し
ゃ
う
し
め
っ
こ
の
り
し
ゃ
う
を
と

き
給

へ
は
上

一
天
の
君
よ
り
下
し
ょ
し
ん
か
に
い
た
り
て

I
代
け
う
し
ゅ
大
し
ゃ
う

し
ゃ
か
如
来
の
ゐ
ん
い
果
後
の
と
く
を
あ
き
ら
か
に
太
子
こ
れ
を
と
き
た
ま
へ
り
を

よ
そ
此
佛
は
こ
ん
と
は
し
め
て
し
ゃ
う
が
く
を
し
ゃ
う
す
る
に
あ
ら
す
す
て
に
五
百

四
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四
八

と
こ
ろ
に
し
た
か
ひ
佛
ほ
さ
っ
と
あ
ら
は
れ
た
ま
ふ
神
明
の
す
い
し
や
く
と
け
ん
し

た
ま
ふ
し
か
れ
は
す
な
は
ち
さ
い
天
上
代
の
き
こ
ん
の
た
め
に
は
ふ
っ
ほ
さ
っ
の
か

た
ち
を
け
ん
し
こ
れ
を
と
す
み
ら
ひ
し
や
う
佛
の
き

へ
っ
を
さ
っ
け
東
土
ま
っ
た
い

の
し
ゆ
し
や
う
の
た
め
に
あ
っ
き
し
や
し
ん
の
か
た
ち
を
し
め
し
ゐ
ん
く
わ
を
し
ん

せ
さ
る
し
や
け
ん
の
し
ゆ
し
や
う
を
か
う
ふ
く
し
む
ゐ
し
ん
し
ち
の
佛
だ
う
に
い
れ

た
ま
へ
り
も
と
よ
り
神
明
と
佛
だ
ゞ
こ
ほ
り
と
水
と
の
こ
と
し
か
け
と
か
た
ち
に
あ

い
に
た
り
い
ま
も
っ
て
し
や
へ
っ
な
し
し
か
れ
は
す
な
は
ち
君
も
臣
も
も
ろ
と
も
に

一
さ
い
神
明
の
そ
の
ほ
む
ぢ
佛
ほ
さ
っ
の
り
し
や
う
の
た
め
に
悉
捨
多
生

　

映
劫
に

も
あ
ひ
か
た
き
佛
ほ
さ
っ
の
さ
う
也
と
太
子
ね
ん
こ
ろ
に
と
き
給
ひ
け
れ
は

一
天
の

君
を
は
し
め
た
て
ま
っ
・
く
ん
し
ん

I
と
う
に
し
ん
か
う
の
お
も
ひ
を
な
し
た
て
ま

っ
り
け
る
な
り
そ
の
X
ち
や
ま
と
の
国
に
大
か
ら
ん
を
た
て
元
興
寺
と
な
っ
け
か
の

し
や
か
の
三
そ
ん
を
あ
ん
ち
し
た
て
ま
っ
り
給
ひ
け
る
な
り
こ
れ
す
な
は
ち
に
よ
ら

い
の
め
っ
こ
に

I
さ
い
し
ゆ
し
や
う
の
た
め
に
し
や
く
そ
ん
の
し
ん
る
い
を
の
こ
し

と
X
め
た
ま
ひ
け
る
也
さ
て
も
か
の
ふ
っ
ほ
う
さ
い
し
よ
の
し
や
か
の
さ
う
や
ま
と

の
国
く
わ
ん
こ
う
し
の
こ
ん
た
う
に
あ
ん
ち
し
給
ひ
け
る
を
太
子
御
に
う
め
っ
の
の

ち
五
十
年
の
こ
ろ
に
を
よ
ひ
人
わ
う
三
十
九
代
天
ち
て
ん
わ
う
の
き
よ
う
に
を
よ
ひ

い
ま
の
い
ち
の
人
の
御
せ
ん
そ
た
い
し
よ
く
わ
ん
の
御
ち
や
く
な
ん
た
ん
か
い
こ
う

な
ん
と
に
こ
う
ふ
く
し
を
う
ち
て
ら
に
た
て
ら
る
X
時
も
と
よ
り
の
元
興
寺
か
の
尺

迦
の
三
そ
ん
を
む
か
へ
た
て
ま
っ
り
て
す

へ
た
て
ま
っ
ら
れ
け
れ
は
か
の
し
や
か
の

れ
い
さ
う
す
な
は
ち
た
く
せ
ん
し
て
い
は
く
我
仏
法
と
う
せ
ん
の
く
わ
ん
り
き
に
よ

っ
て
そ
く
さ
ん
へ
ん
と
の
こ
の
国
ま
て
き
た
れ
り
か
さ
ね
て
猶
と
う
は
う
に
む
か
は

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

ち
ん
て
ん
こ
う
の
い
に
し
へ
三
阿
僧
紙
こ
う
の
あ
ひ
た
大
こ
う
の
し
ゅ
き
ゃ
う
ゑ
ん

ま
ん
し
て
久
成
正
覚
の
古
佛
な
り
と
い
へ
と
も
従
果
向
因
の
り
し
ゃ
う
を
も
っ
て
せ

iはんく
にしゃはにしゅ
っ
・して従
因至果
のしゃう
かくをとな
へ三有

の
く
ん
る
い
を
ど
し
た
ま

へ
り
か
る
か
ゆ

へ
に
こ
の
た
ひ
し
ゃ
う
か
く
を
と
り
此
て

う
よ
り
十
万
よ
り
の
ゑ
ん
ら
う
を
へ
た
て
X
中
天
ち
く
の
わ
う
く
う
に
御
た
ん
し
ゃ

う
あ
っ
て
御
な
を
は
し
ち
た
太
子
と
か
う
す
十
せ
ん
は
ん
せ
う
の
く
ら
位
に
そ
な
は

り
た
ま
ふ
へ
き
ち
よ
く
ん
の
御
身
な
り
と
い
へ
と
も
七
さ
い
に
し
て
ほ
っ
し
ん
し
十

九
に
し
て
し
ゅ
っ
け
し
三
十
に
し
て
し
ゃ
う
佛
し
た
ま

へ
り

I
代
八
万
の
け
う
ほ
う

を
と
き
た
ま
ひ
し
か
は
さ
い
せ
め
っ
こ
を
き
ら
は
す
う
ゑ
ん
む
ゑ
ん
の
も
の
龍
畜
き

し
ん
を
し
な

へ
て
み
ら
い
し
ゃ
う
ふ
っ
の
き

へ
っ
に
あ
っ
か
り
た
ま
ふ
っ
ゐ
に
さ
い

せ
八十
かね
ん
の化
儀
こと
を
は
って
こと
く
く
にう
め
っしたま
ふとき
め
っ

こ
の
し
ゅ
し
ゃ
う
を
り
せ
ん
か
た
め
に
御
身
を
こ
ん
と
ぅ
の
聖
容
に
う
っ
し
と
X
め

た
ま
へ
り
し
か
る
に
如
来
め
っ
こ
の
X
ち
て
ん
ち
く
に
と
X
ま
っ
て

一
千
よ
さ
い
し

ゃ
う
じ
ん
に
か
は
っ
て
り
ゃ
く
を
ほ
と
こ
し
た
ま
ふ
そ
の
X
ち
し
ん
た
ん
し
ん
ら
国

に
わ
た
り
た
ま
ふ
四
百
よ
さ
い
な
り
あ
こ
せ
ん
し
ゃ
う
に
か
う
さ
ん
に
お
い
て
あ
か

め
た
て
ま
っ
る
た
し
ゃ
う
の
御
ほ
ん
そ
ん
か
く
の
こ
と
く
天
ち
く
し
ん
た
ん
を
し
な

へ
国
わ
う
大
臣

一
心
に
あ
か
め
た
て
ま
っ
る
所
の
な
ん
せ
ん
ふ
た
い
第

一
の
れ
い
さ

う
な
り
し
か
る
に
い
ま
佛
ほ
う
と
ぅ
せ
ん
の
い
は
れ
に
て
わ
か
て
う
に
き
た
り
た
ま

へ
り
こ
っ
し
よ
よ
り
こ
の
か
た
こ
の
く
に
の
し
ゅ
し
ゃ
う
神
明
の
り
し
ゃ
う
の
み
を

た
っと
みほんち佛菩薩
のりゃくをしらすそもく
ゎかてう
Iさ
い神明
の

ほ
ん
ち
を
た
っ
ぬ
れ
は
み
な
お
う
こ
の
如
来
く
し
ゃ
う
の
さ
っ
た
な
り
と
き
に
よ
り



た
ま
へ
る
と
こ
ろ
の
な
い
し
と
こ
ろ
の
御
か
X
み
の
お
も
て
に
う
っ
し
あ
ら
は
れ
ま

し
ま
す
し
ん
し
ち
の
御
し
ゃ
う
た
い
と
中
は
い
ま
の
し
ゃ
う
と
く
太
子
の
我
ほ
ん
ち

のくゎ
んを
んにてましく
きとぅ
んく

ん
と
ほ
つ
す
る
も
の
也
な
ん
そ
さ
い
は
う
に
む
か
は
せ
た
て
ま
つ
る
や
は
や
く
と
う

は
う
に
む
か
は
せ
た
て
ま
つ
れ
と
た
く
せ
ん
し
た
ま
へ
は
こ
れ
に
よ
つ
て
む
か
し
よ

り
ま
つ
た
い
に
い
た
る
ま
て
今
に
こ
う
ふ
く
し
の
と
う
こ
ん
た
う
の
こ
う
も
ん
に
ひ

か
し
む
き
に
す

へ
た
て
ま
つ
り
佛
ほ
う
さ
い
し
よ
の
し
や
か
の
さ
う
と
申
は
す
な
は

ち
こ
れ
な
り

な
い
し
所
の
事

わ
か
て
う
か
い
ひ
や
く
の
は
し
め
に
天
照
太
神
宮
の
御
ほ
ん
ち
の
事
か
た
し
け
な
く

も
た
い
し
ん
ぐ
う
た
か
ま
か
は
ら
に
お
ゐ
て
三
め
ん
の
銅
鏡
の
お
も
て
を
ま
っ
代
の

う
ち
こ
に
わ
か
ほ
ん
ち
の
御
た
い
を
し
ら
し
め
ん
と
神
明
御
身
っ
か
ら
わ
か
御
た
い

を
あ
か
y

ま
す
へ
け
れ
と
も
お
も
ふ
や
う
に
御
ほ
ん
ち
う
っ
ら
せ
た
ま
は
さ
り
け
れ
は
第

一
番

に
あ
た
っ
て
あ
ら
は
れ
た
ま
ふ
御
し
や
う
た
い
の
御
か
X
み
を
き
伊
の
国
よ
し
の
川

に
な
け
い
れ
た
て
心
っ
り
た
ま
へ
り
紀
伊
の
う
ら
の
海
人
あ
み
に
か
け
ひ
き
あ
け
た

て
ま
っ
る
い
ま
の
日
前
の
宮
こ
れ
な
り
第
二
番
に
う
っ
し
と
X
め
た
ま
ふ
に
も
御
こ

X
ろ
の
こ
と
く
ぁ
ら
は
れ
給
は
さ
り
け
れ
は
伊
勢
の
う
み
に
す
て
た
て
ま
っ
り
た
ま

へ
り
い
勢
の
国
か
X
み
の
宮
こ
れ
な
り
伊
勢
太
神
宮
の
御
し
や
う
た
い
に
て
お
は
し

き
第
三
番
に
御
し
や
う
た
い
お
も
ふ
や
う
に
あ
ら
は
れ
給
ふ
を
は
百
わ
う

一
百
代
の

御
て
う
ほ
う
と
し
て
た
い
り
の
う
ん
め
い
て
ん
に
ま
し
ま
す
な
い
し
と
こ
ろ
の
御
か

Xみこれなりそもく
てんせう太神ぐう
のゑら
ひてあ
ら
はれた
てま
っり

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

太
子
九
さ
い

な
つ
六
月
の
こ
ろ
ひ
と
つ
の
き
と
く
侍
り
つ
の
国
な
に
は
の
う
ら
の
す
さ
き
に
い
ゑ

を
つ
く
り
こ
X
ろ
を
す
さ
ま
し
う
た
を
ゑ
い
す
る
人
侍
り
こ
の
人
わ
か
て
う
に
は
し

め
て
い
ま
や
う
を
ゑ
い
し
い
た
し
て
け
る
人
な
り
そ
の
し
や
う
め
い
を
は
土
師
の
む

ら
や
し
ま
と
申
け
る
な
り
わ
さ
と
か
い
へ
ん
を
ぢ
う
所
と
し
て
ひ
る
は
ひ
め
も
す
に

う
た
ひ
く
ら
し
よ
る
は
夜
も
す
か
ら
う
た
ひ
あ
か
し
ま
つ
ふ
く
風
に
き
ん
を
し
ら
へ

か
の
う
た
の
て
う
し
と
こ
し
な

へ
に
き
し
う
つ
な
み
を
つ
i
み
と
し
此
う
た
の
を
ん

き
よ
く
を
た
す
け
す
さ
き
の
ち
と
り
の
と
も
よ
ふ
馨
ま
て
も
こ
X
ろ
を
す
ま
し
ゆ
う

き
よ
く
の
み
き
り
な
り
か

・
の
こ
と
く
ふ
く
風
だ
つ
な
み
に
つ
け
て

I
さ
い
を
ま
な

こ
に
見
み
χ
に
き
く
た
く
ひ
い
づ
れ
も
り
う
す
い
の
へ
ん
せ
つ
と
X
こ
ほ
り
な
し
お

も
し
ろ
く
い
ま
や
う
を
う
た
ひ
侍
り
け
る
そ
の
こ
ゑ
た
え
に
し
て
ま
こ
と
に
お
も
し

ろく侍
りけるあ
ひた夜
るく
天
より
へんけ
のも
のあまく
たりそ
の
いろし

や
く
し
き
に
し
て
さ
う
の
ま
な
は
こ
み
や
う
し
や
う
の
こ
と
し
ひ
か
り
を
は
な
つ
き

し
ん
に
て
侍
り
け
り
や
し
ま
か
家
の
か
は
ら
の
う
へ
に
ゐ
て
う
た
の
き
よ
く
を
き
X

侍
り
け
る
き
し
ん
う
た
の
き
よ
く
を
き
y

う
た
ひ
侍
け
れ
は
お
も
し
ろ
き
事
た
と

へ
ん
か
た
も
な
か
り
け
る
な
り
天
の
あ
け
か

四
九



五
〇

御
っ
X
し
み
あ
る
へ
し
と
御
そ
う
も
ん
あ
り
け
れ
は
君
も
臣
も
と
ぅ
い
か
ひ
や
う
な

ん
を
お
そ
れ
て
太
子
の
御
ち
ゑ
の
や
む
こ
と
な
き
御
事
を
た
っ
と
み
た
て
ま
っ
り
た

ま
ひことく
く
っう
た
っしたまふ
のみならす
かく
のことく天
の
へんけを

な
す
天
文
地
利
の
み
や
う
た
う
を
も
よ
く
か
X
み
に
か
け
あ
き
ら
か
に
そ
う
し
給
ひ

け
る
御
事
あ
り
か
た
さ
よ
と
万
人
た
っ
と
み
を
な
し
た
て
ま
っ
り
給
ひ
け
る
な
り

同
朋
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研
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所
紀
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号

た
に
は
か
き
け
す
や
う
に
う
ち
う
せ
侍
り
け
り
人
を
い
た
し
そ
の
ゆ
く
ゑ
を
見
せ
し

め
け
れ
は
ひ
か
り
を
は
な
し
な
に
は
の
う
ら
よ
り
み
な
み
へ
三
十
よ
ち
ゃ
う
こ
く
う

を
と
んてす
みょし
のう
ら
の海
の中
へと
ひ入侍
りき
此き
し
んさまく
にき

ん
き
の
う
た
を
う
た
ひ
侍
り
け
り
八
し
ま
あ
や
し
く
思
ふ
ゃ
う
此
事
い
か
さ
ま
に
も

国
わ
う
大
臣
と
ぅ
の
我
大
事
の
も
っ
け
い
け
と
お
も
ひ
て
た
い
り
に
ま
い
り
此
よ
し

をそうも
んすとき
のみかと
ひた
ってんわう
しょし
んかを
めしそもく
ぜ

ん
た
い
せ
ん
わ
う
の
御
代
に
も
か
や
う
の
事
侍
り
け
る
や
た
し
か
に
れ
い
も
ん
を
ひ

き
か
んか
へ中
さ
る
へしと御
た
っねあ
りけれ
はを
のく
せんき
のれ
いも
ん

を
ひ
か
る
と
い
へ
と
も
ふ
ん
み
ゃ
う
な
ら
す
そ
の
と
き
天
わ
う
ま
こ
と
や
聖
徳
太
子

こ
そ
未
然
方
来
の
と
く
を
そ
な
ヘ
ー
さ
い
の
事
に
お
ゐ
て
あ
き
ら
か
に
し
ろ
し
め
す

御
事
な
れ
は
此
事
太
子
に
う
か
X
ひ
た
て
ま
っ
ら
ん
と
お
ほ
し
め
し
て
太
子
に
た
っ

ね
た
て
ま
っ
り
た
ま
ひ
け
れ
は
太
子
ま
こ
と
に
か
X
み
に
か
け
く
も
り
な
く
か
ん
そ

う
した
てま
っりたま
ふそもく
これ
はそら
にす
むけ
いわく
しゃうと申
ほ

し
に
て
侍
な
り
か
の
ほ
し
は
け
か
い
の
人
け
ん
に
も
し
い
く
さ
ひ
ゃ
う
ら
ん
お
こ
り

飢
渇
ふ
じ
ゃ
く
と
ぅ
の
さ
い
な
ん
し
ゅ
っ
け
ん
せ
ん
と
て
は
か
の
ほ
し
ど
ぅ
し
の
か

たちをけ
んし人け
ん
にあ
まく
たり
せけ
ん
のも
ろく
のせう童子
の中
にあ

い
ま
し
は
り
い
ま
た
ぎ
た
ら
さ
る
さ
き
に
人
の
せ
ん
あ
く
の
事
を
う
た
ひ
に
っ
く
り

ひ
ろ
う
し
侍
る
も
の
な
り
天
に
口
な
し
人
を
も
っ
て
さ
へ
っ
ら
し
む
と
い
へ
り
も
っ

て
の
ほ
か
き
ん
き
の
う
た
と
も
を
う
た
ひ
侍
る
て
ん
か
の
み
た
れ
日
ほ
ん
の
大
な
ん

し
ゅ
っ
ら
い
し
侍
る
へ
し

I
ち
ゃ
う
東
方
よ
り
ち
し
ま
の
ゑ
ひ
す
わ
か
て
う
に
せ
め

き
た
ってわうゐ
にのそ
みをなし侍
へしみゃう
ねん
の春
三月
の中
よくく

焚
或
星
の
う
た
の
事

か
の
へ
ん
け
の
物
ぬ
し
寄
を
お
も
し
ろ
く
き
i
と
り
て
と
も
に
う
た
ひ
侍
け
る
ほ
と

に
き
し
ん
の
ほ
ん
し
や
う
の
こ
ゑ
お
そ
れ
侍
け
れ
は
あ
る
し
の
八
し
ま
い
ま
や
う
の

き
よ
く
を
と
X
め
侍
り
け
れ
は
き
し
ん
我
身
の
と
か
な
り
と
お
も
ひ
出
て
い
ま

I
と

あ
る
し
の
う
た
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に
つ
う
り
き
じ
ざ
い
の
も
の
に
て
侍
り
け
る
を
の

れ
か
ほ
ん
し
や
う
の
お
そ
れ
な
る
こ
ゑ
を
ひ
き
か
へ
て
た
え
な
る
劈
に
て
お
も
し
ろ

く
う
た
の
き
よ
く
を
ゑ
い
し
侍
り
け
れ
は
あ
る
し
こ
X
ろ
と
け
て
か
ん
に
た
え
す
と

も
に
う
た
ひ
侍
り
け
る
に
東
西
す
み
わ
た
り
て
お
も
し
ろ
か
り
け
る
な
り
や
し
ま
も

と
も
に
う
た
ひ
侍
り
け
る
二
人
と
う
を
ん
に
う
た
ひ
は
む
へ
り
け
れ
は
お
も
し
ろ
き

と
も
い
ふ
は
か
り
な
し
八
し
ま
か
X
る
へ
ん
け
の
物
に
こ
ん
こ
を
ま
し
へ
あ
し
か
り

な
ん
か
の
け
う
み
や
う
ち
う
し
よ
を
い
ま
や
う
に
う
た
ひ
あ
い
た
つ
ね
は
や
と
お
も

ひ
て
夜
ふ
け
人
し
つ
ま
り
て
五
か
う
の
天
に
を
よ
ひ
て
と
き
の
て
う
し
を
と
り
う
た

ひ
侍
る
そ
の
き
よ
く
に
い
は
く

わ
か
や
と
の
い
ら
か
に
つ
く
る
聾
は
た
そ
た
し
か
に
な
の
れ
よ
も
の
く
さ
と
も
と
三

へんば
かりを
し返
しく
ぉも
し
ろくう
た
ひ侍
りけれ
はか
の
へんけ
のも
の



み
に
め
く
る
な
つ
み
ほ
し
と
よ
さ
と
に
と

へ
よ
も
の
く
さ
と
も
と
は
わ
か
て
う
の
や

ま
と
こ
と
は
に
そ
ら
を
は
あ
ま
の
は
ら
と
よ
め
る
ゆ

へ
に
わ
れ
は
う
ら
み
な
み
の
か

た
に
す
む
と
こ
た
へ
侍
る
つ
き
に
な
つ
ひ
ほ
し
と
う
た
ひ
は
ん
へ
る
は
な
つ
と
い
ふ

も
し
は
夏
と
く
ん
す
る
も
し
な
り
火
と
い
ふ
も
し
は
ひ
と
く
ん
す
る
も
し
な
り
か
る

か
ゆ
へ
に
そ
ら
に
は
な
ん
は
う
に
す
み
四
季
の
中
に
は
な
つ
三
月
を
り
や
う
す
五
き

や
う
の
中
に
は
ひ
を
つ
か
さ
と
る
物
な
り
と
こ
た
へ
は
ん
へ
る
な
り
お
は
り
の
句
に

と
よ
さ
と
に
と
へ
と
申
は
日
ほ
ん
国
に
は
十
八
の
臭
み
や
う
あ
り
そ
の
中
に
と
よ
あ

し
は
ら
の
国
と
申
侍
あ
り
そ
の
と
こ
ろ
は
あ
こ
か
み
や
う
し
を
も
と
よ
さ
と
の
わ
う

し
と
申
侍
る
さ
て
こ
そ
と
よ
さ
と
に
と
へ
と
は
う
た
ひ
侍
る
な
り

そ
の返
脊
にを
のれ
か身
のけ
う
みゃう
ちう
し
ょを
ことく
くぁ
き
ら
か
にう

た
ひ
あ
ら
は
し
侍
り
け
る
そ
の
寄
に
い
は
く

ぁ
ま
の
原
み
な
み
に
め
く
る
な
っ
み
ほ
し

と
よ
さ
と
に
と

へ
よ
も
の
く
さ
と
も

こ
れ
を
三

へ
ん
は
か
り
う
た
ひ
天
も
あ
け
か
た
に
な
り
侍
り
け
れ
は
な
に
は
の
う
ら

よ
り
三
十
よ
ち
ゃ
う
こ
く
う
を
と
ひ
す
み
ょ
し
の
う
ら
の
か
い
ち
う
に
し
っ
み
侍
り

太子
そうし
てのたま
ふそもく
此
へんけ
のも
のはそら
にすむけ
いわく
し

ゃうと中
ほしなりそれ天
に五しゃうあ
りを
のく
五方
にぢ
うす
五しゃう

の
く
ら
ゐ
を
あ
ら
は
す
そ
の
色
五
し
き
な
り
と
ぅ
は
う
に
は
さ
い
せ
い
と
申
四
季
の

中
に
は
春
三
月
を
り
ゃ
う
す
五
し
ゃ
う
の
中
に
は
木
を
つ
か
さ
と
る
ほ
し
な
り
五
し

き
の
中
に
は
そ
の
色
あ
を
き
な
り
き
の
え
き
の
と
也
な
ん
は
う
に
は
け
い
わ
く
せ
い

と
中
夏
み
っ
き
を
り
ゃ
う
す
五
し
ゃ
う
の
中
に
は
火
を
つ
か
さ
と
る
そ
の
い
ろ
あ
か

き
也
ひ
の
え
ひ
の
と
さ
い
は
う
に
は
た
い
は
く
せ
い
と
申
秋
三
月
を
り
ゃ
う
す
五
し

ゃ
う
の
う
ち
に
は
金
を
つ
か
さ
と
る
そ
の
い
ろ
し
ろ
き
な
り
か
の
え
か
の
と
ほ
っ
は

う
に
は
敵
影
と
申
冬
三
月
を
り
ゃ
う
す
五
し
ゃ
う
の
う
ち
に
は
水
を
つ
か
さ
と
る
そ

の
色
く
ろ
き
也
み
っ
の
え
み
っ
の
と
中
央
に
は
ち
ん
し
ゃ
う
と
中
ち
う
を
り
ゃ
う
す

五
し
ゃ
う
の
な
か
に
は
っ
ち
を
つ
か
さ
と
る
そ
の
色
き
な
り
っ
ち
の
え
っ
ち
の
と
此

五
し
ゃ
う
て
ん
か
を
お
さ
め
こ
く
と
を
ま
も
る
物
也
し
か
る
に
天
下
に
さ
い
な
ん
お

こら
んと
ては此
ほし
さまく
に
へんけ
し
てさき
たち
て
これ
を
し
めす
も
の

な
り
時
に
な
を
も
っ
て
か
や
う
に
は
そ
う
し
た
ま
ふ
も
の
也
太
子
か
さ
ね
て
ち
ょ
く

と
ぅ
中
た
ま
ふ
ゃ
う
か
の
ほ
し
の
う
た
の
き
ょ
く
に
て
し
り
侍
り
あ
ま
の
は
ら
み
な

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

太
子
十
歳

春
二
月
下
旬
の
こ
ろ

一
天
の
ら
ん
朝
家
の
御
大
事
出
く
る
き
ょ
ね
ん
六
月
の
こ
ろ
焚

或
星
の
っ
け
に
ょ
っ
て
太
子
御
そ
う
も
ん
の
御
こ
と
葉

一
こ
ん
と
し
て
た
か
ひ
侍
ら

す
と
ぅ
い
せ
め
き
た
っ
て
わ
か
て
う
の
わ
う
ゐ
を
う
は
は
ん
と
し
て
か
っ
せ
ん
を
な

し侍
るなりそもく
か
のとぅ
いかほむ
こくと申
はわ
かてう
より
ひかしき

たき
も
ん
のはう
にあ
いあ
たりま
んく
たる大
か
いの中
に
一千
三十
よ
のし

ま
国
あ
り
こ
れ
を
ゑ
そ
か
ち
し
ま
と
な
っ
け
侍
る
か
の
ち
し
ま
の
あ
ら
ゑ
ひ
す
と
も

四
人
の
大
将
軍
を
さ
き
と
し
て
数
せ
ん
万
お
く
の
け
ん
そ
く
と
も
を
め
し
く
し
て
わ

か
て
う
の
わ
う
ゐ
を
う
は
ひ
た
て
ま
っ
ら
ん
と
す
聖
徳
太
子
し
ゃ
う
ね
ん
十
さ
い
の

春
の
こ
ろ
日
ほ
ん
国
に
せ
め
き
た
る
時
に
わ
か
て
う
の
わ
う
じ
ゃ
う
は
や
ま
と
の
国

五

一



五
二

な
ん
を
お
そ
れ
た
ま
ひ
て
ほ
う
け
っ
を
ち
し
て
た
ち
ま
ち
に
た
し
ょ
へ
し
の
ひ
ら
吊

幸
を
な
し
た
ま
ふ
天
照
太
神
の
御
代
人
わ
う
の
て
う
ほ
う
と
っ
だ
ふ
る
と
こ
ろ
の
し

ん
し
ほ
う
け
ん
な
い
し
と
こ
ろ
と
ぅ
の
三
し
ゅ
の
し
ん
き
御
す
ぃ
し
ん
あ
り
て
ほ
り

しゃ
にめされ
てす
みゃ
かにく
はうき
ょを
たち出ましく
てゃまと
の国
い

な
ふ
ち
ゃ
ま
の
お
く
の
た
に
i
行
幸
な
ら
せ
給

へ
る
御
こ
し
の
せ
ん
こ
に
は
け
い
し

ゃ
う
う
ん
か
く
か
ち
は
た
し
て
に
て
御
と
も
っ
か
ま
っ
り
た
ま
へ
り
う
ね
め
の
く
ゎ

んちょとぅ
はま
たを
のく
も
はかま
のそ
はをとりしうたんし
て申
されけ

る
やう
はそ
もく
天
せう太
し
んはわ
か
てう
の百
わう
一百代
あ
んふゐ
にま

も
ら
ん
と
い
ふ
御
せ
い
く
ゎ
ん
侍
る
に
た
う
帝
ま
て
は
わ
っ
か
に
三
十

一
代
な
り
い

ま
だ
六
十
九
代
を
た
に
も
ま
も
り
給
は
す
み
も
す
そ
川
の
御
な
か
れ
此
御
代
に
た
え

は
て
た
ま
ふ
事
よ
と
な
き
か
な
し
み
あ
ひ
給
へ
り
か
た
し
け
な
く
も
天
子
は
わ
う
く

う
を
す
て
に
出
さ
せ
給
ひ
山
林
に
ま
よ
ひ
た
ま
ひ
き
御
あ
り
さ
ま
ゆ
め
と
も
お
ほ
え

す
う
っ
X
と
も
お
も
ひ
わ
き
た
る
か
た
も
な
し
あ
さ
ま
し
か
り
け
る
御
事
な
り
っ
ゐ

に
い
な
ふ
ち
山
の
た
に
χ
ほ
う
し
ゃ
の
御
こ
し
を
か
き
す

へ
た
て
ま
っ
り
天
わ
う
太

子
を
し
ゃ
う
し
た
て
ま
っ
り
て
み
こ
と
の
り
し
た
ま
は
く
さ
て
も
き
ょ
年
の
け
い
わ

く
し
ゃ
う
の
っ
け
に
ょ
っ
て
そ
う
し
た
ま
ひ
し
に
た
か
は
す
ぃ
ま
此
大
な
ん
を
こ
れ

り
い
か
に
と
し
て
か
か
の
と
ぅ
い
か
な
ん
を
し
っ
め
給
は
ん
や
太
子
ち
ょ
く
と
ぅ
中

た
ま
ふ
ゃ
う
ま
事
に
一
天
の
大
じ
四
か
い
の
な
け
き
此
事
に
き
は
ま
り
侍
る
た
X
し

く
ん
し
ん
の
せ
ん
ぎ
と
も
を
う
け
給
は
る
に
さ
い
こ
う
の
こ
ん
け
ん
せ
っ
し
ゃ
う
の

も
と
ひ
と
お
ほ
え
侍
る
か
の
ゑ
ひ
す
と
も
の
か
た
ち
き
し
ん
に
お
な
し
り
き
ょ
う
し

ざ
い
な
り
あ
る
ひ
は
は
な
っ
や
の
さ
き
に
ど
く
を
ぬ
り
け
れ
は
か
の
ど
く
の
や
に
あ

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

し
き
の
こ
ほ
り
三
わ
の
さ
と
古
蒙
の
村
は
っ
せ
川
の
ほ
と
り
磯
城
嶋
金
劃
の
宮
こ
れ

な
り
か
の
ゑ
そ
か
千
し
ま
の
大
せ
い
日
本
に
を
し
わ
た
り
て
と
ぅ
せ
ん
た
う
と
ぅ
か

い
た
う
り
ゃ
う
た
う
よ
り
わ
う
し
ゃ
う

へ
せ
め
の
ほ
り
け
り
そ
の
せ
い
い
く
せ
ん
お

く
と
い
ふ
か
す
を
し
ら
す
せ
ん
ち
ん
は
す
て
に
ゃ
ま
と
の
く
に
三
輪
の
山
き
た
城
戸

か
み
ね
に
に
ち
ん
を
と
り
侍
け
れ
は
後
陣
の
お
ほ
せ
い
は
あ
ふ
し
う
ぃ
し
ひ
ら
き
石

ふ
み
あ
き
た
の
し
ゃ
う
を
い
ま
た
い
て
ゃ
ら
す
と
い
へ
り
ま
こ
と
に
天
下
の
ら
ん
日

本
の
せ
う
し
な
り
か
み

一
天
の
君
よ
り
下
は
ん
み
ん
に
い
た
る
ま
て
う
れ
へ
な
け
き

た
X
此
事
に
き
は
ま
れ
り
上
下
き
ゃ
う
て
ん
と
ぅ
さ
い
を
わ
き
ま
へ
す
ゑ
ひ
す
お
ほ

せ
いは
いよく
夜を
日
に
っゐてら
ん
にう
し侍りけれ
はみかと
おほき
にゑ

いり
ょを
おと
ろかし
お
ほく
のし
んかを
めし御
た
っねあ
りそ
もく
上代
に

も
と
ぅ
い
日
本
に
は
っ
か
う
し
か
く
の
こ
と
く
国
に
な
や
み
を
な
す
せ
ん
き
あ
り
ゃ

と
も
よく
し給
へはを
のく
大
臣
ちょく
とぅ申
給
ふを
よそ
日本
国
はそ
く
さ

ん
へ
ん
と
の
せ
う
こ
く
な
り
と
い
へ
と
も
と
ぅ
い
せ
い
じ
う
や
X
も
す
れ
は
に
し
ょ

り
し
ん
ら
は
く
さ
い
の
ゑ
ひ
す
と
も
せ
め
き
た
る
事
と
X
に
を
よ
へ
り
又
ち
し
ま
の

あ
ら
ゑ
ひ
す
と
も
せ
め
き
た
る
事
上
古
上
代
に
も
そ
の
れ
い
侍
る
な
り
人
わ
う
十
二

代
け
い
か
う
天
わ
う
の
御
時
と
ぅ
い
日
ほ
ん
に
は
っ
か
う
っ
か
ま
っ
る
む
か
し
も
そ

の
れ
い
な
き
に
あ
ら
す
そ
れ
は
上
古
上
代
の
事
に
て
侍
る
っ
た
え
て
の
み
そ
う
け
た

ま
は
る
こ
れ
は
ま
の
あ
た
り
わ
う
し
ゃ
う
へ
ら
ん
に
う
す
く
は
う
き
ょ
す
て
に
あ
や

う
き
事
に
を
よ
ひ
侍
り
し
ょ
こ
く
の
く
ん
ひ
ゃ
う
を
め
さ
る
X
し
ふ
ん
も
ま
た
す
ゑ

ひ
す
の
大
将
く
ん
た
ち
ま
ち
に
た
い
り
に
は
っ
か
う
す

へ
き
ょ
し
ふ
う
ふ
ん
す
ぃ
か

X
と
な
け
き
申
た
ま
ひ
け
れ
は
時
の
み
か
と
ひ
た
っ
天
わ
う
か
の
ゑ
び
す
か
ひ
ゃ
う



た
る
物
千
万
人
か
中
に

I
人
も
た
す
か
り
か
た
き
も
の
な
り
あ
る
ひ
は
き
り
を
ふ
ら

ししゃうを
かくしさまく
ぃくさ
のひしゅ
っ侍
りけれ
は日本
のく
んひゃ

う
と
も
百
万
き
を
も
っ
て
か
っ
せ
ん
し
給
ふ
と
も
さ
ら
に
か
な
ふ
へ
か
ら
す
も
し
な

を
し
い
て
ぃ
く
さ
を
な
さ
し
め
は
り
ゃ
う
は
う
と
も
に
せ
っ
し
ゃ
う
の
こ
ん
け
ん
ざ

い
ご
う
の
も
と
ひ
た
る
へ
く
さ
ふ
ら
ふ
を
れ
す
i
む
て
み
っ
か
ら
せ
ん
ち
ゃ
う
に
お

も
む
か
ん
と
す
れ
は
よ
う
せ
う
の
身
に
し
て
そ
の
り
き
ょ
う
か
な
ひ
か
た
し
し
り
そ

ひ
て
も
く
せ
ん
と
す
れ
は
ま
た
て
う
か
の
御
た
い
し
此

一
じ
に
あ
り
ま
こ
と
に
し
ん

た
いこれき
はまりけ
り世
は
いま
かうと
そ
お
ほえ侍
ると
てさ
めく
と
ぅ
ち

な
き
給
ひ
け
れ
は
君
も
し
ん
も
ふ
た
X
ひ
わ
う
く
う
に
く
ゎ
ん
き
ょ
な
く
っ
ゐ
に
さ

ん
や
に
か
く
れ
給
ふ
へ
き
に
ゃ
と
御
し
う
た
ん
ふ
か
X
り
け
る
御
事
な
り
ま
こ
と
に

と
ぅ
さ
い
か
き
く
れ
て
こ
X
ろ
ほ
そ
く
侍
り
け
る
に
太
子
の
た
X
一
こ
ん
を
も
っ
て

君
を
た
す
け
た
て
ま
っ
り
ら
ん
せ
い
ふ
た
X
ひ
も
と
に
き
し
た
ま
へ
り
そ
う
も
ん
に

いはくそもく
一天
のら
んせ
いは
いまはかうとそ
おほえ侍
るしかれ
はあ

こ
御
ゆ
る
し
を
か
う
ふ
り
ゑ
ひ
す
の
し
ゃ
う
に
お
も
む
き
は
か
り
こ
と
を
も
っ
て
む

ね
と
の
大
し
ゃ
う
く
ん
ら
を
せ
め
い
た
し
し
ょ
そ
ん
を
あ
い
た
っ
ね
い
か
る
こ
X
ろ

を
や
は
ら
け
せ
け
ん
の
あ
ん
ふ
を
う
か
X
ふ
へ
し
太
子
た
X
一
人
し
ろ
き
御
馬
に
め

し
ゑ
ひ
す
か
し
ゃ
う
へ
う
ち
む
か
ひ
給
ひ
け
る
わ
さ
と
御
と
も
に
は
人
め
し
く
せ
ら

れ
す
た
i
そ
か
の
大
臣
は
か
り
御
と
も
っ
か
ま
っ
り
侍
り
け
り
山
は
太
子
の
御
う
ち

神
や
ま
と
の
国
三
輪
の
大
明
神
は
わ
く
は
う
り
し
ゃ
う
の
れ
い
さ
ん
な
り
太
子
三
わ

の
と
り
ゐ
の
御
ま
へ
に
し
て
せ
き
ゑ
の
御
そ
て
を
か
き
あ
は
せ
ね
ん
こ
ろ
に
と
ぅ
い

か
な
ん
を
御
き
せ
い
し
た
ま
ふ
た
ち
ま
ち
に
御
む
ま
に
め
し
し
ゃ
う
に
お
も
む
き
給

覚
什
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伝
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翻
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ひ
け
れ
は
し
ゃ
う
な
い
し
ゃ
う
け
の
ゑ
ひ
す
と
も
太
子
を
め
に
か
け
た
て
ま
っ
り
め

んく
に申あ
いけ
るはさ
てく
た
いゞま見
えき
たる人
はゐさうあ
り此国

に
せ
い
し
ん
し
ゅ
っ
ら
い
し
た
ま

へ
り
と
き
く
ぃ
ま
た
十
さ
い
は
か
り
に
し
て
ょ
う

ち
ふ
せ
う
な
り
と
お
も
ひ
い
や
し
め
た
て
ま
っ
る
と
き
に
太
子
か
の
ゑ
ひ
す
と
も
を

か
う
ふ
く
せ
ん
た
め
に
は
し
め
て
し
ん
り
き
を
け
ん
し
給

へ
り
め
さ
る
X
所
の
御
む

ま
に
か
な
む
ち
を
し
と
X
あ
て
給
ひ
け
れ
は
御
む
ま
た
ち
ま
ち
に
こ
く
う
に
の
ほ
り

か
y

く
た
き
給
ひ
て
太
子
御
あ
ふ
み
の
は
な
に
て
お
な
し
く
ぃ
は
山
を
け
く
た
き
た
ま
ひ

け
れ
は
し
ゃ
う
な
い
し
ゃ
う
け
の
ゑ
ひ
す
と
も
し
ん
こ
く
な
る
に
ょ
り
た
ち
ま
ち
神

明
の
け
ん
し
き
た
り
た
ま
ふ
と
て
お
ほ
き
に
お
そ
れ
を
の
i
く
ふ
く
し
ゃ
う
く
ん
の

あ
ら
ゑ
ひ
す
と
も
は
ん
し
ゃ
く
を
い
た
き
は
る
か
の
た
か
き
み
ね
よ
り
太
子
に
な
け

かけ
たてま
っり侍けれ
は太子
かね
の御
む
ち
にてはたとあ
はせましく
て

たかさ
Iちゃう
はかり
に七と
まてなけあけましく
てそ
の
iち
にし
にと

を
く
な
け
さ
せ
給
ひ
け
れ
は
は
ん
し
ゃ
く
ら
い
で
ん
の
こ
と
こ
く
こ
く
り
を
ひ
y

し
三
っ
に
わ
れ
て
二
っ
は
あ
ふ
し
う
み
っ
川
に
い
た
る
い
は
ね
と
い
ふ
さ
と
あ
り
か

の
い
し
の
せ
い
六
七
け
ん
の
屋
の
こ
と
し

一
つ
は
は
り
ま
の
国
逸
済
郡
の
海
の
な
き

さ
にな
け
っけ
ましく
けれ
はな
け
いし
のう
らと申
さ
て
こそ国
のめ
いし
ょ

に
て
侍
る
な
り
っ
き
に
ふ
く
し
ゃ
う
く
ん
の
あ
ら
ゑ
ひ
す
ど
く
の
や
を
は
な
し
い
た

てま
っりけれ
は太子
天
にむ
か
ひて
のたま
はくそ
もく
天
にはむき
ゃう
に

正
り
正
け
ん
を
も
っ
て
た
い
と
す
ぃ
ま
此
け
う
と
ほ
う
あ
く
の
と
も
か
ら
て
う
て
き

と
な
り
て
く
ん
わ
う
の
ゑ
い
り
ょ
を
な
や
ま
し
た
て
ま
っ
り
は
ん
み
ん
を
わ
っ
ら
は

五
三



同
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す
か
の

一
の
や
を
と
り
て
け
う
と
を
か
う
ふ
く
し
た
ま
へ
と
御
む
ち
に
て
こ
く
う
に

な
け
あ
け
た
ま
ひ
け
れ
は
ふ
た
X
ひ
大
地
に
お
ち
す
う
ち
う
せ
け
り
つ
き
に
二
の
や

を
ま
た
御
む
ち
に
か
け
に
し
に
む
か
つ
て
な
け
た
ま
ひ
け
れ
は
は
る
か
の
に
し
の
き

い
の
国
I
紗
の
み
や
の
と
り
ゐ
に
な
け
給
ひ
け
る
ゑ
ひ
す
と
も
X
を
の
れ
か
た
の
む

ふ

げ
い

所
の
武
騒
の
み
ち
き
は
ま
り
じ
ゆ
つ
つ
き
て
侍
り
け
れ
は
に
は
か
に
き
り
を
ふ
ら
し

し
や
う
を
か
く
し
け
る
を
太
子
き
り
を
は
ら
し
た
ま
ひ
け
れ
は
し
や
う
な
い
し
や
う

け
の
ゑ
ひ
す
と
も
し
ん
た
い
き
は
ま
り
お
ほ
き
に
き
や
う
て
ん
し
侍
り
け
る
時
太
子

わ
か
て
う
の
ゆ
み
や
の
り
き
よ
う
を
お
も
ひ
し
ら
せ
ん
と
お
ほ
し
め
し
て
は
う

へ
ん

ち
や
う
の
御
ゆ
み
じ
ん
づ
う
の
か
ぶ
ら
や
を
と
つ
て
よ
つ
ひ
き
は
な
し
た
ま
ふ
こ
れ

み
つ
め
の
つ
の
X
か
ふ
ら
な
り
ら
い
て
ん
の
こ
と
く
こ
ゑ
を
い
た
し
ゑ
ひ
す
か
し
や

う
を
七

へ
ん
ま
て
ま
は
り
天

へ
な
り
て
の
ほ
り
地
に
な
つ
て
く
た
り
上
下
ら
ん
て
ん

し
て

一
城
の
う
ち
の
ゑ
ひ
す
と
尤
め
い
わ
く
せ
し
め
ゆ
み
や
の
も
と
す
ゑ
を
わ
き
ま

へ
す
し
か
る
に
か
の
四
人
の
大
し
や
う
ら
の
か
し
ら
に
つ
き
て
ま
は
り
け
れ
は
か
ん

に
ん
す

へ
き
や
う
も
侍
ら
す
と
て
四
人
の
大
し
や
う
く
ん
し
や
う
な
い
を
ま
か
り
い

て
X
太
子
の
御
ま
へ
に
ひ
さ
ま
つ
い
て
か
つ
し
や
う
し
し
か
る
へ
く
は
い
の
ち
は
か

り
を
た
す
け
た
ま

へ
と
か
う
さ
ん
し
た
て
ま
つ
る
千
し
ま
の
あ
ら
ゑ
ひ
す
と
も
か
た

ち
き
し
ん
に
お
な
し
か
み
あ
か
く
色
く
ろ
し
し
か
れ
と
も
日
本
の
人
の
く
わ
い
せ
ん

の
ため
にわたす
と
ころ
のいろく
のあ
や
にしきとう
のいしやうともをも

つ
て
た
つ
ひ
あ
さ
ら
し
と
ゞ
の
か
は
を
こ
し
に
ま
き
を
の
れ
か
い
の
ち
と
χ
も
に
お

し
む
と
こ
ろ
の
わ
し
の
め
い
ば
き
り
ふ
な
か
く
ろ
つ
ま
く
ろ
天

　

面
遠
露
む
ら
く
も

な
と
申
め
い
は
ど
も
を
引
あ
つ
め
て
く
ひ
に
か
け
て
侍
り
け
る
た
か
ら
を
太
子
の
御

五
四

前
に
そ
な

へ
を
き
し
か
る
へ
く
は
い
の
ち
と
ひ
と
し
き
た
か
ら
を
た
て
ま
っ
る
い
の

ち
は
か
り
を
た
す
け
さ
せ
た
ま
へ
と
な
け
き
申
け
る
な
り
太
子
四
人
の
ゑ
ひ
す
の
大

し
ゃうく
ん
に
っけ
て
のたま
はくそ
もく
な
んちら
か大
しゃうぐ
んとぅ
の

け
う
み
ゃ
う
な
ら
ひ
に
ふ
く
し
ゃ
う
く
ん
と
ぅ
の
み
ゃ
う
し
そ
う
し
て
め
し
く
す
る

と
こ
ろ
の
せ
い
の
か
す
た
し
か
に
な
の
り
中
せ
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は
ゑ
ひ
す
と
も
を

のく
異
口同音
にな
のり中
さ
んとす
とき
に太
子
のたま
はく
な
んちら
し
は

ら
く
し
っ
ま
る
へ
し
ま
こ
と
に
な
ん
ち
ら
か
け
う
み
ゃ
う
せ
い
の
ゐ
ん
し
ゅ
こ
と
こ

と
く
さ
き
た
ち
て
ま
る
は
ぞ
ん
じ
お
ほ
し
め
す
物
な
り
な
ん
ち
ら
か
大
し
ゃ
う
ぐ
ん

の
け
う
み
ゃ
う
ま
っ
一
つ
に
は
綾
糟
二
に
は
魅
師
三
に
は
飛
雲
四
に
は
走
雲
と
い
へ

り
ふ
く
し
ゃ
う
く
ん
は
や
し
ゃ
神
童
落
珍
童
と
い
へ
り
そ
の
ほ
か
め
し
く
す
る
と
こ

ろ
千
し
ま
の
む
る
い
の
ゑ
ひ
す
の
か
す
三
お
く
六
万
八
千
七
百
1　
よ
人
な
り
と
の
た

ま
ひ
け
れ
は
と
き

I
ゑ
ひ
す
と
も
X
と
ぅ
を
ん
に
こ
ゑ
を
あ
け
て
か
ん
し
た
て
ま
っ

る
君
の
御
い
さ
ら
に
た
か
ひ
た
ま
は
す
日
本
の
神
な
り
と
ふ
か
く
し
ん
か
う
た
て
ま

っるなり
っき
に太子
ゑ
ひす
とも
かしょそ
んを
た
っね給
へりそもく
を
の

れ
ら
か
こ
ん
と
わ
か
て
う
に
わ
た
る
と
こ
ろ
の
し
ょ
そ
む
な
に
事
そ
や
を
よ
そ
上
代

を
き
こ
し
め
せ
は
わ
か
て
う
の
人
わ
う
十
二
代
け
い
か
う
天
わ
う
の
御
時
な
ん
ち
ら

か
せ
ん
そ
の
ゑ
ひ
す
と
も
今
の
こ
と
く
ぉ
ほ
く
の
け
ん
そ
く
を
ゐ
ん
そ
っ
し
日
本
を

し
た
か
へ
ん
と
せ
し
と
き
も
し
ょ
く
ん
ひ
ゃ
う
に
ち
ょ
く
し
て
あ
る
ひ
は
か
う

へ
を

は
ね
あ
る
ひ
は
す
ち
を
た
ち

一
人
も
本
国
に
か
へ
ら
す
ち
う
せ
ら
る
い
ま
む
か
し
の

き
う
れ
い
を
も
っ
て

I
人
も
た
す
く

へ
か
ら
す
ち
う
す

へ
き
ょ
し
君
臣

・
同
に
せ
む

き
す
す
て
に
あ
ひ
さ
た
ま
り
ぬ
今

・
と
ぅ
さ
い
な
ん
ほ
く
よ
り
く
ん
ひ
ゃ
う
う
ん
か



のう
ち子
をしたか
へてこの国
のぬしとなる
へき
ゃゆ
めく
思
ひょる
へか

らさ
るも
の也
と
のたま
ひけれ
はも
ろく
のゑ
ひす
と
もく
ちをと
ち物
をも

申
さ
す
ゑ
ひ
す
と
も
ふ
か
く
し
ん
か
う
の
お
も
ひ
を
な
し
ゃ
X
ひ
さ
し
う
し
て
申
あ

く
る
や
う
ま
こ
と
に
を
ろ
か
な
る
か
な
ち
ん
ら
も
と
よ
り
此
い
は
れ
わ
き
ま

へ
し
ら

す
せ
ん
た
い
に
も
こ
う
た
い
に
も
こ
の
国
を
し
た
か
へ
ん
と
お
も
ひ
か
け
侍
る
事
ま

こ
と
に
も
っ
て
を
ろ
か
也
し
か
る
へ
く
は
い
の
ち
は
か
り
を
た
す
け
給

へ
と
か
う
を

こひたてま
っり侍
けれ
は太子
こた
へてのたまはく
そもく
ゎれ今
な
んち

ら
か
命
を
た
す
け
本
国
に
か
へ
さ
ん
を
の
れ
ら
か
し
そ
ん
し
こ
ん
い
こ
日
本
の
た
め

う
ら
み
を
な
す

へ
か
ら
す
と
三
輪
太
明
神
を
か
け
た
て
ま
っ
る
へ
し
と
た
し
か
に
ふ

か
き
ち
か
ひ
を
た
っ
へ
し
と
せ
め
ふ
せ
た
ま
ひ
け
れ
は
ゑ
ひ
す
と
も
三
輪
川
に
て
手

を
あ
ら
ひ
く
ち
を
す
X
き
か
の
三
輪
大
明
神
に
む
か
ひ
ふ
か
く
ち
か
ひ
を
た
て
X
い

はくそもく
ちんら
かしご
ん
いこしそ
んく
に
いたり清明
のこ
χろをも

っ
て
君
を
つ
か
へ
た
て
ま
っ
る

へ
し
此
ち
か
ひ
を
そ
む
か
は
て
ん
ち
ひ

ら

き

ま

し

く
世
にあ
ら
はれ給
ふ三輪
の大
みゃうし
んそう
して百わう宗廟
の御
はち

を
かう
ふりししそ
んく
ことく
く
みな
たえほろ
ひんとちか
ひ侍
る
に大

にょろ
こひ
のあ
まり
に日本
のてう
ほう
たる
いろく
のあ
や
にしき
とぅを

ろくも
っにあ
た
へた
ひけれ
はゑ
ひす
とも
いよく
太子
の御
ほうを
んを
お

も
ひしりたてま
っり
たちか
へりら
いをなしご
まゞ
った
いし
Xそ
んく
に

い
た
る
ま
て
も
こ
の
国
に
む
か
ひ
う
ら
み
を
む
す
ひ
た
て
ま
っ
ら
し
と
ち
か
ひ
て
ほ

ん
こ
く
に
か
へ
る
う
だ
の
こ
ほ
り
に
い
ま
み
ち
あ
り
ゑ
ひ
す
と
も
に
け
う
せ
た
り
の

ち
に
す
て
に
七
百
よ
さ
い
の
い
ま
に
い
た
り
て
千
し
ま
の
ゑ
ひ
す
日
ほ
ん
に
は
っ
か

五
五

の
こ
と
く
は
せ
き
た
る
ら
ん
な
ん
ち
ら
か
い
の
ち
た
す
か
ら
ん
事

一
人
も
あ
る
へ
か

ら
す
し
か
る
に
あ
こ
は
せ
っ
し
ゃ
う
を
ふ
か
く
ぃ
ま
し
む
る
あ
ひ
た
か
な
は
ぬ
ま
て

も
な
んちらを
たすけ
んかため
にひそ
か
には
っかう
せりとく
く
を
のれら

か
し
ょ
そ
ん
を
申

へ
し
と
せ
め
た
ま
ひ
け
れ
は
四
人
の
大
し
ゃ
う
く
ん

I
同
に
こ
た

へ
申
て
ぃ
は
く
ま
こ
と
に
き
み
の
お
ほ
せ
の
こ
と
く
む
か
し
し
ん
ら
か
せ
ん
そ
の
ゑ

ひ
す
千
し
ま
の
あ
ら
ゑ
ひ
す
と
も
を
あ
ひ
も
よ
ほ
し
此
国
に
ま
か
り
わ
た
り
て
侍
り

け
る
を

I
人
も
い
き
て
ほ
ん
国
に
か
へ
し
た
ま
は
す
し
て
う
し
な
は
る
か
る
か
ゆ
へ

に

I
に
せ
ん
そ
の
く
ゎ
い
け
い
の
は
ち
を
き
ょ
め
ん
か
た
め
也
二
つ
に
は
又
せ
ん
そ

かし
ょそ
ん
の
こと
く
日
ほん
こく
を
ことく
く
ゎう
り
ゃう
ま
て
こそ
かな
ひ

か
た
く
侍
る
と
も
わ
う
し
ゃ
う
よ
り
ひ
か
し
日
ほ
ん
を
は
ん
こ
く
た
ま
は
り
て
し
ん

ら
かし
んた
いせ
んと申
た
てま
っる太
子
かさ
れ
て
のたま
はく
そも
く
な
ん

ち
ら
か
し
ょ
そ
ん
り
ゃ
う
て
う
と
ぅ
に
た
し
か
に
き
こ
し
め
す
中
に
も
日
本
国
を
し

た
か

へ
て
国
わ
う
と
な
ら
ん
と
い
ふ
こ
そ
し
ょ
そ
ん
の
ほ
か
に
お
ほ
し
め
せ
そ
れ
ゑ

ひ
す
ら
か
か
た
ち
き
し
ん
に
お
な
し
身
も
ま
た
き
し
ん
の
り
き
ょ
う
あ
り
そ
の
せ
い

う
んか
のこと
しを
のく
と
ぅ
し
ん
かう
り
ょく
し
てま
へにはな
にも
のか
た

い
や
う
に
を
よ
ふ
へ
き
ゃ
ま
こ
と
に
わ
か
て
う
は
そ
く
さ
ん
へ
ん
と
の
せ
う
こ
く
也

と
い
へ
と
も
神
明
の
っ
く
り
い
た
し
給

へ
る
国
な
れ
は
し
ん
こ
く
と
な
っ
け
し
ゃ
う

け
の
し
よ
人
は
ま
た
神
明
の
し
ゃ
う
ぃ
く
し
た
ま
へ
り
か
る
か
ゆ
へ
に
神
の
う
ち
こ

と
し
て
そ
の
り
き
ょ
う
た
こ
く
の
ゑ
ひ
す
に
す
く
れ
た
り
し
か
れ
は
す
な
は
ち
わ
れ

む
ま
れ
て
わ
っ
か
十
さ
い
な
り
み
っ
か
ら

一
人
の
り
き
ょ
う
に
た
に
も
す
せ
ん
ま
ん

の
お
ほ
せ
い
か
な
ひ
か
た
き
ゑ
ひ
す
と
も
い
か
て
か
日
ほ
ん
こ
く
の
お
ほ
く
の
神
明

覚
什

『聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)



五
六

に
い
は
く
わ
し
う
た
か
ち
の
こ
ほ
り
に
れ
い
ち
あ
り
あ
ん
こ
ゐ
ん
の
井
と
か
う
す
甘

水
り
う
く
う
よ
り
な
か
れ
て
京
洛
に
と
X
ま
り
こ
れ
を
の
む
に
い
の
ち
を
ま
す
し
る

へしく
妙
法
源起覚
如蜜
水
よりく
た
ん
のふたは
一尺
一寸
のしろ
かねな

り
も
ん
字
は
こ
か
ね
を
も
っ
て
し
る
す
み
な
古
文
な
り
太
子
四
十
の
御
と
し
九
月
太

子
そ
う
し
て
い
は
く
国
中
に
ょ
う
す
い
っ
X
み
を
つ
か
し
む
こ
れ
は
い
せ
ん
に
い
け

あ
り
と
い
へ
と
も
ま
さ
く
田
の
た
め
に
い
け
の
っ
X
み
を
つ
く
事
な
し
こ
れ
よ
り
は

し
め
て
な
か
れ
す
く
る
水
を
い
け
に
っ
き
こ
め
む
な
し
く
お
ち
行
川
を
せ
き
あ
け
て

田
の
よ
う
す
い
と
せ
り
さ
れ
は
や
ま
と
よ
り
っ
き
は
し
め
て
山
し
ろ
の
国
に
大
な
る

み
そ
栗
隅
に
ほ
る
こ
れ
さ
が
の
み
な
み
な
る
大
井
の
事
な
り
此
川
を
大
井
川
と
な
っ

く
る
な
り
日
ほ
ん
の
井
み
そ
の
は
し
め
な
り
し
ら
露
に
こ
け
の
こ
ろ
も
は
し
ほ
る
と

も
月
の
ひ
か
り
は
ぬ
れ
ん
も
の
か
は
ま
う
ね
ん
ほ
ん
な
ふ
の
心
だ
い
ば
じ
や
け
ん
に

よ
っ
て
如
来
の
し
や
う
か
く
あ
ら
は
り
も
り
や
か
あ
く
き
や
う
に
よ
っ
て
太
子
の
し

ひ
は
せ
ん
あ
く
に
た
い
て
き
す
ま
よ
ひ
さ
と
り
に
む
か
ふ
り
な
り
天
台
の
こ
X
ろ
ゐ

ん
く
わ
ふ
二
と
い
へ
る
と
も
に
ま
た
し
か
な
り
卑
因
単
星
を
も
っ
て
な
ら
さ
る
な
り

佛
神
本
進
同

一
肺
な
る
を
か
れ
を
ひ
し
こ
れ
を
し
ら
す
も
り
や
と
太
子
の
意
楽
名
別

な
り
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う
す
る
事
な
し
ま
こ
と
に
上
宮
太
子
の
こ
う
り
う
佛
ほ
う
り
や
く
し
ゆ
し
や
う
は
ま

っ
た
い
せ
い
た
う
を
も
と
i
す
御
さ
い
せ
に
か
た
し
け
な
く
も
と
う
せ
い
の
ゑ
ひ
す

と
も
し
た
か
へ
て
ま
っ
せ
の
い
ま
に
い
た
り
て
か
み

I
天
の
わ
う
ゐ
を
あ
ん
を
ん
に

た
も
た
し
め
四
か
い
の
な
み
を
こ
X
ろ
や
す
く
し
て
そ
の
X
ち
だ
う
た
う
を
た
て
佛

ざ
う
き
や
う
く
わ
ん
を
あ
か
め
お
ほ
し
め
す
や
う
に
佛
ほ
う
を
御
こ
ケ
き
や
う
あ
り

け
る
あ
り
か
た
き
御
事
共
也
く
わ
ん
を
ん
大
し
や
う
く
せ
の
御
は
う
へ
ん
あ
り
か
た

か
り
け
る
御
ふ
る
ま
ひ
と
も
な
り
き
ん
め
い
天
わ
う
の
き
よ
う
僧
徳
ひ
の
と
の
み
春

の
こ
ろ
り
し
や
う
し
ゆ
せ
ん
こ
ん
か
う
堀
の
う
し
と
ら
の
す
み
破
裂
し
は
く
う
ん
に

せ
う
し
て
や
ま
と
の
国
大
み
ね
に
落
山
し
ぬ
さ
ん
か
う
せ
ん
こ
れ
也
せ
ん
光
寺
の
如

来
の
御
事
天
ち
く
月
蓋
ち
や
う
し
や
は
く
さ
い
こ
く
に
て
は
聖
明
わ
う
日
本
に
は
善

光
三
世
の
け
い
や
く
の
御
事
天
ち
く
の
か
ら
ん
の
は
し
め
は
し
ゆ
た
っ
ち
や
う
し
や

こ
ん
り
う
せ
し

一
百
よ
院
き
を
ん
し
や
う
し
や
こ
れ
な
り
し
ん
た
ん
こ
く
に
は
か
ん

の
め
い
て
い
の
代
に
興
生
寺
白
馬
寺
こ
れ
な
り
日
本
国
に
は
佛
法
さ
い
し
よ
の
天
わ

う
し
こ
れ
な
hソ
天
ち
く
に
は
な
ら
た
し
し
ん
た
ん
に
は
は
く
は
し
日
ほ
ん
に
は
六
は

ら
し
こ
の
三
っ
の
て
ら
は
き
た
む
き
に
も
ん
あ
り
し
な
の
X
国
に
い
も
こ
ち
よ
く
し

と
し
て
神
祭
し
て
す
な
は
ち
夜
に
人
て
倶
具
を
ま
う
け
に
は
ひ
を
と
X
の
へ
た
き
太

子
七
ほ
う
の
へ
い
は
く
を
さ
λ

な
悲
涙
を
な
が
し
大
小
の
し
ん
き
宮
中
に
や
う
か
う
し
た
ま
ふ
そ
れ
よ
り
あ
し
か
き

の
宮
を
神
や
の
む
ら
と
な
っ
け
四
月
十
六
日
よ
り
あ
ん
こ
を
は
し
め
て
お
こ
な
ふ
七

月
十
六
日
に
い
た
り
て
九
し
ゆ
ん
な
り
夏
堂
に
か
ん
き
ょ
す
こ
れ
し
っ
か
に
み
ち
を

し
ゆ
せ
ん
と
な
り
恵
慈
恵
惣
と
り
中
て
元
興
寺
よ
り
妃
行
す
あ
か
井
の
か
く
の
ふ
た

太
子
十

一
さ
い

春
二
月
の
こ
ろ
や
ま
と
の
国
た
か
ち
の
こ
ほ
り
な
に
は
っ
る
き
の
い
け
の
北
な
る
こ

はやし
のそ
の
Xう
ちにおゐ
て三十
六人
のとぅしをゐ
んそ
っしてさまく



の
御
せ
う
ふ
ぁ
り
は
し
め
に
は
武
甑
の
み
ち
を
X
し
へ
給

へ
り
こ
れ
を
弓
石
の
あ
そ

ひとな
っくも
ろく
のどぅじ
に
っけ
て
ぃはくそもく
日ほんは神
国
にし

て
人
の
心
も
か
し
こ
く
は
か
り
事
よ
の
国
の
人
に
す
き
た
り
な
ん
し
の
身
も
っ
と
め

し
ょ
た
う
に
お
ゐ
て
け
い
こ
あ
る
へ
き
も
の
也
な
か
ん
つ
く
文
武
の
二
つ
こ
れ
定
ゑ

の
二
法
也
文
道
の
を
し
へ
を
し
る
も
の
は
君
の
た
め
ち
う
を
い
た
し
父
母
の
た
め
か

う
あ
り
て
ん
か
の
せ
い
た
う
を
わ
き
ま
へ
ば
ん
み
ん
を
撫
育
す
る
事

・
そ
う
し
て
こ

とく
くじ
んぎ
れ
いちしん
の五しゃう
のみちをそな
へけ
ふはき
ち日なり

ま
っ
ふ
け
い
の
み
ち
を
け
い
こ
あ
る
へ
し
ゃ
く
し
十
二
し
ん
し
ゃ
う
千
し
ゅ
の
廿
八

部
しゅ
はみなおう
この如来くしゃう
のさ
ったなりを
のく
す
ぃる
いおう

と
ぅ
の
日
か
た
し
け
な
く
も
に
う
わ
に
ん
く
の
た
い
を
あ
ら
た
め
ゆ
み
ゃ
を
も
ち
物

と
し
刀
杖
を
執
ち
し
て
あ
く
ま
を
か
う
ふ
く
し
給

へ
り
い
は
ん
や
ほ
ん
ふ
に
お
ゐ
て

を
や
こ
の
み
ち
か
け
て
は
い
か
て
か
を
ん
て
き
を
た
い
ら
け
国
の
け
う
と
を
し
っ
め

へ
き
ゃ
太
子
身
っ
か
ら
ま
っ
ゆ
み
を
ひ
き
ゃ
を
は
な
ち
給
ふ
む
か
し
し
ん
た
ん
に
き

こ
え
し
ゃ
う
ゆ
う
か
て
ぃ
を
つ
き
更
盈
か
弓
の
い
き
を
ひ
も
か
く
や
と
見
え
た
り
ち

た
ひ
は
な
し
も
y

事
侍
ら
す
っ
き
に
い
し
の
御
あ
そ
ひ
と
中
は
ご
双
六
は
ん
の
う

へ
の
御
あ
そ
ひ
と
も

也そもく
はしめて此
みちを
たく
み
いたし侍
りける人
はしんた
んの天子

け
う
わ
う
な
ら
ひ
に
子
建
と
申
け
る
人
の
は
し
い
め
て
っ
く
り
い
た
し
給

へ
り
か
や

う
の
いし
のあ
そ
ひにおゐ
ても太子
ことく
く
っう
た
っしたま
へりしか
の

み
な
ら
す
ぃ
さ
こ
を
あ
っ
め
て
も
ん
し
を
か
き
っ
け
お
ほ
く
の
い
さ
こ
と
も
を
う
ち

み
た
し
て
へ
ん
し
の
あ
ひ
た
に
も
ん
し
の
し
た
い
を
え
ら
ひ
あ
は
せ
て
こ
れ
を
し
ゅ

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

んし次第
に
ことく
く
よ
みも
っらね給
へり
かる
かゆ
へにか
の御
ゆ
み
のあ

そ
ひ
こ
の
い
し
の
御
あ
そ
ひ
と
も
を
い
し
ゅ
み
の
あ
そ
ひ
と
な
っ
け
侍
り
き
こ
の
ほ

か
に又し
いかく
ゎんけ
んとぅ
の御あそ
ひは中く
申
にを
よはす
Iさ
いの

し
ょ
た
う
に
お
ゐ
て
げ
い
の
う
を
き
は
め
た
ま
へ
り
し
ゃ
く
そ
ん
ゐ
ん
い
に
し
ち
た

太
子
の
い
に
し

へ
も
も
っ
て
か
く
の
こ
と
し
人
け
ん
の

I
さ
い
の
け
い
の
う
こ
と
に

は
文
武
の
両
げ
い
を
き
は
め
七
さ
い
の
御
と
き
は
鮮
飯
王
の
太
子
だ
い
は
だ
っ
た
に

た
いし
てき
さき
あ
らそ
ひ
のさまく
のせう
ふを
な
し給
ふとき
御
ゆ
み
のせ

う
ふ
に
さ
た
ま
り
侍
り
け
る
時
は
祖
父
獅
子
頬
王
の
御
ゆ
み
五
百
人
し
て
は
り
け
る

を
め
し
い
た
さ
れ
七
さ
い
の
御
よ
う
ち
の
御
身

一
人
し
て
ょ
く
こ
れ
を
は
り
っ
る
う

ち
し
た
ま
ひ
け
る
御
こ
ゑ
上
は
ほ
ん
て
ん
ま
て
と
を
く
き
こ
え
ひ
き
は
な
し
給
ふ
御

や
は
あ
や
ま
た
す
あ
っ
さ
三
尺
七
鼓
を
い
と
を
し
ぬ
猶
大
地
の
そ
こ
十
六
万
八
千
ゆ

し
ゅ
ん
の
こ
ん
り
ん
さ
い
ま
て
ぃ
と
を
し
た
ま
ひ
は
ん
へ
り
き
い
ま
わ
か
て
う
の
し

ゃうとく太子
もま
たも
ってかく
のことしも
ろく
のとぅ
し
にともな
ひた

ま
ひてしゅく
のせう
ふをけ
っしたま
ひあ
るひはす
ま
ふをとり
か
っ事
を

え
あ
る
ひ
は
ち
く
ば
に
む
ち
を
う
ち
と
を
く
ろ
く
ぢ
を
は
し
り
た
ま

へ
り
し
こ
う
し

て
の
ち
に
は
は
ん
り
の
こ
く
う
に
の
ほ
っ
て
雲
を
わ
け
か
す
み
を
ふ
み
空
中
に
ざ
く

ゎ
し
ひ
ぎ
ゃ
う
し
て
じ
さ
い
の
と
く
を
ほ
と
こ
し
た
ま
ひ
け
り
時
に
ど
ぅ
し
た
ち
た

い
ち
に
お
ほ
へ
て
た
に
ひ
と
し
く
ふ
る
ま
い
侍
ら
す
太
子
は
ん
り
の
こ
く
う
に
の
ほ

り
た
ま
ひ
け
れ
は
し
ょ
人
め
を
お
と
ろ
か
し
て
き
ゃ
う
て
ん
し
侍
り
き
を
よ
そ
大
聖

大
こ
ん
御
ふ
る
ま
ひ
な
れ
は
は
し
め
て
お
と
ろ
く

へ
き
に
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
す
ぃ

る
い
お
う
と
ぅ
の
ま
へ
に
は
ふ
し
き
な
り
け
る
御
事
と
も
な
り
か
や
う
に
ぶ
げ
い
の

五
七



重
る
こ
の
し
ん
わ
う

　

つ
S
し
ま
の
わ
う
し

　

く

み
の

麿
子
親
王

　

筒
嶋
王
子

　

米
目
王
子

雲
見
王
子

　

難
波
王
子

　

早
来
王
子

小
林
王
子

　

大
原
王
子

　

小
嶋
王
子

石
見
王
子
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そもく
この三十
六人
のとぅしたちは
みな
これ大
しゃうご
んじゃ知
吋

通
達
の
大
ほ
さ
っ
と
ぅ
な
り
し
は
ら
く
し
ゅ
伴
の
り
し
ゃ
う
を
な
し
て
太
子
の
か
ん

と
く
を
あ
ら
は
し
た
ま
へ
り
こ
4
を
も
っ
て
ひ
ゑ
い
さ
ん
の
な
う
そ
慈
覚
大
師
し
ゃ

う
と
く
太
子
の
十
六
さ
い
御
ゑ
い
を
み
っ
か
ら
ゑ
つ
に
し
た
て

ま
っ
り

御
く
や
う

を
の
へ
た
ま
ひ
け
る
と
き
の
御
た
ん
と
く
の
も
ん
に
い
は
く
か
た
し
け
な
く
も
上
宮

太
子
し
ゃ
う
ね
ん
十

一
さ
い
に
し
て
し
ょ
と
ぅ
し
い
し
弓
の
あ
そ
ひ
し
っ
か
に
お
も

ん
見
れ
は
こ
れ
三
十
七
そ
ん
の
す
ぃ
る
い
お
う
と
ぅ
の
り
う
し
ゃ
う
を
め
く
ら
し
給

へ
り
た
っ
と
き
か
な
む
ま
や
と
の
わ
う
し
御
と
し
十
六
さ
い
に
し
て
も
り
ゃ
の
け
し

んをちう
せしめ給
ふ事
っらく
ぉも
ん見れ
は又十
六
ほさ
っの因行誕
入
の

くとくを
へうしたま
へりとぅ
んく

蓮
華
三
昧
経

　

文

　

云

五
八

縄
手
童
子

　

片
山
童
子

十
市
童
子

　

田
鳥
童
子

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

御
あ
そ
ひ
を
は
っ
て
そ
の
後
又
文
農
を
お
し
へ
た
ま
へ
り
と
き
に
太
子
の
御
き
ゃ
う

た
いのわうしたちなら
ひに人く
のき
んたちそう
して1　六
人
の
ど
ぅ
じ
ら

に御
やくそくぁ
りを
のく
Iさ
いのな
ん字
をと
Xの
へさる事
はなとく

とも
にかきあ
っめてめんく
に
Iくゎん
のまき物
ともをさ
Xけとぅし
に

ょ
み
あ
け
て
太
子
に
と
ひ
た
て
ま
っ
る
と
き
に
三
十
六
人
の
と
ぅ
じ
の
中
に
お
す

へ

た
て
ま
っ
り
八
は
う
に
た
ち
わ
か
れ
て
お
な
し
時
に
こ
ゑ
を
あ
け
て
ぃ
く
と
ぅ
を
ん

にょ
みあ
け
は
ん
へり
け
るを太子
い
っれ
も
ことく
くき
こし
めしわけ給
ひ

は
ん
へ
り
き
そ
う
し
て
天
ち
く
し
ん
た
ん
し
ち
い
き
三
国
さ
う
し
ゃ
う
し
て
ょ
み
っ

たふるか
のも
んし
の訓真を
いちく
め
いく
にい
っれもりうす
ぃの
へん

せ
っ
と
X
こ
ほ
り
な
く
こ
た
へ
た
ま
は
ん
へ
り
き
か
く
の
こ
と
く
れ
ん
日
0
　の
御
せ

う
ふ
に
太
子
ひ
と
し
き
人
さ
ら
に
ま
し
ま
さ
す
か
の
三
十
六
人
の
と
ぅ
し
の
け
う
み

ゃ
う
を
は
ま
っ
た
い
の
た
め
に
や
ま
と
の
国
ほ
う
こ
う
し
の
か
う
た
う
の
か

へ
い
た

に
太
子
御
自
筆
に
か
き
っ
け
た
ま
へ
り

鳥
羽
童
子

　

弓
取
童
子

　

早
目
童
子

　

足
軽
童
子

遠
山
童
子

　

高
松
童
子

　

鬼
取
童
子

　

葛
来
童
子

犬
飼
童
子

　

馬
耳
童
子

右
三
十
六
人
也

還£ 遠t 三

嶋
角
童
子

　

小
嶋
童
子

　

早

走

童
子

　

鬼
勝
童
子

　

岩
手
童
子

　

月
頴
童
子

桧
隅
童
子

　

小
松
童
子

　

山
路
童
子

　

板
住
童
子

　

走
出
童
子

　

椿
来
童
子

こ
の
き
や
う
も
ん
に
よ
り
て
慈
覚
大
師
聖
徳
太
子
を
た
ん
と
く
し
た
て
ま
つ
り
た
ま

我j゛ 離゜ 十

頂百因党七

し
や
う

ち
う

　

め
う

　

ほ
う

　

し

ん

　

れ
ん

　

た

い

常

　

住

　

妙

　

法

　

心

　

蓮

　

毫

こ
れ
は
み
な
太
子
御
き
や
う
う
た
い
な
ら
ひ
に
御

一
も
ん
の
わ
う
し
た
ち
な
り
つ
き

に
は
又
け
い
し
や
う
雲
客
の
君
た
ち
そ
の
御
け
う
名
と
う
を
か
き
つ
ら
ね
た
ま
へ
り

礼む果£ 尊尤

心え法7 住l

諸Sg然た心た

佛念具゛ 城な



し
て
こ
れ
も
ま
た
い
な
か
ら
せ
ん
り
の
ほ
か
に
蚊
の
な
く
馨
を
あ
き
ら
か
に
こ
れ
を

き
X
は
ん
へ
り
き
い
ま
わ
か
て
う
の
し
ゃ
う
と
く
太
子
も
又
ま
た
か
く
の
こ
と
し
む

か
し
の
り
し
ゅ
か
あ
き
ら
か
な
る
ま
な
こ
を
そ
な
へ
す
と
い
へ
と
も
宮
中
に
ゐ
た
ま

ひ
な
か
ら
て
ん
ち
く
し
ん
た
ん
十
は
う
の
事
を
み
な
せ
う
ら
ん
し
い
に
し
へ
の
れ
い

り
ん
か
み
i
に
あ
ら
ね
と
も
楊
の
う
へ
に
さ
し
ま
し
か
く
て
ほ
ん
て
う
し
ち
い
き
の

三十
六人
のとぅし
こと葉
を
ことく
くゎき
ま
へたま
へりま
こと
にしゃう

と
く
太
子
の
御
ほ
ん
ち
は
救
世
く
ゎ
ん
を
ん
三
世
れ
う
た
っ
の
御
ち
ゑ
ほ
か
ら
か
な

り
と
い
へ
と
も
す
ぃ
る
い
お
り
と
ぅ
の
ま
へ
に
は
ふ
し
き
な
り
け
る
御
事
と
も
な
り

ひ
け
る
な
り
だ
i
し
此
太
子
十

一
さ
い
の
御
と
き
の
い
し
ゅ
み
の
御
あ
そ
ひ
三
十
六

人
の
と
ぅ
し
は

I
会
の
そ
け
と
も
な
り
能
化
し
ゃ
う
と
く
太
子
を
く
は
へ
た
て
ま
っ

り
舟
七
尊
に
ま
ん
し
た
ま
へ
り
か
く
の
こ
と
く
れ
ん
日
の
御
あ
そ
ひ
と
も
も
を
ち
i

よ
う
め
い
天
わ
う
こ
か
け
に
た
ち
し
の
ひ
て
御
ゑ
い
覧
あ
り
て
宮
に
く
ゎ
ん
き
ょ
な

り
てき
さき
に
っけ
ての給
はくそもく
このむ
まやと
のわう
しね
んく
せ

いく
にじじ夜
の々御
ふる
ま
ひど
し
ほく
を
おと
ろ
かしき
とく
とも
ま
こと

にさ
ま
く
な
り
と
い
へと
も
此
ほと
れ
ん
日
の御
あ
そ
ひと
も
こ
Xろも
こと
は

も
を
よ
は
れ
す

一
薗
の
う
ち
に
三
十
六
人
の
と
ぅ
し
を
八
は
う
に
た
て
&
と
な
ふ
る

こ
と
は
を
と
ぅ
じ
に
こ
と
こ
と
く
き
i
わ
け
た
ま

へ
は
け
ふ
ょ
り
こ
の
太
子
を
は
八

耳
の
わ
う
し
と
な
っ
け
た
て
ま
っ
る
へ
し
太
子
十

一
さ
い
の
御
と
き
よ
り
又
ち
X
よ

う
め
い
天
わ
う
の
ち
ょ
く
ち
ゃ
う
に
て
八
耳
の
わ
う
し
と
な
っ
け
た
て
ま
っ
り
た
ま

ひ
け
る
な
り
と
を
く
天
ち
く
を
と
ふ
ら
ふ
に
し
ゃ
く
そ
ん
の
さ
い
せ
十
大
御
て
し
も

く
れ
ん
そ
ん
し
ゃ
は
天
恨
じ
さ
い
の
と
く
を
そ
な
へ
た
ま
ひ
け
る
に
も
い
ま
わ
か
て

う
の
し
ゃ
う
と
く
太
子
は
お
と
ら
さ
り
け
り
又
し
ん
た
ん
を
と
ふ
ら
へ
は
漢
家
の
て

ん
し
は
し
め
て
第
三
代
く
ゎ
う
て
ぃ
と
申
け
る
こ
く
ゎ
う
の
御
世
に
十
人
の
し
ん
か

あ
りき
しゃく
そ
ん十
た
いの御
てし
のこと
しを
のく
みな
Iとくを身
にく

そ
く
し
侍
り
き
徳
黄
帝
の
十
と
く
を
そ
な
へ
十
人
の
し
ん
か
の
中
に
離
朱
伶
倫
と
て

二
人
の
し
ん
か
侍
り
き
り
し
ゅ
と
申
け
る
し
ん
か
は
天
眼
し
さ
い
の
阿
那
律
そ
ん
し

ゃ
の
こ
と
く
に
ま
な
こ
あ
き
ら
か
な
る
と
く
を
そ
な

へ
い
な
か
ら
千
里
の
ほ
か
に
蚊

の
か
た
も
X
の
お
ち
た
る
を
あ
き
ら
か
に
こ
れ
を
見
る
伶
倫
と
中
し
け
る
し
ん
か
は

又
天
耳
し
さ
い
に
し
て
も
く
れ
ん
そ
ん
し
ゃ
の
こ
と
し
み
X
の
か
し
こ
き
と
く
を
く

覚
什

『聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

太
子
十
二
さ
い

秋
の
こ
ろ
か
う
ら
い
こ
く
の
し
や
も
ん
日
羅
し
や
う
人
し
や
う
ら
い
せ
り
そ
れ
わ
か

朝
の
人
わ
う
三
十

一
代
の
み
か
と
ひ
た
つ
て
ん
わ
う
は
し
ん
を
も
と
め
ん
か
た
め
に

は
く
さ
い
こ
く
に
御
つ
か
ひ
を
た
て
ら
れ
た
ま
ふ
そ
の
け
う
み
や
う
を
は
吉
備
海
部

の
羽
し
ま
の
む
ら
し
と
中
け
る
大
臣
を
ち
よ
く
し
と
し
た
ま
へ
り
す
な
は
ち
井
北
達

と
中
け
ん
し
ん
を
た
つ
ね
え
て
あ
い
と
も
な
ひ
て
き
て
う
つ
か
ま
つ
り
侍
り
け
る
と

き
か
の
に
ち
ら
し
や
う
に
ん
お
り
ふ
し
は
く
さ
い
こ
く
に
わ
た
り
て
日
ほ
ん
に
ま
か

り
わ
た
ら
ん
と
す
る
と
き
に
井
北
達
と
と
う
せ
ん
し
て
わ
か
て
う
に
わ
た
り
き
九
月

け
じ
ゆ
ん
の
こ
ろ
に
つ
の
く
に
な
に
は
の
う
ら
に
つ
き
は
ん
へ
り
け
れ
は
わ
か
て
う

の
わ
う
し
や
う
よ
り
は
く
ん
し
ん
そ
の
か
す
を
し
ら
す
ゆ
き
む
か
ひ
も
ん
と
う
せ
ら

れ
け
る
し
か
う
し
て
か
う
ら
い
は
く
さ
い
り
や
う
こ
く
の
そ
う
そ
く
の
け
ん
し
ん
ら

五
九



六
〇

ら
ね
は
ん

へ
り
け
る
は
こ
れ
は
ま
さ
し
く
ゎ
か
ほ
ん

・
し
ゃ
う
む
ま
れ
か
は
り
た
ま

へ
り
あ
は
れ
な
る
か
な
む
か
し
の
し
し
ゃ
う
は
は
る
か
ら
う
し
ん
の
て
ぃ
に
て
お
は

し
ま
す

へ
き
に
二
し
ゃ
う
に
か
た
ち
を
あ
ら
た
め
た
ま
ひ
ぬ
れ
は
わ
っ
か
十

一
二
さ

い
の
と
ぅ
し
と
な
り
た
ま
へ
り
か
な
し
き
か
な
や
わ
か
身
は
ま
さ
し
く
か
の
御
て
し

な
り
と
い
へ
と
も
い
ま
た
先
身
を
あ
ら
た
め
す
八
し
ゅ
ん
の
ら
う
た
い
と
な
り
ぬ
る

事
かなそもく
太子
の御
ほんちをた
っぬれ
はとをく
はごくらく
しゃうと

の
ふ
所
大
し
ち
か
く
は
ふ
た
ら
く
せ
か
い
の
け
う
し
ゅ
也
し
か
る
に
い
ま
か
く
の
こ

と
く
す
ぃ
る
い
お
う
と
ぅ
し
て
大
ひ
り
し
ゃ
う
を
ほ
と
こ
し
は
ん
へ
り
け
る
也
そ
の

れ
い
も
ん
に
い
は
く

き
や
う
ら
い
く

を

く
わ
ん
せ

を
ん
て
ん
と
う
と
う
ほ
う
そ
く
さ
ん
わ
う

敬
礼救世観
世音傅燈東方栗散
王とをし
か
へしく
三とら
いしたてま
っ

り
け
る
な
り
も
ん
の
心
は
ほ
ん
ち
は
く
せ
く
ゎ
ん
せ
を
ん
の
す
ぃ
し
ゃ
く
と
り
は
う

に
っ
ほ
ん
そ
く
さ
ん
こ
く
の
わ
う
ゐ
に
む
ま
れ
給

へ
り
と
い
ふ
を
と
な
へ
は
ん
へ
り

け
る
な
り
と
き
に
太
子
と
り
あ

へ
す
っ
き
の
り
せ
う
く
の
も
ん
を
つ
け
て
と
な
へ
た

ま

へ
り

t
ゆ
お

さ
い
ほ
う
ら
い
た
ん
し
や
う
か
い
ゑ
ん
め
う
ほ
う
と

し
ゆ
し
や
う

従
於
西方
来
誕
生
開
演
妙法度
衆
生
太
子
これ
も三度
を
し返
しく
と
な
へた

ま
へ
り
も
ん
の
こ
X
ろ
は
御
ほ
ん
ち
は
く
せ
く
ゎ
ん
を

ん
む
ゑ
ん
の
し
ひ
に
も
よ

ほ
さ
れ
さ
い
は
う
し
ゃ
う
と
よ
り
と
ぅ
は
う
日
ほ
ん
こ
く
に
き
た
っ
て
佛
法
を
ひ
ろ

め
し
ゅ
し
ゃ
う
を
り
ゃ
く
す
と
い
ふ
御
こ
X
ろ
を
こ
た
へ
た
ま
ひ
侍
り
け
る
か
く
の

こ
と
く
太
子
の
御
ほ
ん
ち
く
ゎ
ん
を
ん
と
ら
い
し
た
ま
ひ
た
て
ま
っ
る
と
き
た
ち
ま

ち
に
か
ん
お
う
あ
り
て
み
け
ん
よ
り
く
ゎ
う
み
ゃ
う
を
は
な
し
に
ち
ら
を
て
ら
さ
せ

た
ま
ふ
に
ち
ら
上
人
も
ま
た
身
よ
り
く
ゎ
う
み
ゃ
う
を
は
な
ち
た
か
ひ
に
て
ら
し
は

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

い
て
う
し
て
り
せ
い
の
ま
っ
り
こ
と
を
せ
い
た
ん
す
る
よ
し
を
太
子
き
こ
し
め
し
て

う
か
よ

さ
のころもな
はのおひをむす
ひく
たしましく
ておなし
ほと
の十
一二さ

い
の
け
す
わ
ら
は
へ
十
よ
に
ん
め
し
く
し
て
太
子
な
に
は
の
う
ら
に
き
ゃ
う
け
い
し

てけす
わら
は
への中
にたちましはりましく
てかたをなら
へたもとを
つ

ら
ね
あ
そ
ひ
た
は
ふ
れ
て
な
に
と
な
き
ゃ
う
に
て
大
国
の
た
ひ
人
と
も
を
う
か
よ

御
ら
ん
せ
ら
れ
け
る
に
日
羅
し
ゃ
う
人
か
の
十
よ
人
の
と
ぅ
し
の
中
に
太
子
を
あ
や

し
み
た
て
ま
っ
り
て
ゃ
っ
こ
に
っ
け
て
ぃ
は
く
こ
y

あ
り
こころ
にしんりきあ
りし
かく
のいしゃう
の
いろ
のも
んをき
たると

ぅ
し
な
り
あ
ひ
か
た
ら
ひ
て
き
た
る
へ
し
と
い
へ
り
太
子
御
み
X
か
し
こ
き
御
事
な

れ
は
こ
の
よ
し
を
き
こ
し
め
し
ゃ
う
や
く
に
け
さ
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
と
き
に
に
ち
ら

し
ゃ
う
人
い
そ
き
ふ
ね
よ
り
と
ひ
い
て
X
お
い
た
て
ま
っ
る
太
子
御
う
し
ろ
の
御
こ

ろ
も
を
に
ち
ら
上
人
の
手
に
か
け
っ
は
っ
し
っ
あ
い
ち
か
く
に
け
さ
ら
せ
た
ま
ひ
け

れ
は
に
ち
ら
上
人
は
た
X
い
ま
と
ら

へ
た
て
ま
っ
ら
ん
と
お
も
ひ
は
ん

へ
り
け
れ
と

も
っ
ゐ
に
か
な
は
す
手
を
む
な
し
く
て
ま
か
り
は
ん
へ
り
ぬ
太
子
は
ち
i
の
て
ん
わ

う
に申
さ
せたま
ふゃうそ
もく
大
国
のり
ょかくと
もを
よく
う
か
iひ見
は

ん
へ
り
け
れ
は

I
人
は
あ
こ
か
せ
ん
し
ゃ
う
の
て
し
に
に
ち
ら
上
人
と
申
モ
う
に
て

は
ん
へ
り
い
ま
は
こ
i
ろ
や
す
く
御
ゆ
る
し
を
か
う
ふ
り
て
せ
ん
し
ゃ
う
の
事
と
も

を
た
か
ひ
に
せ
い
た
ん
す

へ
く
は
へ
れ
と
て
っ
ね
に
め
さ
る
X
と
こ
ろ
の
せ
き
ゑ
を

き
た
ま
ひ
て
な
に
は
の
う
ら
に
き
ゃ
う
け
い
な
り
け
れ
は
日
羅
し
ゃ
う
に
ん
て
ぃ
し

ゃ
う
に
ひ
ざ
ま
づ
き
か
う

へ
を
ぢ
に
っ
け
な
み
た
を
な
か
し
し
ん
ち
う
に
お
も
ひ
っ



ん
へりきそ
のとき太子
の御とも
の人く
なら
ひ
ににちらしゃう人
のめし

くす
ると
ころ
のほく
ともを
のく
し
んき
ゃう
のおも
ひをなしす
ぃき
のた

な
こ
X
ろ
を
あ
は
せ
り
そ
の
X
ち
太
子
に
ち
ら
を
ち
か
く
め
し
て
の
た
ま
は
く
そ
も

く
ぁ
ことな
んちと
たしゃう
の師弟
のちき
り
はしんちうなりな
んちは
い

ま
た
し
ゃ
う
を
か
へ
す
む
か
し
の
て
ぃ
な
り
か
る
か
ゆ

へ
に
て
し
な
り
と
い
へ
と
も

そ
のて
ぃらうく
とし
てかしら
に三冬
のゆき
を
いた
Xき
まゆ
には八字
の

し
も
を
た
る
の
こ
る
い
の
ち
い
く
は
く
な
ら
す
見
る
に
っ
け
て
も
あ
は
れ
な
り
わ
れ

は
な
ん
ち
か
む
か
し
の
師
し
ゃ
う
な
れ
と
も
二
し
ゃ
う
に
か
は
り
ぬ
れ
は
古
肺
を
あ

ら
た
め
よ
う
ち
ょ
う
し
ゃ
く
の
と
ぅ
し
な
り
わ
れ
し
ゃ
う
を

へ
た
っ
と
い
へ
と
も
む

か
し
の
事
は
す
こ
し
わ
す
れ
す
ま
こ
と
に
わ
か
れ
や
す
く
し
て
あ
ひ
か
た
き
は
し
ゃ

う
し
む
し
ゃ
う
の
な
ら
ひ
な
り
と
て
太
子
も
御
な
み
た
を
な
か
し
た
ま
ひ
け
れ
は
に

ちらもとも
にな
みたをな
かす太子
の御
とも
の人く
も
おなしくぁ
はれを

も
よ
ほ
し
侍
り
き
と
き
に
に
ち
ら
ひ
た
ん
し
て
ぃ
は
く
か
な
し
き
か
な
た
X
い
ま
太

子
御
驚
覚
に
ょ
り
て
せ
む
し
ゃ
う
の
事
を
さ
と
る
む
か
し
君
に
わ
か
れ
た
て
ま
っ
り

て
の
ち
は
ち
の
み
子
の
女
を
う
し
な

へ
る
こ
i
ち
し
て

一
日
へ
ん
し
も
ほ
ん
ご
く
に

心
と
i
ま
り
は
ん
へ
ら
す
と
ぅ
か
い
日
ほ
ん
こ
く
に
む
ま
る
へ
し
と
し
め
し
た
ま
ひ

し
に
よ
っ
て
君
か
う
さ
ん
御
に
う
め
っ
の
X
ち
六
ね
ん
に
あ
ひ
あ
た
り
て

I
よ
う
の

ふ
ね
に
の
り
は
ん
り
の
な
み
に
た
X
よ
ひ
御
ゆ
く
ゑ
を
た
っ
ね
た
て
ま
っ
る
ほ
と
に

こ
X
ろ
に
ま
か
せ
さ
る
か
い
し
ゃ
う
な
れ
は
あ
く
ふ
う
に
は
な
た
れ
む
か
し
わ
っ
か

に
な
の
み
き
X
し
ほ
う
ら
い
さ
ん
に
い
た
り
ぬ
し
ゅ
ん
ふ
う
を
え
す
し
て
か
の
し
ま

に
と
し
月
を
か
さ
ね
せ
ん
ち
う
な
み
の
う
へ
に
し
ん
し
ん
を
く
る
し
め
脂
獄
も
ち
ゃ

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

う
し
ぬ
れ
は
ひ
と

へ
に
ぞ
く
し
ん
に
こ
と
な
ら
す
か
う
ら
い
こ
く
よ
り
お
も
ひ
た
ち

こ
i
ろ
の
ひ
く
に
ま
か
せ
と
ぅ
か
い
中
の
し
ま
に
ふ
き
っ
け
ら
れ
あ
る
と
き
は
又
は

く
さ
い
こ
く
に
い
た
り
こ
と
し
七
か
ね
ん
の
あ
ひ
た
な
け
き
て
と
し
を
く
り
か
な
し

み
て
日
を
か
さ
ぬ
し
か
る
に
ほ
う
ら
い
せ
ん
に
わ
た
り
て
ふ
し
の
く
す
り
を
や
ぶ
く

し
け
ん
し
ゃ
う
を
か
へ
す
し
て
ぃ
の
ち
の
う
ち
に
た
X
い
ま
二
し
ゃ
う
の
師
し
ゃ
う

を見
たてま
っる
こそうれ
しけれ
と
てさ
めく
とぅ
ちなき
はん
へりけれ
は

太
子
も
と
も
に
な
み
た
を
な
か
し
た
ま
ひ
け
り

太
子
十
三
さ
い

秋
九
月
に
弥
勒

石

像

一
た
い
な
ら
ひ
に
二
瞥
の
に
よ
い
り
ん
く
わ
ん
を
ん

I
た
い

は
く
さ
い
こ
く
の
大
わ
う
よ
り
日
ほ
ん
の
国
わ
う

へ
を
く
り
た
て
ま
つ
り
た
ま

へ
り

か
の
ほ
ん
そ
ん
を
太
子
と
そ
か
の
大
臣
と
も
ろ
と
も
に
は
い
し
た
て
ま
つ
り
く
や
う

し
た
ま
ひ
け
る
と
き
に
太
子
そ
か
大
臣
を
け
う
け
し
ぐ
わ
ん
し
ゆ
と
し
て
は
し
め
て

や
ま
と
の
国
た
か
ち
の
こ
ほ
り
と
よ
ら
の
し
や
う
な
い
に
大
か
ら
ん
を
こ
ん
り
う
し

た
ま
ひ
き
を
よ
そ
か
の
佛
か
く
と
申
は

金
堂
三
間
四
面
講
堂
七
問
二
面

五
十
六
間
僧
坊
鐘
楼

一
宇

二
階
襖
門

一
宇
五
重
賓
塔

一
碁

右
こ
の
大
か
ら
ん
を
太
子
十
三
の
御
と
し
こ
と
こ
と
く
つ
く
り
を
は
つ
て
寺
号
を
は

興
厳
寺
と
太
子
御
み
つ
か
ら
か
き
給
ふ
今
は
と
こ
ろ
の
名
を
と
よ
ら
と
こ
れ
を
申
あ

六

一



六
二

たう
のし
んはしら
のした
におさめたま
ひにきそもく
日ほんごく
は天神

七
代
地
神
五
代
十
二
代
r
千
万
こ
う
を
ふ
る
と
い
へ
と
も
佛
ほ
う
の
み
ゃ
う
じ
を
き

か
す
し
ん
む
天
わ
う
の
き
ょ
う
よ
り
人
わ
う
は
し
ま
り
て
す
て
に
二
十
九
代
せ
ん
く

ゎ
天
わ
う
の
御
ぢ
せ
い
に
い
た
り
て

一
千
よ
ね
ん
な
を
佛
ほ
う
の
み
ゃ
う
じ
を
き
か

す
し
か
る
に
人
わ
う
三
十

一
代
ひ
た
っ
天
わ
う
御
治
せ
い
十
三
年
に
あ
ひ
あ
た
り
て

し
ゃ
う
し
ん
の
く
ゎ
ん
を
ん
し
ゃ
う
と
く
太
子
と
し
け
ん
し
て
御
と
し
十
三
の
御
と

き
わ
か
て
う
日
本
国
の
中
に
は
や
ま
と
の
く
に
た
か
ち
の
こ
ほ
り
と
よ
ら
の
さ
と
に

は
し
め
て
か
の
た
う
た
う
を
た
て
日
ほ
ん
む
ふ
っ
せ
か
ひ
に
こ
れ
よ
り
ふ
っ
か
く
三

ほう
のかすをと
xの
へましく
てふ
っほう
はんしゃう
の国となしたま
へ

り
わ
れ
ら
い
ま
三
ほ
う
に
ち
か
っ
き

一
報
を
た
く
は
ふ
る
も
み
な
し
ゃ
う
と
く
太
子

む
へ
ん
の
を
ん
と
く
に
あ
ら
す
や
む
り
ゃ
う
ぉ
っ
こ
う
に
も
き
ゝ
か
た
き
も
の
は
こ

れ三
ほう
のみゃうじなりそれ三
ほう
に
っいてしなく
ぁ
りと
い
へとも
こ

と
に
ま
っ
だ
い
に
は
ぢ
う
ぢ
三
ほ
う
の
り
ゃ
く
す
く
れ
た
ま
へ
り
三
ほ
う
と
は
佛

一

さ
い
し
ゅ
し
ゃ
う
の
た
め
に
三
つ
の
た
か
ら
を
と
き
て
こ
れ
を
あ
た
え
た
ま

へ
り
そ

もく
せけ
ん
のさ
いほうと中
はく
ゎたく
のふくごうなき
も
のこんしゃう

にま
ったく
かんとく
しかたき
も
のなりたまく
しゅ
ふく
にょ
ってざ
いほ

う
を
た
く
は
ふ
る
人
も
さ
ら
に
こ
X
Q
4
　す
か
ら
す
ゑ
ん
に
も
と
め
と
ぅ
ざ
い
に
た

っ
ぬ
る
に
ゑ
ん
天
に
あ
せ
を
な
か
し
こ
っ
か
ん
に
水
を
し
の
き
山
に
は
や
ま
た
ち
う

み
に
は
か
い
そ
く
と
ぅ
の
ろ
し
の
わ
っ
ら
ひ
に
き
も
を
け
し
身
を
つ
か
ら
か
し
さ
と

に
は
ご
う
せ
っ
た
う
と
ぅ
を
お
そ
れ
に
ち
ゃ
ち
ゃ
う
ほ
に
す
ぃ
く
ゎ
た
う
そ
く
の
な

んをうれ
へてしんく
を
く
るし
め
Iし
ゃう
はむ
な
しく
っく
ると
い
へとも

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
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ひ
だ
世
の
人
か
の
御
た
う
を
と
よ
ら
じ
と
中
っ
た
へ
侍
り
こ
れ
日
ほ
ん
さ
い
し
ょ
の

佛
か
く
也
太
子
か
の
て
ら
の
ほ
う
た
う
を
御
は
い
け
ん
あ
り
て
の
た
ま

は
く

そ

も

く
ほう
たう
は
かならす
ふ
っし
ゃり
のう
っはも
の也
も
っと
も
か
のたう
は

に
佛
し
ゃ
り
を
あ
か
め
た
て
ま
っ
る
へ
し
そ
れ
佛
ほ
う
と
を
き
に
あ
ら
す
心
中
に
し

てす
な
はちちかしょろしくな
んちらし
んく
をも
っはら
にし
て佛
しゃり

をき
せ
いす
へしとけうけ
したま
へり
ょ
ってモ
か
の大臣
しんく
をも
っは

ら
に
し
て
三
七
日
の
あ
ひ
た
け
っ
さ
い

I
し
き
に
し
て
き
せ
い
せ
ら
れ
け
れ
は

I
り

う
の
御
し
ゃ
り
こ
ん
し
き
の
く
ゎ
う
み
ゃ
う
を
は
な
し
こ
っ
せ
ん
と
し
て
飢
の
上
に

と
ひ
あ
ら
は
れ
た
ま
へ
り
こ
土

ひ
て

I
に
は
し
ゃ
り
の
真
偽
を
わ
き
ま
ヘ
ー
に
は
ま
っ
た
い
の
し
ゆ
し
ゃ
う
う
た
か

ひ
を
の
そ
か
ん
か
た
め
く
ろ
か
ね
の
質
の
う
へ
に
を
き
た
て
ま
っ
り
く
ろ
か
ね
の
っ

ちをも
ってこれをう
ちた
てま
っるそ
のかなと
こと
っちと
はことく
くく

た
け
や
ふ
る
と
い
へ
と
も
御
し
ゃ
り
は
そ
こ
ね
す
あ
る
と
き
は
御
し
ゃ
り
鍼
散
の
中

に
っ
と
人
あ
る
と
き
は
っ
ち
の
中

へ
入
給
ふ
と
い
へ
と
も
佛
し
ゃ
り
は
さ
ら
に
く
た

け
たまはす
ぃよく
く
ゎう
みゃうを
はなし給
へり
このとき大
臣す
ぃき
の

な
み
た
を
な
か
し
て
る
り
の
っ
ほ
に
お
さ
め
た
て
ま
っ
り
た
ま
ひ
き
太
子
か
の
ふ
っ

し
ゃ
り
を
は
い
し
た
ま
ひ
て
か
ん
る
い
を
お
さ
へ
大
臣
に
っ
け
て
ぃ
は
く
ゎ
れ
せ
ん

し
ゃ
う
に
か
う
さ
ん
に
お
ゐ
て
た
し
ゃ
う
の
あ
ひ
た
し
ゆ
き
ゃ
う
せ
し
か
と
も
ふ
っ

ほ
う
き
と
く
を
あ
ら
は
す
事
ま
れ
な
り
な
ん
ち
は
す
て
に
く
と
く
し
ゃ
う
し
ゆ
の
人

な
り
じ
こ
ん
い
ご
な
ん
ち
と
ち
き
り
を
む
す
ひ
て
善
友
知
識
と
し
て
佛
ほ
う
を
お
こ

す

へ
し
こ
れ
ま
こ
と
に
如
来
の
し
ん
た
っ
な
り
と
て
か
の
と
よ
ら
て
ら
の
五
ち
う
の



け
ま
う
は
さ
ら
に
つ
き
か
た
し
し
か
る
に
て
う
け
ん
が
い
は
く
こ
っ
せ
ん
と
し
て
ひ

とり
めいと
におもむくとき繋契
のとも
から
せんこにしたかはす
いろく

の
こ
ろ
も
を
と
X
の
へ
か
ん
う
ん
を
と
ふ
ら
ふ
こ
と
な
し
し
ん
た
い
わ
う
し
や
く
と

し
て

I
り
う
を
も
っ
X
ま
す
し
ん
じ
ん
く
わ
う
こ
っ
と
し
て
は
ん
し
ゆ
め
の
こ
と
し

て
ん
に
あ
ふ
き
地
に
ふ
し
て
涙
を
な
か
せ
と
も
た
す
く

へ
き
人
も
見
え
す
地
に
ふ
し

て
む
ね
を
た
た
け
と
も
き
た
り
て
あ
は
れ
む
へ
き
と
も
か
ら
も
な
し
っ
ね
に
身
に
し

た
か
ふ
も
も
の
と
て
は
こ
れ
せ
ん
せ
の
こ
う
な
か
く
心
に
か
X
る
事
は
す
な
は
ち
こ

う
く
わ
い
の
か
な
し
み
な
り
と
い
へ
り
を
よ
そ
せ
け
ん
の
し
っ
ち
ん
ま
ん
ほ
う

一
つ

と
し
て
ま
っ
た
く
め
い
と
の
資
り
や
う
な
ら
す
し
か
れ
は
ほ
と
け
に
ん
け
ん
の
さ
い

ほ
う
を
た
か
ら
と
し
た
ま
は
す
こ
ん
せ
ご
せ
を
た
す
く
る
は
佛
法
僧
の
三
ほ
う
を

I

さ
い
し
ゆ
し
や
う
に
あ
た
へ
た
ま

へ
り
そ
の
三
ほ
う
と
は
ほ
と
け
の
た
か
ら
の
り
の

た
か
ら
そ
う
の
た
か
ら
こ
の
三
っ
す
な
は
ち
こ
れ
な
り
ま
っ
は
し
め
に
佛
ほ
う
と
申

は

I
さ
い
の
ゑ
さ
う
も
く
さ
う
と
う
の
佛
ほ
さ
っ
の
さ
う
こ
れ
な
り
そ
れ

I
さ
い
の

ふ
っ
ほ
さ
っ
は
か
く
へ
っ
の
く
わ
ん
ふ
し
き
に
し
て

I
せ
う

一
礼
の
け
ち
ゑ
ん
を
も

っ
て
け
ん
た
う
二
世
の
く
わ
ん
ま
う
を
た
す
け
た
ま
へ
り
は
い
し
た
て
ま
っ
る
に
め

っ
さ
い
し
や
う
せ
ん
の
と
く
あ
り
か
る
か
ゆ

へ
に

I
さ
い
し
ゆ
し
や
う
の
第

一
の
た

か
ら
な
り
そ
の
こ
と
は
に
云

第

一
に
は
三
ご
う
ふ
ぼ
ん
の
さ
い
し
や
う
も
せ
う
め
っ
す
と
也

第
二
の
た
か
ら
に
は

I
さ
い
の
き
や
う
ろ
ん
し
や
う
け
う
と
う
こ
れ
な
り
ほ
け
き
や

り
に
は

り
大
は
ん
に
や
き
や
う
し
ゆ
ほ
ん
に
は
殺
害
三
界
不
陀
悪
趣
と
と
き
又
た
い
き
や
う

に
は
設
満
大
千
火
直
火
聞
法
各
と
ゑ
ん
せ
っ
し
た
ま
へ
り
此
ゆ
へ
に
こ
う
ほ
う
大
師

の
御
し
や
く
に
は

一
句
の
め
う
ほ
う
は
お
っ
こ
う
に
も
き
i
か
た
し
い
ち
佛
の
み
や

う
し
は
う
と
ん
け
の
た
と
へ
に
あ
ら
す
と
い
へ
り
か
る
か
ゆ

へ
に
三
の
た
か
ら
の
中

に
は
も
ん
ほ
う
く
と
く
を
も
っ
て
第
二
の
た
か
ら
と
し
た
ま

へ
り

第
三
の
た
か
ら
に
は

I
さ
い
の
そ
う
ひ
く
に
と
う
こ
れ
な
り
か
く
の
こ
と
く
三
ほ
う

を
太
子
は
し
め
て
御
こ
ん
り
う
の
興
厳
寺
に
と
i
の
へ
を
か
ん
と
お
ほ
し
め
さ
れ
け

る
に
佛
の
た
か
ら
に
は
い
ま
の
せ
ん
く
わ
う
じ
の
如
来
と
太
子
八
さ
い
の
と
き
し
ん

ら
こ
く
よ
り
わ
た
し
た
て
ま
っ
る
所
の
こ
ん
と
う
の
し
か
の
三
そ
ん
と
う
な
ん
せ
ん

ふ
た
ひ
第

一
の
れ
い
さ
う
を
か
の
て
ら
に
あ
か
め
て
三
ほ
う
の
中
に
は
は
し
め
の
ふ

っ
ほ
う
と
し
た
ま
へ
り

I
さ
い
し
ゆ
し
や
う
の
こ
ん
せ
こ
せ
を
た
す
く
第

一
の
た
か

ら
す
な
は
ち
こ
れ
な
り
第
二
の
た
か
ら
に
は
太
子
六
さ
い
の
御
と
き
は
く
さ
い
こ
く

よ
り
わ
た
し
た
て
ま
っ
ら
る
X
と
こ
ろ
の
き
や
う
ろ
ん
二
百
余
巻

一
さ
い
し
ゆ
し
や

う
の
け
ん
た
う
二
世
を
た

・
け
た
る
あ
り
か
た
き
ほ
う
を
第
二
の
ほ
う
賓
と
し
た
ま

へ
り
第
三
の
た
か
ら
に
は
は
く
さ
い
こ
く
の
ち
う
り
よ
せ
ん
く
わ
う
じ
の
如
来
の
御

と
も
と
し
て
日
ほ
ん
に
わ
た
り
侍
り
し
ゑ
さ
う
ゑ
へ
ん
と
申
て
二
人
の
こ
う
そ
う
を

か
の
さ
い
し
よ
の
御
こ
ん
り
う
の
こ
う
け
ん
し
に
ち
う
せ
し
め
た
ま
へ
り
し
か
り
と

い
へ
と
も
日
ほ
ん
こ
く
に
し
ゆ
っ
け
の
な
ん
に
ょ
い
ま
た
な
か
り
し
時
代
な
り
し
か

は
尼
衆

一
人
も
な
か
り
き

一
さ
い
し
よ
き
や
う
の
中
に
ひ
く
ひ
く
に
の
り
や
う
し
ゆ

を
つ
ら
ね
て
そ
う
ほ
う
と
せ
り
し
か
る
に
こ
の
御
と
き
は
は
く
さ
い
こ
く
の
二
人
の

そ
う
し
う
は
ぢ
う
し
は
ん
へ
り
け
れ
と
も
い
ま
だ
そ
う
に

一
人
も
な
か
り
し
か
は
三

六
三

若
有
聞
法
者
無

一
不
成
佛
と
と
か
れ
又
一
稀
南
無
佛
皆
己
成
佛
道
と
も
の
へ
た
ま
へ

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

ぼ
う
ぃ
ま
だ
と
X
の
ほ
ら
す
太
子
三
人
の
御
め
の
と
を
け
う
け
し
て
し
ゅ
っ
け
せ
し

め
わ
か
て
う
の
し
ゅ
生
の
佛
だ
う
に
は
れ
せ
ん
た
っ
と
な
し
た
ま
ひ
侍

へ
り
き
三
人

の
御
め
の
と
の
そ
の
け
う
み
ゃ
う
は
月
ま
す
ひ
め
た
ま
て
る
ひ
め
ひ
ま
す
ひ
め
と
申

す三人
のめ
のとを御
ま
へにめし
てけうけ
したま
ふゃうそもく
を
のく

ぁ
こ
が
こ
と
は
に
お
い
て
I
こ
ん
も
そ
む
く
へ
か
ら
す
し
か
ら
は
中
へ
し
と
の
給
へ

り
三
人
の
御
め
の
と
は
人
の
う
へ
に
て
も
い
ま
た
ぎ
か
さ
る
事
に
て
侍
れ
は
し
ゅ
っ

せよと
おほせを
かう
ふる事
とも遊
めにも
しらす
してを
のく
す
Xんてな

に
事
に
て
は
ん
へ
る
と
も
き
み
の
御
ち
ゃ
う
を
は
い
か
て
か

I
こ
ん
も
そ
む
き
た
て

ま
っ
る
へ
き
と
申
さ
れ
け
れ
は
た
い
し
け
う
け
し
た
ま
ふ
ゃ
う
そ
れ
た
し
ゃ
う
く
ゎ

う
こ
う
に
も
人
じ
ん
を
う
く
る
こ
と
ま
れ
な
り
た
と
ひ
に
ん
し
ん
を
う
く
と
い
へ
と

も佛
ほう
にあ
ふ事も
っとも
かたしとす
ぃまたまく
にんじ
んをうけ佛だ

に
け
ち
ゑ
ん
な
く
む
な
し
く
さ
ん
つ
の
こ
き
ゃ
う
に
か
へ
り
な
は
た
か
ら
の
や
ま
に

い
り
て
手
を
む
な
し
く
す
る
の
い
ま
し
め
こ
う
く
ゎ
ひ
せ
ん
ば
ん
な
に
の
ゑ
き
か
あ

ら
さ
ら
ん
な
か
ん
つ
く
に

I
さ
い
の
女
人
は
花
の
た
い
か
ん
は
せ
た
え
な
り
と
い
へ

と
も
五
し
ゃ
う
の
く
る
し
み
三
せ
う
の
う
れ
へ
ふ
か
く
し
て
佛
り
き
に
あ
ら
す
は
十

はう
し
ゃう
と
にさら
に
のぞ
みかた
した
Xしゃうく
世
iに三悪
たうをす

み
か
と
し
て
ぢ
ご
く
に
し
っ
み
な
は
し
ゅ
っ
り
い
っ
れ
の
世
を
か
こ
す

へ
き
あ
は
れ

な
る
か
な
ゑ
ん
お
う
の
ふ
す
ま
の
し
た
に
ひ
ほ
く
の
か
た
ら
ひ
を
な
せ
と
も
は
な
の

六
四

い
の
ち
の
む
し
ゃ
う
な
る
事
さ
ん
す
ぃ
に
も
す
き
た
り
け
ふ
は
な
か
ら
ふ
と
い
へ
と

も
あ
く
れ
は
ま
た
た
も
ち
か
た
し
は
や
く
ふ
っ
だ
に
き
ゑ
し
て
い
や
し
き
女
人
五
し

ゃ
う
三
し
う
の
た
い
を
あ
ら
た
め
す
み
ゃ
か
に
三
十
二
さ
う
の
ほ
さ
っ
の
身
を
え
給

と
ね
ん
こ
ろ
に
け
う
け
し
た
ま
ひ
け
れ
は
三
人
の
御
め
の
と
た
ち
ま
ち
に
ほ
っ
し
ん

し
ゅ
け
け
せ
り
ま
こ
と
に
太
子
御
け
う
け
の
御
こ
と
は
む
ね
に
あ
た
り
き
も
に
そ
み

て
こと
はり
し
こく
し侍
けれ
は三人
のぎ女
たちを
のく
ぃま
たさ
かり
な
る

花
の
た
い
月
の
か
ほ
は
せ
た
え
な
り
と
い
へ
と
も
は
や
く
し
ゅ
っ
け
の
か
た
ち
と
な

し
給

へ
り
た

X
い
ま
ま
て
は
月
ま
す
ひ
め
日
ま
す
ひ
め
た
ま
て
る
ひ
め
と
中
さ
れ
け

る人く
しゅ
っけ
ののちはほう
みゃうを
たま
はり
て
一人を
は善
心
一人を

は
禅
蔵

一
人
を
は
恵
善
と
な
っ
け
給
ひ
き
か
る
か
ゆ

へ
に
太
子
十
三
さ
い
に
し
て
こ

の
御
て
ら
よ
り
三
ほ
う
の
か
す
と
ゝ
の
へ
給
ひ
し
そ
の
す
ぃ
I
な
り
い
ま
此
善
光
寺

の
如
来
は
な
に
は
の
う
み
ょ
り
と
り
あ
け
た
て
ま
っ
り
か
の
御
て
ら
に
あ
ん
ち
し
給

へ
り
ま
こ
と
に
日
ほ
ん
無
佛
せ
か
い
三
ほ
う
る
ふ
の
く
と
く
な
り
け
る
事
し
ゃ
う
う

と
く
太
子
の
し
ゃ
う
ね
ん
十
三
の
御
と
き
よ
り
の
事
と
も
な
り

K

　

釈

　

文

た
い
を
や
ふ
れ
さ
る
あ
ひ
た
の
か
た
ち
な
り
か
な
し
き
か
な
ら
ん
ほ
う
の
か
i
み
に

　　

一

か
け
を
な
ら

へ
し
ら
む
の
ち
き
り
を
む
す

へ
と
も
つ
ゆ
の
い
の
ち
の
き
え
さ
る
ほ
と

の
な
さ
け
な
り
さ
か
ん
な
る
い
ろ
と
i
ま
ら
す
な
を
し
は
し
る
む
ま
の
こ
と
し
人
の

　　

一

凡

　

例

釈
文
の
底
本
と
し
た
の
も
岩
瀬
文
庫
蔵
本
で
あ
る
。
そ
の
際
補
入
は
本
文
と
し

て
採
用
し
た
が
、
異
本
傍
書
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

底
本
に
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
誤
用
で
あ

っ
て
も
原
則
と
し
て
採
用



一

し
た
が
、
例
え
ば

「
の
給
ふ
」
「
か
へ
り
見
る
」
「
身
つ
か
ら
」
等
の
語
は
改
め

た
。

仮
名
遣
に
つ
い
て
も
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
と
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
に
訂
す

る
事
は
し
な
か
っ
た
。

漢
字
の
送
り
が
な
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

「申
侍
る
」
は

「申
し
侍
る
」
の
よ

う
に
通
行
の
か
た
ち
に
補

っ
た
。

釈
文
に
は
注
記
を
付
し
、

前
述
の
文
明
十
九
年
写
本

『
上
宮
太
子
伝
記
』

(国

立
東
京
博
物
館
蔵
の
模
写
本
、
天
理
図
書
館
本
、
岩
瀬
文
庫
蔵

・
異
本

『
聖
徳

太
子
本
地
』、
国
会
図
書
館
本
な
ど
と
の
違
い
の
う
ち
、
解
釈
に
係
わ
る

も

の

を
示
し
た
。
対
校
に
用
い
た
の
は
い
づ
れ
も
架
蔵
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。
そ

の
ほ
か
、
『
聖
法
輪
蔵
』
諸
本
、
万
徳
寺
蔵

『
聖
徳
太
子
伝
』、
な
ど
を
も
参
照

し
た
。

前
記
の
諸
本
と
の
異
同
の
う
ち
、
底
本
に
よ
っ
て
よ
く
意
味
が
通
り
、
諸
本
の

ほ
う
に
誤
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は

一
々
に
記
し
て
い
な
い
。

従

っ
て
、
採
用
し
た
対
校
部
分
に
他
の
諸
本
の
ほ
う
が
適
正
と
認
め
ら
れ
る
場

合
が
多
く
て
も
、
そ
の
事
が
そ
れ
ぞ
れ
の
本
が
善
本
で
あ
る
事
を
は
意
味
し
な

　　

*

い
。

対
校
の
略
号
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

文
=
文
明
十
九
年
写
本

『
上
宮
太
子
伝
記
』

異
=
異
本

『
聖
徳
太
子
本
地
』

天
=
天
理
図
書
館
本

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

国
=
国
会
図
書
館
本

聖
=
聖
法
輪
蔵
第
1
類

・
法
雲
寺
本
、

満
性
寺
本

「聖
法
輪
蔵
」

(法
雲

寺
本
の
あ
る
部
分
は
そ
れ
に
よ
り
、
無
い
部
分

は
満
性
寺
本
に
よ
っ
た
。)

正
=
聖
法
輪
蔵
第
Ⅱ
類

・
光
久
寺
本
、
聞
名
寺
本

「正
法
輪
蔵
」
お
よ
び

浄
勝
寺
丹
山
文
庫

「
正
法
輪
蔵
」
(光
久
寺
本
。

聞
名
寺
本
の
あ
る
部
分
は
そ
れ
に
よ
り
、
無
い

部
分
は
浄
勝
寺
丹
山
文
庫
本
に
よ
っ
た
。)

万
=
万
徳
寺
蔵

『
聖
徳
太
子
伝
』

案
=
論
者
の
考
勘
し
た
本
文
そ
の
他
を
示
し
た
。

「欠
文
」
は
そ
の
部
分
の
記
述
が
対
校
本
に
無
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

「異
文
」
は
そ
の
部
分
の
記
述
が
対
校
本
で
は
別
の
文
脈
に
な

っ
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

「該
当
ナ
シ
」
は
そ
の
前
後
に
は
類
似
の
文
が
あ
る
の
に
そ
の
部
分
が
無

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

釈
文
は
今
の
段
階
で
の
読
取
り
の
私
案
で
あ
っ
て
、
完
成
し
た
も
の
と
は
言
え

な
い
。
岩
瀬
文
庫
本
は
ふ
り
が
な
に
よ
っ
て
少
し
く
私
見
と
異
な

っ
た
文
面
と

な
る
部
分
も
あ

っ
た
の
だ
が
、
岩
瀬
文
庫
本
の
書
写
者
の
読
取
り
に
従

っ
た
。

大
方
の
御
教
示
を
待
つ
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
神
宮
徴
古
館
蔵
の
覚
什

『
太
子

伝
記
』、
日
光
輪
王
寺
蔵
の
文
保
本

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
等
も
参
照
し

た
が
、

未
だ
翻
刻
な
ど
の
許
可
を
得
て
い
な
い
た
め
記
述
に
は
加
え
て
い
な
い
。

六
五

-
一 一 一



3

　

文

「毀
戒
」

異

「き
か
ひ
」

天

「
は
か
ひ
」

国

「破
戒
」

4

　

文

「善
種
ノ
芽
ヲ
萌
ス
」

異

・
天

「
せ
ん
し
ゆ
の
け
き
を

き
か
す
」

千

　

手

　　

化

銚

国

「
せ
ん
し
ゆ
の
け
き
を
き
か

す
と
い
ふ
こ
と
な
し
」

案
、
国
の
右
当
て
宇
は
後
補
。

「
と
い
ふ
こ
と
な

し
」
と

し

た
の
は
国
本
書
写
者
の
整
合

行
為
か
。
「善
種
の
芽

を
萌

す
」
が
よ
い
か
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

聖
徳
太
子
伝
記
第

一

夫
お
も
ん
み
れ
ば
、
釈
尊
西
天
竺
に
出
て
教
法
を
五
濁
に
煽
ぎ
、
摩
騰
東
域
に
来

た
っ
て
、
遺
身
を
末
代
に
伝
ふ
。
月
国
漢
地
も
法
祖
の
潤
を
享
け
、
持
戒
も
破
戒
も

善
種
の
化
義
を
喜
渇
す
。

し
か
る
に
、
此
葦
原
国
は
天
神
地
紙
、
世
を
治
め
て
、
数
千
劫
を
送
る
。
神
武
叙

靖
位
を
継
い
で
、
多
く
百
歳
に
及
ぶ
と
い
へ
ど
も
。
未
だ
、
三
法
の
名
字
を
聞
か
ず
、

一
礼
帰
依
も
な
か
り
き
。
爰
に
人
王
三
十

一
代
の
帝
、
敏
達
天
皇
の
御
宇
に
あ
た
っ

て、
上宮太子
この国
に誕生ましく
て、南無
の称名を称
へて、中州
の衆

生
に
聞
か
せ
し
め
て
よ
り
こ
の
か
た
、
佛
法
初
め
て
東
漸
し
、
神
明
遍
く
感
悦
す
。

情
、
佛
法
の
流
布
を
顧
る
に
、
し
か
し
な
が
ら
太
子
の
恩
徳
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
な

し
。此

故
に
神
験
を
尊
み
、
厚
恩
を
謝
し
奉
ら
ん
が
た
め
に
聊
御
伝
の
説
き
難
き
厳
辞

を
和
ら
げ
て
、
濫
り
が
は
し
く
新
記
の
聞
き
や
す
き
和
語
に
記
せ
り
。
た
ゞ
願
は
く

は
随
喜
を
な
し
て
誹
誘
を
な
す
こ
と
な
か
れ
。

　　　　

遍
照
金
剛
遺
第

　

覚
什

六
六

5

　

文

「
三
宝
」

異

「
三
ほ
う
」

天

「
三
法
」

国

「
三
宝
」

6

　

文

「
古
伝
」

異

「
こ
て
ん
」

天

・
国

「
ご
て
ん
」

案

「古
伝
」
の
方
が
後
の
文
と

対
応
し
て
よ
い
か
。

7

　

文
、
該
当
ナ
シ

異

「
か
く
き
ん
」

天

「覚
斤
」

国

「覚
什
」
と
し

「
シ
ウ
」
の

上
に

「
キ
ソ
」
と
重
書
き
。

第

一
太
子
先
生
御
事

抑
、
上
宮
太
子
は
救
世
大
悲
の
垂
述
、
随
類
応
同
の
菩
薩
嘸
り
。
そ
の
前
身
を
尋

ぬ
れ
ば
、
震
旦
、
衡
州
衡
山
に
五
の
峰
あ
り
。

一
に
は
持
戒
、
二
に
は
破
戒
、
三
に

は
恵
日
、
四
に
は
解
脱
、
五
に
は
般
若
な
り
。
か
の
般
若
の
峯
、
般
若
台
に
六
度
ま

で
生
を
享
け
、
化
度
を
万
邦
に
施
し
給

へ
り
。
第
六
生
の
時
は
念
禅
法
師
と
な

っ
て

2

　

文

「法
口
」

異

・
天

「
ほ
う
そ
」

国

「
法
雨
」

案

「そ
」
と

「う
」
の
仮
名
書

き
の
誤
写
か
。

「法
雨
」
が
よ
い
か
。

キ
ヤ
ウ
プ

　　

チ

ー
タ

　

タ

ー

　

文

「教
風
14　
M
g
.’
仰
」

異

・
天

「
け
う
ほ
う
を
五
ち
よ

く
に
あ
ふ
き
」

ヶ
フ
ポ
ウ

　

チ

世
夕

国

「教
法
を
五
濁
に
あ
ふ
き
」

案

「教
風
を
五
濁
に
煽
ぐ
」
が

よ

い
か
。



け
り
。
又
は
南
岳
の
恵
禅
師
と
も
い
へ
り
。
修
行
年
積
れ
り
。
化
導
日
々
に
新
た
な

　　

悲
泣
に
耐
え
ざ
り
き
。
日
本
国
に
降
誕
し
給
ふ
べ
し
。
日
本
国
人
王
1　
一
代
敏
達
天

皇
即
位
は
壬
辰
、
正
月

一
日
の
夜
、
橘
豊
日
尊
の
即
皇
女
に
御
夢
相
の
告
あ
り
。
西

方
よ
り
金
色
の
僧
来
た
っ
て
、
后
に
告
げ
て
い
は
く
、
「我
に
救
世
の
大
願

あ

り
。

願
は
く
は
后
の
腹
に
宿
借
ら
ん
。
」
時
に
皇
女
夢
の
中
に
答

へ
て
宜
は
く
、
「抑
金
僧

は
大
聖
な
り
。
女
人
の
胎
内
に
は
三
十
六
物
の
不
浄
と
こ
し
な
へ
て
に
湛

へ
て
汚
ら

は
し
。
い
か
で
か
聖
人
宿
る
べ
き
や
。」
僧
重
ね
て
い
は
く
、
「我
済
度
の
願
甚
重
也
。

汚
狽
を
厭
は
ず
。
不
浄
を
嫌
は
ざ
る
な
り
。
た
ゞ
願
は
く
は
宿
ら
ん
。
」
そ
の
時
后
、

「
と
も
か
く
も
大
聖
の
御
意
た
る
べ
し
。」
と
答

へ
給
ひ
し
か
ば
、
金
色
の
僧
、
光
明

を
放
っ
て
、
飛
ん
で
口
よ
り
入
り
給
ひ
ぬ
と
、
御
覧
じ
て
御
夢
覧
め
ぬ
。
現
に
も
誠

に
物
を
呑
め
る
御
心
地
な
り
。

さ
て
暁
天
に
皇
子
に
向
か
ひ
奉
り
て
、
御
夢
の
物
語
あ
り
し
か
ば
、
用
明
の
皇
子

仰
せ
あ
り
け
る
は
、
「
世
間
に
申
し
習
へ
る
事
は
、
物
を
呑
む
と
見

る
は
、
懐
妊
の

相
な
り
。」
と
宜
ふ
。
「
し
か
る
に
て
あ
ら
ば
。
聖
人
を
孕
み
奉
れ
り
。」
と
合

は
せ

給
ひ
に
け
り
。

世
の
常
の
女
人
、
懐
妊
し
ぬ
れ
ば
、
身
も
重
く
、
起
居
も
た
や
す
か
ら
ず
苦
し
み

あ
る
に
、
こ
れ
は
ひ
き
か
へ
て
、
御
身
の
内
も
涼
し
く
、
起
居
軽
利
に
し
て
、
四
大

柔
和
な
り
。
誠
に
不
思
議
に
思
し
召
す
。
さ
て
こ
の
夢
想
の
夜
は
、
光
明
宮
中
を
照

ら
し
、
明
さ
、
昼
の
如
し
。
聊
の
曇
り
も
な
か
り
け
り
。

既
に
八
か
月
を
経
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
胎
内
に
声
あ
っ
て
、
歌
っ
て
い
は
く
、
「
生

ま
れ
て
衆
生
を
救
は
ゞ
や
。
煩
ふ
心
な
か
ら
し
め
、
法
の
枢
を
開
き
っ
i
、
菩
提
の

道
に
入
ら
し
め
ん
。」
と
此
の
歌
を

一
日
に
三
度
、

一
夜
に
三
度
歌
は
せ
給
ひ
け
り
。

六
七

時
に
西
方
よ
り
金
人
化
来
す
。
そ
の
由
来
を
見
る
に
芦
の
一
葉
に
乗

っ
て
、
西
海

よ
り
渡
っ
て
、
衡
山
に
来
た
れ
り
。
こ
れ
達
磨
大
師
な
り
。
恵
禅
師
に
問
つ
て
い
は

く
、
「
和
尚
、
此
山
に
住
す
る
事
幾
許
の
星
霜
ぞ
や
。
人
を
化
度
す
る
事
幾
千

万
と

訂
し
。
和
尚
山
の
徳
を
や
見
る
。
山
の
恩
を
や
報
ず
る
。」
時
に
恵
禅
師
黙
然
た
り
。

爰
に
達
摩
す
X
ん
で
い
は
く
、
「
こ
れ
よ
り
東
海
に
国
あ
り
。
葦
原
と
名
付
く
。
か

の
国
の
衆
生
専
ら
貪
欲
を
業
と
し
、
殺
生
を
功
と
す
。
か
の
国
に
至
っ
て
、
和
尚
済

度
利
生
し
給
ふ
べ
し
。」
と
告
ぐ
。
恵
禅
師
答

へ
て
い
は
く
、
「我
こ
の
土
の
利
益
廿

年
あ
り
、
そ
の
後
遷
化
し
て
、
か
の
国
に
至
る
べ
し
。
」
と
約
す
。
達
磨
大
師

喜
び

て
い
は
く
、
「
我
遮
っ
て
か
の
国
に
至
っ
て
、
和
尚
を
待
つ
べ
し
。」
と
て
、
紫
雲
に

乗
っ
て
、
東
海
を
指
し
て
去
り
ぬ
。
即
ち
我
が
朝
人
王
三
十
代
、
欽
明
天
皇
の
即
位

十
二
年
に
こ
の
国
に
渡
り
給
ふ
と
い
へ
ど
も
、
結
縁
未
だ
熟
せ
ざ
る
の
問
、
形
を
隠

し
て
、
1　
余
年
な
り
。

さ
て
郡
禅
師
衡
山
の
化
導
尽
き
し
か
ば
ヽ
僧
俗

一
万
五
千
人
の
御
弟
子
に
告
げ
て

の
た
ま
は
く
、
「我
こ
の
土
の
化
縁
既
に
尽
き
ぬ
。
遷
化
事
終
っ
て
は
東
海
に
縁

あ

り
。
か
の
国
に
生
じ
て
、
国
王
の
儲
の
君
と
な
っ
て
、
如
来
の
遺
教
を
広
め
、
じ
ゅ

し
ゃ
う
を
利
益
す
べ
し
。
我
受
生
の
以
後
1　
七
年
を
経
て
、
こ
の
聖
教
道
具
を
取
り

に
遣
は
す
べ
し
。
そ
れ
ま
で
必
ず
守
護
し
給
ふ
べ
し
。」
と

り

わ
け
三
人
の
御
弟
子

の
僧
に
仰
せ
含
め
ら
る
。
か
く
て

「各
々
再
会
の
向
顔
を
遂
げ
た
く
思
は
れ
ば
、
か

の国
へ来
たり給
ふべし。」
と
て、既
に遷化
ましく
き。数輩
の御弟
子
は

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)



六
八

大
き
に
こ
と
な
っ
て
群
臣
に
勅
し
て
宣
は
く
、
「
こ
の
稚
児
は
後
に
必
ず
な
を
世

に

異
な
る
事
あ
ら
ん
。」
即
ち
有
司
に
命
じ
て
大
湯
き
若
湯
き
を
定
め
て
、
沫
浴

し
て

抱
き
あ
げ
て
、
天
皇
綴
裸
を
も
っ
て
こ
れ
を
受
け
て
皇
后
に
授
く
。
皇
后
父
の
皇
子

に
授
け
て
、
皇
子
を
后
に
授
く
。
后
懐
を
広
げ
て
身
体
を
受
く
る
に
甚
だ
香
ば
し
し
。

三
日
の
夕
べ
に
は
天
皇
宴
を
設
け
て
物
を
群
臣
に
賜
ぶ
。
七
日
の
夕
べ
は
皇
后
宴

を
設
け
て
物
を
賜
ふ
。
宮
、
大
臣
以
下
あ
い
っ
ぎ
て
、
貢
ぎ
物
を
献
ず
。
こ
れ
を
称

し
て
産
養
ひ
と
い
ふ
。
乳
母
三
人
を
定
め
、
付
け
奉
り
給
ひ
、
そ
の
中

一
人
は
大
連

の
娘
な
り
。
い
づ
れ
も
名
字
を
定
め
ら
る
。

一
人
を
ば
日
益
姫
、

一
人
を
ば
天
照
姫
、

一
人
を
ば
玉
照
姫
と
名
付
く
。
か
く
て
湯
も
世
の
常
の
水
に
て
は
薇
ら
は
し
と
て
、

新
た
に
三
の
井
を
掘
ら
せ
ら
る
。

一
を
ば
東
井
と
名
付
く
。

一
つ
を
は
却
染
と
名
付

け
、

一
を
ば
や
歳
と
名
付
く
。
こ
の
井
は
殊
勝
の
13
水
甘
き
味
は
ひ
あ
り
。

一
は
湯

に
て
湧
出
す
。
此
の
三
の
井
の
水
を
も
っ
て
御
産
湯
を
浴
び
せ
ま
い
ら
す
。
御
乳
母

ど
も
な
の
め
な
ら
ず
も
て
な
し
傅
き
奉
る
事
、
掌
の
内
に
も
宝
珠
の
如
し
。

さ
て
三
人
の
御
乳
母
自
然
に
不
思
議
の
歌
を
作
り
て
、
歌
を
も
っ
て
太
子
を
慰
め

奉
る。
そ
の歌
に日はく、
「ね
んぜ
んほう
し
こほう
しゃど
れく
こほうし、

う
める
このした
にはねき
とぅく
のさ
ふら
ふそ」
と
いふ歌
を歌
ふ。此
の

歌
の
心
呟

念
禅
法
師
と
は
太
子
の
知
生
の
御
名
な
り
・
ぎ
法
師
と
は
過
去
の
　3生

ま
で修行
して、薫修
功積
れり。
かるが
ゆ
へに古法師
と
いふ。宿
れく
と

は此
の国
に生
を受け
て。衆生済度す
べき言葉
なり。祢
宜とぅく
と
は、

こ
の
太
子
は
大
権
現
の
ぞ
う
び
な
る
ゆ
へ
に
、
日
本
国
中
の
大
小
の
神
祇
、
太
子
を

守
護
し
奉
り
、
祢
宜
と
は
神
に
仕
ふ
る
も
の
な
る
が
ゆ
へ
に
と
な
り
。
こ
の
歌
を
末

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

君
も
臣
も
奇
特
の
思
ひ
を
な
し
給
ふ
。

抑
こ
の
歌
の
心
は
、
三
世
の
諸
仏
W
誓
願
の
言
葉
な
り
。
又
日
は
く
、
生
じ
て
衆

生
を
救
は
ゞ
や
と
は
、
衆
生
無
辺
1　
願
度
の
心
な
り
。
後
の
三
句
は
だ
の
如
し
。
昔

悉
多
太
子
。
摩
耶
の
胎
内
に
宿
ら
せ
給
ひ
し
時
も
、
昼
三
時
、
夜
六
時
の
御
説
法
有

け
る
も
、
六
道
群
類
の
た
め
な
り
け
る
と
か
や
。
此
太
子
の
御
歌
、
又
も
っ
て
か
く

の
如
し
。
大
聖
の
利
生
方
便
皆
も
っ
て
同
じ
。

さ
て
常
の
習
ひ
は
十
か
月
に
て
生
ま
る
る
事
に
て
侍
れ
ど
も
、
そ
の
年
の
十
月
も

過
ぎ
、
霜
月
も
立
ち
ぬ
。
極
月
に
も
な
り
し
か
ど
も
、
生
ま
れ
給
は
ず
。

次
の
年
壬
辰
正
月

一
日
、
磯
城
島
金
刺
の
宮
に
て
誕
生
ま
し
ま
す
。
母
后
同
人
皇

女、
いさく
御
退出
の御事あ
りし
に、
御厩
の口にて御誕生あり。
西方
よ

り
金
色
の
光
明
照
耀
し
て
、
異
香
宮
中
に
芥
郁
す
。
侍
女
采
女
各
々
仰
天
騒
動
し
て
、

東
西
に
騒
ぎ
し
に
、

一
の
御
厩
に
立
ら
れ
た
り
け
る
葦
毛
の
御
馬
、
膝
を
折
っ
て
三

度
噺

へ
け
り
。
此
馬
は
即
ち
達
摩
大
師
の
変
作
な
り
。
太
子
の
誕
生
御
約
諾
有
り
し

事
な
る
に
よ
り
て
、
達
1　
、
太
子
の
御
誕
生
の
遅
き
事
を
い
か
に
や
と
、
勧
め
給
ひ

し
に
、
こ
の
馬
の
声
を
聞
し
召
し
て
、
則
ち
御
誕
生
な
り
ぬ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
厩
戸

の
皇
子
と
名
付
け
奉
る
事
、
こ
の
御
契
に
よ
っ
て
な
り
。

さ
て
侍
女
采
女
抱
き
奉
り
宮
に
入
れ
奉
る
。
后
ま
た
安
宿
あ
い
の
内
に
恙
な
く
、

皇
子
驚
き
て
局
、
侍
従
の
あ

へ
る
に
、
庭
に
た
ち
ま
ち
に
赤
く
黄
な
る
光
あ
っ
て
、

西
方
よ
hソ
来
た
っ
て
、
殿
の
内
を
照
耀
す
る
事
、
や
i
久
し
く
し
て
止
み
ぬ
。

敏
達
天
皇
な
を
皇
子
の
宮
に
す
は
れ
り
。
た
ち
ま
ち
に
こ
の
異
を
聞
き
て
、
乗
り

物
に
命
じ
て
廓
ん
で
よ
ろ
ほ
ひ
て
ん
と
に
を
よ
び
て
、
又
照
耀
す
る
事
あ
り
。
天
皇



天

「
こ
う
」

11

　

文

「思
禅
師
」

異

「
ゑ
ぜ
ん
じ
」

天

「
ゑ
ぜ
ん
し
」

国

「
恵
思
禅
師
」

12

　

文

「機
縁
」

異

「
け
ち
え
ん
」

天

「
け
ち
ゑ
ん
」

国

「
き
え
ん
」

13

　

文

「思
禅
師
」

異

「
ゑ
ぜ
ん
じ
」

天

「
ゑ
ぜ
ん
し
」

国

「
恵
思
禅
師
は
」

14

　

文

・
天

・
国

「衆
生
」

異

「
し
ゆ
し
や
う
」

15

　

文

「后

「
シ
ヒ
ト
ノ
皇
女
」

異

「
こ
う
く
わ
う
女
」

天

「后
皇
女
」

ミ
メ

(
シ

ヒ
‘r
ノ

ヒ
メ
ミ

ー

国

「
妃
間
人

皇
女
」

16

　

文

「宿
ロ
ソ
」

異

・
天

「
や
と
ら
ん
」

六
九

代
には誤
りて、
「ね
んく
ほう
こほう
しゃとれく
こほうし。
む
め
の
木

の
し
た
に
は
め
き
ら
き
き
の
神
の
さ
ふ
ら
ふ
そ
」
と
い
ひ
な
せ
り
。
こ
れ
は
誤
り
な

39

り
。
す
べ
て
天
代
、
入
胎
、
出
胎
、
出
家
、
降
魔
、
成
道
、
転
法
輪
、
入
涅
槃
の
八

相
、
乃
至
幼
稚
の
御
有
様
悉
く
釈
尊
、
古
に
変
る
御
事
な
か
り
き
。
希
代
の
不
思
議

な
り
。
さ
て
も
か
や
う
に
め
で
た
き
な
か
に
、

一
つ
の
嘆
き
あ
り
。
太
子
誕
生
の
後
、

右
の
御
手
を
捧
げ
て
、
開
く
事
な
し
。
玉
に
瑕
の
風
情
か
な
と
、
御
乳
母
た
ち
こ
れ

を
嘆
き
あ

へ
り
。

国

「
万
方
」

エ

シ

セ

ソ
シ

5

　

文

「恵
思
禅
師
」

異

「
ゑ
じ
ぜ
ん
し
」

天

「
ゑ
い
禅
師
」

エ

シ

ゼ

ソ
シ

国

「慧
思
禅
師
」

6

　

文

「思
禅
師
」

異

「
ゑ
ぜ
ん
し
」

天

「
ゑ
せ
ん
し
」

s　

a

　

y
s
s

国

「
恵
思
禅
師
」

7

　

文

「思
禅
師
」

異

「
ゑ
ぜ
ん
し
」

天

「
ゑ
ぜ
ん
じ
」

{

シ

セ
ソ
シ

国

「恵
思
禅
師
」

8

　

文

「
ス
ヽ
メ
テ
」

異

「す
X
む
て
」

天

・
国

「
す
i
ん
て
」

9

　

文

・
国

「行
」

異

「
こ
う
」

天

「
ご
う
」

10

　

文

・
国

「業
」

異

「
け
う
」

1

　

文

「先
生
御
事
」

異

「ぜ
ん
し
や
う
の
御
事
」

天

「先
生
御
事
」

国

「前
生
の
御
事
」

2

　

文

「先
身
」

異

「
せ
ん
し
ん
」

天

「ぜ
ん
し
ん
」

国

「
前
身
」

3

　

峰
の
名
を
、

シ

カ
イ

　

タ
ワ
カ
イ

　

4　

11
1
　

　

4

文

「紫
蓋
、
花
蓋
、
恵
日
、
解

脱
、
般
若
」

異

「
し
が
ひ
、
は
か
ひ
、
ゑ
日
、

け
た
つ
、
は
ん
に
や
」

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

蓋
」
と
す
る
。

万

「般
若
、
桂
枯
、
恵
日
、
嘱

融
、
紫
蓋
」

4

　

文

「
万
郊
」

異

「ば
ん
ほ
う
」

天

「ば
ん
ぼ
う
」

天

「
じ
か
い
、
は
か
い
、
ゑ
日
、

げ
だ
つ
、
般
若
」

シ

ゲ
イ

　

(

ガ
イ

　

エ

ー’
チ

　

ケ

国

「紫
蓋
、
巴
蓋
、
恵
日
、
解

脱
、
般
若
」
と

し

割
注

に

「或
云
東

二
(
恵
日
、
南

二

(
般
若
、
西

二
(
祝
融
、
北

二
(
桂
か
つ
、
中
央
二
(
紫



22

文

「
ツ
ヰ
テ
」

異

「
つ
き
」

天

「次
」

国
、
該
当
ナ
シ
。

23

 

文

「聊
」

異
・
天
・
国

「
い
さ
y

24

 

文

「変
化
」

異

「
へ
ん
さ
」

天

「変
作
」

国

「変
作
」

25

 

文
、
異
文

異

「
き
さ
き
ま
た
あ
ん
し
ゅ
く

あ
い
の
う
ち
に

つ

X
か

な

く
」

天

「き
さ
き
ま
た
あ
ん
し
ゅ
く

国

「
や
と
ら
ん
と
」

17

　

文

「
ト
コ
シ
ヤ
エ
ニ
」

異

・
国

「
と
こ
し
な

へ
に
」

天

「
と
こ
し
な

へ
て
に
」

18

　

文

「
至
リ
」

異

「
い
へ
り
」

天

「
の
た
ま
ふ
」

国

「中
な
ら
は
せ
り
」

案

「
い
へ
り
」
が
よ
い
か
。

19

　

文

「
四
大
調
和
」

異

「
し
た
ひ
に
う
わ
」

天

「
四
た
ひ
に
う
わ
」

国

「支
肺
柔
和
」

20

　

文

「
ア
タ
カ
モ
」

異

「あ
た
か
」

天

「あ
か
さ
」

国

「あ
か
き
事
」

21

　

文

「四
弘
誓
願
」

異

「
こ
う
せ
い
く
わ
ん
」

天

「
弘
誓
願
」

四

グ
ウ
セ
イ
タ
(
y

国

「
―
弘
誓
願
」

ツ
キ
f
ス
ヒ
メ

文

・
国

「月
益
姫
」

異

「
あ
ま
て
る
ひ
め
」

天

「
天
て
る
ひ
め
」

七
〇

き
」1

1

4

　

4
　

e
　
s
4

　

j
　

国

「大
湯
座
若
湯
座
」

30

　

文
、
異
文
。

異

「
わ
う
し
を
き
さ
き
に
さ
づ

く
」

天

「
皇
子
を
き
さ

き

に

さ

つ

く
」

国

「
ま
た
豊
日
尊
に
さ
づ
け
ら

る
、
尊
ま
た
皇
妃
に
さ
づ
け

給
ふ
」

案

「
こ
れ
」
字
の
脱
か
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

脈
の
直
写
か
。

26

　

文

・
国
、
異
文
。

異

「
つ
ほ
ね
侍
従
の
あ

へ
る
に

に
わ
に
た
ち
ま
ち
に
あ
か
く

き
な
る
ひ
か
り
あ
つ
て
」

天

「
つ
ほ
ね
侍
従
の
あ

へ
る
に

庭
に
た
ち
ま
ち
に
あ
か
く
き

な
る
ひ
か
り
あ
つ
て
」

案
、『
な
に
か
祖
本
に
錯
簡
が
存

在
し
た
か
。

27

　

文

・
国
、
該
当
ナ
シ
。

あ
ひ
の
内
に
て
っ
X
か
な
く
」

　　　

28

国

’「妃
も
ま
た
っ
X
か
な
く
幄

内
に
安
宿
し
給
て
」

寛
文

「妃
も
又
っ
X
が
な
く
幄

う
ち

　

あ
ん
し
ゆ
く

の
内
に
安
宿
ま
し
ま
す
」

案

「安
宿
幄
内
」
と
い
う
漢
文

29

 

文
、
異
文
。

異

・
天

「
お
ほ
ゆ

き

わ

か

ゆ

異

「
と
つ
つ
て
こ
ろ
ほ
ひ
て
ん

　　　

31

と
に
を
よ
ひ
て
」

天

「
と
ん
て
よ
ろ
ほ
ひ
出
む
と

32

 

文

「赤
染
」

異

・
天

「あ
か
そ
め
」

国

「赤
染
井
」

33

 

文

「千
歳
」

異

「
千
さ
い
」

天

「
せ
ん
さ
い
」

国

「千
歳
井
」

に
を
よ
ひ
て
」

文
、
異
文
。

異

「
お
ほ
き
に
こ
と
な
っ
て
」

天

「大
き
に
こ
と
な
っ
て
」

国
、
該
当
ナ
シ
。



覚
悟
せ
ず
申
す
や
う
、
「
さ
や
う
の
御
大
事
を
披
露
あ
ら
ん
事
を
、
い
か
で
か
帝

に

奏
進
な
く
し
て
は
、
た
や
す
く
我
ら
ば
か
り
に
て
許
し
奉
る
べ
き
。
」
と
中
し

け

れ

ば
、
此
の
事
さ
て
は
我
大
願
に
障
碩
出
来
り
な
ん
と
思
し
召

し

て
、
「誠
に
は
阿
児

セ
ソ
シ
f
ウ

35

　

文

「先
生
」

34

 

文

・
国

「冷
水
」

異

「れ
い
す
い
」

天

「
れ
ひ
水
」

天
、
欠
文

国

「
せ
う
び
」

`
ツ
タ
イ

　

シ
`
ツ
タ
イ

カ
ウ
ヤ

タ
ウ

39

　

文

「
入
胎
、
出
胎
、
降
魔
等
の

瑞
相
」

異

「
て
ん
た
い
に
っ
た
い
し
ゆ

つ
た
い
し
ゆ
つ
け
か
う
ま
し

や
う
た
う
て
ん
ほ
う
り
ん
に

う
ね
は
ん
の
八
さ
う
」

天

「天
代
日
代
し
ゆ
つ
た
い
し

ゆ
け
か
う
ま
せ
う
た
う
て
む

ほ
う
り
ん
に
う
ね
は
ん
の
八

さ
う
」

テ
ソ
タ
イ

　

・’
ツ
タ
イ

シ

ー
ツ
タ
イ

シ

`
ツ

国

{天
胎
、
入
胎
、
出
胎
、
出

ケ

　

が
ウ

?

　　

シ
ヤ
ワ
ダ
ウ

テ
ソ
ポ
ウ
リ
y

家
、
降
魔
、
成
道
、
転
法
輪
、

一}
ウ
ネ

(
S　

4

　

48
6

入
涅
槃
の
八
相
)

が
い
へ
る
に
非
ず
。
さ
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
我
も
御
寝
な
ら
む
。
汝
も
寝
よ
。」

と
仰
せ
ら
れ
し
ほ
ど
に
、
玉
照
姫
、
誠
に
も
や
と
思
ひ
て
ま
ど
ろ
み
ぬ
。

太
子
は
思
し
召
す
や
う
、

「夜
も
明
け
な
ば
、
此
の
事
天
皇
聞
こ
し
召
さ
れ
宮
中

に
も
風
聞
あ
ら
ば
旁
々
障
り
と
な
り
ぬ
べ
し
。
未
だ
夜
も
明
け
ぬ
ほ
ど
に
、
我
大
願

を
遂
げ
ば
や
。」
と
思
し
召
し
て
、

御
乳
母
た
ち
に
も
知
ら
せ
ず
、
密
か
に
御
寝
所

を
立
ち
出
さ
せ
給
ひ
て
、
御
衣
な
ど
も
召
さ
れ
ば
人
知
る
べ
き
あ
ひ
だ
、
た
ゞ
夜
召

さ
れ
し
あ
か
っ
き
御
袴
0
ま
i
に
て
御
出
あ
り
、
東
方
に
向
っ
て
左
右
の
御
掌
を
合

せ
て
、
「南
無
佛
」
と
三
度
称

へ
さ
せ
給
ひ
て
、
誕
生
よ
り
こ
の
か
た
開
か
せ
給

は

ざ
り
っ
る
右
の
御
手
を
左
右
に
合
掌
し
て
、
「南
無
佛
」
と
称
名
し
て
、
こ
れ

を
開

か
せ
給
ひ
し
に
、
如
来
の
御
舎
利

一
粒
を
御
所
持
あ
り
け
り
。

さ
て
南
無
の
御
声
に
驚
き
て
御
乳
母
た
ち
起
き
騒
ぎ
て
見
奉
れ
ば
宮
中
宮
外
光
明

照
朗
せ
り
。
太
子
は
御
袴
ば
か
り
に
て
御
膚
を
現
し
、
東
に
向
か
ひ
て
、
御
手
に
物

を
持
ち
給
へ
る
よ
り
、
光
を
放
っ
て
世
界
を
照
ら
す
。
こ
の
無
佛
世
界
に
初
め
て
三

法
の
名
字
を
称

へ
初
め
て
衆
生
の
耳
に
触
れ
さ
せ
、
利
益
を
得
せ
し
め
ん
と
思
し
召

し
け
る
あ
ひ
だ
、
二
歳
の
中
旬
は
時
分
常
住
た
る
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
開
き
初
め
給

ひ
け
り
。
又
佛
法
東
漸
の
い
は
れ
を
表
し
ま
し
ま
す
也
。
今
法
隆
寺
御
舎
利
は
南
無

仏
の
時
の
御
舎
利
な
り
。

七
-

異

「
ぜ
ん
じ
や
り
」

天

「
せ
ん
し
や
う
」

国

「
前
生
J

36

　

文

・
国

「古
法
師
」

異

「
こ
ほ
う
し
」

天

「
小
法
師
」

37

　

文

「
七
生
」

異

「
一
つ
し
や
う
」

天

「
一
生
」

国

「
一
生
」

38

　

文

「垂
跡
」

異

「
せ
う
ひ
」

太
子
二
歳
の
御
年

二
月
十
五
日
の
暁
、
玉
照
姫
に
密
か
に
告
げ
て
の
た
ま
ふ

ゃ

う
、
「阿
児
に
大
き

な
る
1　
あ
り
。
今
宵
明
け
な
ば
、
明
旦
に
天
下
に
披
露
せ
ば
や
と
思
ふ
事
あ
り
。
汝

ら相
構
へてく
騒ぎす
る事
な
かれ。」
そ
の時
玉照
姫、
太子
の御深意
を
も

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)



I

　

文

「
相
構
テ
」

異
「あ
ひかま
いてく
」

天
「かまえ
てく
」

国

「あ
ひ
か
ま
へ
て
」

2

　

文

「只
ロ

ヘ
ル
ソ
」

異

「
い
は
へ
る
そ
」

天

・
国

「
い
へ
る
に
あ
ら
す
」

3

　

文

「赤
キ
」

異

・
国

「あ
か
き
」

天

「あ
か
っ
き
」

4

　

文

「照
耀
」

異

・
国

「
せ
う
よ
う
」

天

「
せ
う
ら
う
」

5

　

文

「
三
宝
」

国

「
三
宝
」

異

「
三
ほ
う
」

天

「
三
法
」

6

　

文

「
二
月
」

異

・
天

「
二
さ
い
」

国

「
二
影
」

チ

フ
y
シ
霖
チ
ウ

7

　

文

「時
分
正
中
」

異

「
じ
ぷ
ん
し
や
う
ち
う
」

天

「自
分
じ
や
う
し
う
」

国

「
し
ぶ
ん
じ
や
う
ぢ
う
」

1

　

文

「宮
ノ
」

異

「
み
や
う
」

天

「
み
や
う
」

国

「宮
の
」

2

文

「
一
旦
ノ
」

異

・
国

「
一
た
ん
の
」

天

「
一
た
ん
」

七
二

3

　

文

「然

間
」

異

「
し
か
る
あ
い
た
」

天

「
し
か
る
あ
ひ
た
」

国

「
し
か
る
間
」

4

　

案
、
「御
」
字
術
字
と
認
め

I

字
削
除
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

て
申
さ
せ
給
ふ
や
う
、

し
か
る
ひ
た
た
松
の
葉
を
愛
す
べ
し
。」

と
仰
せ
ら
れ
し
か
ば
、

皇
子
も
皇
后
も
御

感
に
耐
え
ざ
り
き
。

「桃
花
は
こ
れ

一
旦
栄
木
、
松
の
葉
は
千
年
の
貞
木
な
り
。

太
子
四
歳

父
の
皇
子
の
宮
、
磐
余
池
辺
双
槻
宮
、
御
舎
兄
、
久
米
王
子
。
丸
子
王
子
、
筒
島

王
子
を
始
め
奉
り
て
、
太
子
も
そ
の
中
に
交
は
り
御
遊
戯
あ
り
け
り
。
い
さ
X
か
御

声
高
く
し
て
、
御
謬
論
あ
り
け
る
に
、
父
の
皇
子
聞
召
さ
れ
て
、
御
身
づ
か
ら
杖
を

執

っ
て
王
子
た
ち
の
御
中
へ
立
ち
向
か
ひ
給
ひ
し
に
。
余
の
王
子
た
ち
は
皆
散
り
散

り
に
逃
げ
隠
れ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
太
子

一
人
逃
げ
給
は
ず
、
御
肩
の
御
衣
を
脱
ぎ

御
膚
を
顕
し
て
膝
ま
づ
き
て
、
皇
子
に
向
は
せ
給
ふ
。
そ
の
時
父
の
帝
杖
側
め
て
、

太
子
に
向
ひ
奉
り
、
宣
ふ
や
う
、
「余
の
王
子
た
ち
は
朕
に
恐
れ
を
な

し

て
、
皆
逃

げ
隠
れ
給
ふ
に
、
太
子

一
人
な
ん
ぞ
恐
れ
ず
し
て
向
ひ
給
ふ
や
。
」
時
に
太
子

い
と

け
な
き
御
心
に
申
さ
せ
給
ふ
や
う
、

「我
過
っ
て
戯
謬
を
過
ご
し
て
、

父
帝
の
御
怒

り
を
被
ぶ
り
、
こ
れ
不
孝
の
至
り
な
り
。
父
母
に
不
孝
の
も
の
は
、
天
に
は
梵
天
帝

釈
も
こ
れ
を
守
護
せ
ず
。
地
に
は
堅
牢
地
神
も
地
を
戴
か
ず
と
い
へ
り
。
し
か
れ
ば

太
子
三
歳

春
三
月
三
日
、
皇
子
、
母
后
、
侍
女
、
采
女
斉
整
と
し
て
、
太
子
を
抱
き
奉
り
て
、

宮
う
の
後
薗
に
出
御
な
っ
て
、
桃
花
の
御
遊
宴
あ
り
て
、
皇
子
自
ら
桃
花
と
、
又
傍

ら
に
あ
り
け
る
松
の
葉
と
二
つ
折
り
て
、

太
子
に
中
さ
せ
給
ふ
や
う
、

「
松
の
葉
と

桃
花
と
は
い
づ
れ
か
愛
し
思
し
召
す
や
。
」

と
問
ひ
奉
り
給
ひ
し
か
ば
、

太
子
答

へ



―

　

文

「杖
ヲ
」

異

・
天

「
つ
え
を
」

国

「杖
を
」

2

　

文

「
戯
咲
」

異

・
天

「
け
し
よ
う
」

国

「戯
謬
」

3

　

文

「蒙
ふ
る
」

太
子
の
た
ま
は
く
、
「汝
ら
の
申
す
所
誠
に
そ
の
い
は
れ
あ
り
。
阿
児
も
そ
の
義

を

知
ら
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
我
国
の
位
を
継
ぐ
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。

此
敏
達
天
皇
、
世
を
知
ろ
し
め
さ
ん
事
十
四
年
な
る
べ
し
。
そ
の
次
に
は
我
父
の
天

皇
位
を
継
ぎ
給
ふ
べ
し
。
そ
れ
も
わ
づ
か
に
二
か
年
の
内
、
十
か
月
の
間
に
崩
御
な

る
べ
し
。
そ
の
次
に
我
御
叔
父
崇
峻
天
皇
御
即
位
あ
る
べ
し
。
そ
れ
も
久
し
か
ら
ず

し
て
、
人
の
た
め
に
残
害
せ
ら
れ
給
ふ
べ
し
。

そ
の
後
に
た
ゞ
今
の
御
伯
母
の
后
、
位
に
就
い
て
、
女
帝
と
し
て
三
十
六
年
の
御

治
世
あ
る
べ
し
。
阿
児
は
こ
の
帝
の
御
時
、
摂
政
の
位
を
承
っ
て
帝
の
御
政
道
を
輔

け
奉
る
べ
き
故
に
、
未
来
は
我
君
主
た
る
べ
き
故
に
拝
み
奉
る
な
り
。
」
と
こ
ま
や
か

に
御
物
語
あ
り
し
ほ
ど
に
、
三
人
の
御
乳
母
も
こ
と
は
り
と
い
ひ
、
未
来
の
御
事
を

明
ら
か
に
仰
せ
あ
り
し
か
ば
、
奇
異
の
思
ひ
を
な
せ
り
。

さ
て
こ
の
時
、
百
済
国
よ
り
先
生
の
御
弟
子
、
学
呵
博
士
と
い
ふ
外
典
の
学
者
渡

れ
り
。
太
子
の
外
典
の
御
師
匠
と
し
て
孔
子
、
老
子
の
教

へ
を
授
け

奉

り
、

予

て

「
筆
墨
を
我
に
献
ず
べ
し
。
」
と
て
、
書
芸
を
習
ひ
学
し
お
は
し
ま
す
也
。
こ
の
時
ま

で
は
日
本
国
に
墨
を
擦
り
、
筆
を
執
る
芸
も
な
か
り
き
。
た
ゞ
縄
を
結
び
、
木
を
刻

み
、
政
を
な
し
け
る
に
、
こ
の
太
子
の
御
代
に
初
め
て
筆
墨
の
技
起
こ
れ
り
と
あ
り
、

実
に
内
外
の
舟
揖
、
人
天
の
師
範
に
て
お
は
し
ま
せ
り
。
か
の
学
呵
博
士
と
申
す
唐

人
は
、
日
本
国
に
て
は
五
徳
の
博
士
と
号
せ
り
と
云
々
。

我
天
に
階
立
て
て
も
登
る
べ
か
ら
ず
。
地
に
穴
掘
り
て
も
隠
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
故

に
我
父
の
御
杖
を
受
け
て
御
怒
り
を
休
め
ん
と
思
ひ
し
が
故
に
向
ひ
奉

る
。」
と
内

外
の
教
戒
少
し
も
漏
る
る
事
な
く
申
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
皇
子
も
御
杖
を
捨
て
て
御

涙
に
咽
び
。
と
か
う
の
御
返
事
も
な
か
り
け
り
。

異

・
国

「
か
う
ふ
る
」

天

「
か
ふ
む
り
」

4

　

文

「教
戒
」

異

「
け
う
が
い
」

天

「
け
ふ
か
い
」

国

「教
誠
」

ワ
ウ
ノ
ク
ラ
イ

ー

　

文

「
王

　

位
」

異

「
ほ
う
ゐ
」

天

「
ほ
う
位
」

国

「
宝
位
」

七
三

太
子
五
歳

太
子
御
伯
母
推
古
女
帝
后
に
立
ち
給
ふ
。
大
臣
公
卿
拝
礼
の
儀
式
を
執
り
行
な
ひ

し
に
、
太
子
密
か
に
出
御
な
っ
て
、
諸
卿
の
御
前
に
進
ん
で
、
列
に
立
っ
て
奉
拝
の

儀
式
を
な
し
給
ふ
。
時
に
三
人
の
御
乳
母
、
こ
れ
を
見
奉
り
て
、
急
ぎ
宮
に
入
れ
奉

り
て
申
す
や
う
、
「
太
子
は
我
が
君
の
儲
の
君
に
て
、
十
善
の
宝
位
に
備
は
り
給

ふ

べき東宮
にておはします
に、
な
んぞ
かろぐ
しく大地
に御
足を下
ろし給

ふ
や
。
大
国
の
風
儀
は
い
か
ゞ
侍
ら
ん
。
我
が
国
の
習
ひ
は
国
の
く
ら
位
に
備
は
ら

せ
給
ふ
人
は
、
直
に
地
を
踏
む
事
な
し
。
い
か
ゞ
は
せ
ん
。」
と
嘆
き
侍
り

し

に
。

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)



4

　

文

「先
世
」

異

・
天

「
せ
ん
し
や
う
」

国

「前
生
」

5

　

文

「
サ
ッ
ケ
奉
リ
」

異

「
さ
づ
け
奉
り
」

天

「
さ
つ
け
奉
り
」

国

「
ま
な
び
給

へ
り
」

タ

ー

　

タ
ラ
イ

2

　

文

「国
ノ
位

二
」

異

・
天

「国
の
位
に
」

ミ
カ
ト
ノ
タ
ラ
ヰ

国

「帝

　

位
に
」

3

　

文

「位
ヲ
継
テ
」

異

「位
を
つ
い
て
」

天

「位
に
付
て
」

国

「位
に
つ
き
給
て
」

七
四

に
、
更
に
忘
れ
ず
。
し
か
る
べ
き
は
披
見
す
べ
し
。」
と
重
ね
て
申
さ
せ
給
ひ
し
に
、

先
生
の
御
事
、
こ
の
時
初
め
て
、
往
因
を
説
き
給
ひ
し
か
ば
、
天
皇
も
諸
卿
も
不
思

議
の
思
ひ
を
な
し
お
は
し
ま
す
。
そ
の
時
、
と
も
か
ふ
も
御
計
ら
ひ
た
る
べ
し
と
て
、

宮
中
潔
祭
し
て
、
経
論
を
披
見
し
講
読
お
は
し
ま
す
。
太
子
天
皇
に
中
さ
せ
給
ふ
や

う
、
「
こ
の
経
論
を
披
見
し
候
ふ
に
、
軸
々
異
な
り
と
い
へ
ど

も
、
凡
そ
の
所
説
、

諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
の
理
を
宗
旨
と
せ
り
。
し
か
れ
ば
国
々
の
殺
生
を
禁
断
し
ま

し
ま
す
べ
し
。
か
る
が
ゆ
へ
に
か
の
日
時
に
月
の
六
斎
、
年
の
二
季
に
殺
生
を
止
め

給
ふ
べ
し
。
そ
の
ゆ
へ
に
か
の
日
時
に
一
切
衆
生
の
善
悪
の
行
を
記
し
て
。
黒
白
の

礼
に
載
す
る
時
分
な
り
。
天
に
は
梵
天
、
帝
釈
こ
れ
を
記
し
、
地
に
は
閻
魔
法
王
こ

れ
を
記
す
。
か
る
が
ゆ
へ
に
月
の
六
斎
、
年
の
二
季
に
は
こ
れ
を
止
む
べ
し
。
二
季

と
は
二
、
八
月
の
彼
岸
な
り
。
こ
れ
は
昼
夜
斉
等
に
し
て
、
時
分
の
正
中
た
る
ゆ
へ

な
り
。
こ
の
時
分
に
国
に
殺
生
を
断
じ
、
人
に
戒
を
授
け
し
め
ば
、
天
子
寿
命
を
延

べ
、
国
土
に
侠
災
な
か
る
べ
し
。」
と
申
さ
せ
給
ひ
し
ほ
ど

に
、
即
ち
綸
旨
を
下
さ

れ
、
国
土
に
斎
日
の
殺
生
禁
断
せ
ら
れ
け
り
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

I

　

文

「然

ヘ
ク
「
」

異

「
し
か
る

へ
く
は
」

天

「
し
か
る
へ
き
は
」

国
、
該
当
ナ
シ
。

2

　

文

「成
シ
マ
シ
マ
ス
」

異

・
天

「
な
し
お
は
し
ま
す
」

国

「
な
し
給
ふ
」

3

　

文

「結
界
シ
テ
」

異

「
け
い
か
ひ
し
て
」

天

「契
祭
し
て
」

国

「潔
斎
し
て
」

4

　

文

「
講
讃
シ
マ
シ
マ
ス
」

太
子
六
歳

十
月
の
頃
。
百
済
国
よ
り
法
花
、
勝
鬘
等
の
経
論
二
百
余
巻
を
渡
さ
る
。
天
皇
に

奏
聞
を
経
て
、
こ
れ
を
読
み
明
か
さ
せ
給
ひ
け
り
。
如
来
の
聖
教
の
日
本
へ
渡
る
事
、

こ
の
年
に
始
ま
る
也
。

太
子
七
歳

時
の
帝
に
奏
し
給
ふ

や

う
。
「去
年
百
済
よ
り
渡
る
と
こ
ろ
の
経
論
二
百
余
巻
、

御
許
し
を
蒙
り
て
、
こ
れ
を
披
見
せ
ば
や
と
存
じ
候
ふ
。」
と
奏
し
給

ふ

に
、
左
右

な
く
許
し
給
は
ず
。
「
い
か
で
か
た
や
す
く
大
聖
の
教
え
を
悟
り
給
ふ
べ
き
や
。」
時

に
太
子
は
天
皇
に
申
さ
せ
給
ふ
や
う
。
「
君
は
知
ろ
し
召

さ
じ
。
我
は
震
旦
の
衡
州

衡
山
に
六
生
ま
で
住
処
を
占
め
、
此
の
如
来
の
遺
教
を
修
学
せ
り
。
我
今
こ
の
国
に

生
を
受
け
て
、
七
か
年
に
及
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
憶
持
不
忘
の
徳
を
具
足
せ
る
が
ゆ
へ



異

・
天

「
そ
の
ゆ

へ
に
」

国

「
そ
の
ゆ

へ
は
」

6

　

文

・
国

「業
」

異

「
け
う
」

天

「き
や
う
」

異

「
か
う
と
く
し

お

は

し

ま

す
」

天

「
か
う
と
く
を
は
し
ま
す
」

国

「講
読
し
給
」

5

　

文

「其
故

「
」

太
子
八
歳

冬
十
月
、
新
羅
国
の
大
王
よ
り
弘
賀
、
栄
賢
と
申
す
臣
下
二
人
を
召
し
、
勅
し
て

金
銅
の
釈
迦
の
三
尊
を
、
我
朝
人
王
三
十

一
代
の
帝
敏
達
天
皇
に
挙
送
し
給
ひ
し
か

ば
、
君
も
臣
も
同
じ
く
と
も
に
御
感
あ
っ
て
、
件
の
佛
像
を
崇
む
べ
き
の
旨
、
殿
上

に
御
清
談
あ
る
と
き
、
物
部
守
屋
の
大
臣
進
み
出
て
、
異
議
を
申
さ
る
X
や
う
、
「抑

我
朝
日
本
国
は
、
神
明
の
初
め
て
創
り
出
し
給
へ
る
国
な
る
が
故
に
、
神
明
国
と
名

付
け
て
、
貴
賤
上
下
の
諸
人
、
神
の
生
育
し
給
へ
ば
、
神
の
氏
子
な
り
。
劫
初
よ
り

こ
の
か
た
、
此
国
の
衆
生
、
神
事
を
も
て
国
の
政
と
す
。
し
か
れ
ば
則
ち

一
天
の
風

和
ら
か
に
し
て
、
四
海
波
静
か
な
り
。
し
か
る
に
今
他
国
の
異
形
を
崇
め
給
は
尺

定
め
て
我
朝
の
神
明
の
霊
荒
れ
て
、
国
中
に
自
然
に
災
難
を
な
し
給
は
ん
事
、
疑
ひ

あ
る
べ
か
ら
ず
。」
と
申
し
て
座
を
立
ち
、
宮
中
に
退
出
仕
り

け

り
。
こ
れ
ぞ
守
屋

の
大
臣
仏
法
を
違
逆
し
、
太
子
に
敵
対
し
奉
り
給
ふ
初
め
に
て
侍
け
る
也
。
時
に
太

子
、
か
の
釈
迦
如
来
の
凡
夫
の
昔
、
正
覚
を
成
じ
、
滅
後
の
利
生
を
説
き
給

へ
ば
、

上

一
天
の
君
よ
り
、
下
諸
臣
下
に
至
り
て
、

一
代
教
主
、
大
聖
釈
迦
如
来
の
因
位
果

後
の
徳
を
、
明
ら
か
に
太
子
こ
れ
を
説
き
給
へ
り
。
「
凡
そ
、
此
の
佛
は
今
度
初

め

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

て
正
覚
を
成
ず
る
に
あ
ら
ず
。
既
に
五
百
塵
点
劫
の
古
、
三
阿
僧
祇
劫
の
間
、
大
功

の
修
行
円
満
し
て
、
久
成
正
覚
の
古
佛
な
り
と
い
へ
ど
も
、
従
果
向
因
の
利
生
を
も

っ
て
、
世
々
番
々
に
娑
婆
に
出
世
し
て
従
因
至
果
の
正
覚
を
称
へ
、
三
有
の
群
類
を

度
し
給
へ
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
こ
の
度
正
覚
を
と
り
、
此
朝
よ
り
十
万
余
里
の
浬
浪

を
隔
て
て
中
天
竺
の
王
宮
に
御
誕
生
あ
っ
て
、
御
名
を
ば
悉
達
太
子
と
号
す
。
十
善

万
乗
の
位
に
備
は
り
給
ふ
べ
き
儲
君
の
御
身
な
り
と
い
へ
ど
も
、
七
歳
に
し
て
発
心

し
、
十
九
に
し
て
出
家
し
、
三
十
に
し
て
成
仏
し
給
へ
り
。

一
代
八
万
の
教
法
を
説

き
給
ひ
し
か
ば
、
在
世
、
滅
後
を
嫌
は
ず
、
有
縁
無
縁
の
者
、
龍
畜
鬼
神
を
し
な
べ

て
未
来
成
仏
の
記
別
に
預
か
り
給
ふ
。
遂
に
在
世
八
十
か
年
の
化
儀
事
終
っ
て
、
悉

く
入
滅
し
給
ふ
時
、
滅
後
の
衆
生
を
利
せ
ん
が
た
め
に
、
御
身
を
金
銅
の
聖
容
に
写

し
留
め
給
へ
り
。
し
か
る
に
如
来
滅
後
の
後
、
天
竺
に
留
ま
っ
て
一
千
余
歳
、
生
身

に
代
っ
て
利
益
を
施
し
給
ふ
。
そ
の
後
震
旦
、
新
羅
国
に
渡
り
給
ふ
、
四
百
余
歳
な

り
。
阿
児
先
生
に
衡
山
に
お
い
て
崇
め
奉
る
多
生
の
御
本
尊
、
か
く
の
ご
と
く
天
竺
、

震
旦
を
し
な
べ
国
王
、
大
臣

一
心
に
崇
め
奉
る
所
の
南
哨
部
提
第

一
の
霊
像
な
り
。

し
か
る
に
今
、
仏
法
東
漸
の
い
は
れ
に
て
、
我
朝
に
来
り
給
へ
り
。
劫
初
よ
り
こ
の

か
た
、
こ
の
国
の
衆
生
、
神
明
の
利
生
の
み
を
尊
と
み
、
本
地
佛
菩
薩
の
利
益
を
知

ら
ず
。
抑
我
朝
、

一
切
神
明
の
本
地
を
尋
ぬ
れ
ば
、
皆
往
古
の
如
来
、
久
成
の
薩
錘

な
り
。
時
に
よ
り
、
所
に
従
い
、
仏
菩
薩
と
現
れ
給
ふ
。
神
明
の
垂
迫
と
現
じ
給
ふ
。

し
か
れ
ば
即
ち
西
天
上
代
の
機
根
の
た
め
に
は
、
仏
菩
薩
の
形
を
現
じ
、
こ
れ
を
度

す
。
未
来
成
仏
の
記
別
を
授
け
、
東
土
末
代
の
衆
生
の
た
め
に
、
悪
鬼
邪
神
の
形
を

示
し
、
因
果
を
信
ぜ
ざ
る
邪
見
の
衆
生
を
降
伏
し
、
無
為
真
実
の
仏
道
に
入
れ
給

へ

七
五



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

り
。
も
と
よ
り
神
明
と
仏
、
た
ゞ
氷
と
水
と
の
如
し
。
影
と
形
に
相
似
た
り
。
い
ま

も
っ
て
差
別
な
し
。
し
か
れ
ば
即
ち
君
も
臣
も
も
ろ
と
も
に
。

一
切
神
明
の
そ
の
本

地
仏
菩
薩
の
、
利
生
の
た
め
に
悉
捨
多
生
険
劫
に
も
逢
ひ
が
た
き
仏
菩
薩
の
像
也
。」

と
太
子
懇
ろ
に
説
き
給
ひ
け
れ
ば
、

一
天
の
君
を
始
め
奉
り
、
群
臣

一
同
に
信
仰
の

思
ひ
を
な
し
奉
り
け
る
な
り
。

そ
の
後
大
和
国
に
大
伽
藍
を
建
て
、
元
興
寺
と
名
付
け
、
か
の
釈
迦
の
三
尊
を
安

置
し
奉
り
給
ひ
け
る
な
り
。
こ
れ
即
ち
如
来
の
滅
後
に
一
切
衆
生
の
た
め
に
釈
尊
の

真
る
い
を
残
し
留
め
給
ひ
け
る
也
。

さ
て
も
か
の
仏
法
最
初
の
釈
迦
の
像
大
和
国
元
興
寺
の
金
堂
に
安
置
し
給
ひ
け
る

を
、
太
子
御
入
滅
の
後
、
五
十
年
の
頃
に
及
び
、
人
王
三
十
九
代
、
天
智
天
皇
の
御

宇
に
及
び
、
今
の
一
の
人
の
御
先
祖
大
織
冠
の
御
嫡
男
淡
海
公
。
南
都
に
興
福
寺
を

氏
寺
に
建
て
ら
る
i
時
、
も
と
よ
り
の
元
興
寺
か
の
尺
迦
の
三
尊
を
迎

へ
奉
り
て
据

へ
奉
ら
れ
け
れ
ば
、
か
の
釈
迦
の
霊
像
則
ち
託
宜
し
て
い
は
く
、
「我
仏
法
東
漸
の

願
力
に
よ
っ
て
、
粟
散
辺
土
の
こ
の
国
ま
で
来
た
れ
り
。
か
さ
ね
て
猶
東
方
に
向
は

ん
と
欲
す
る
も
の
也
。
な
ん
ぞ
西
方
に
向
は
せ
奉
る
や
、
早
く
東
方
に
向

は
せ
奉

れ
。」
と
託
宜
し
給

へ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
昔
よ
り
末
代
に
至
る
ま

で
、
今
に
興
福

寺
の
東
金
堂
の
後
門
に
東
向
き
に
据
へ
奉
り
、
仏
法
最
初
の
釈
迦
の
像
と
申
す
は
即

ち
こ
れ
な
り
。

七
六

国

「仏
菩
薩
あ
ら
は
れ
給
」

フ
ラ

(
レ

　　　

ー

聖

・
正

「顕
“
仏
菩
薩
こ

町
1

　

異

「是
を
ど
す
」

こ
れ

天

「是
を
と
す
」

国

「
こ
れ
を
度
す
」

聖

・
正

「度
二
之
こ

8

　

異

「
ぶ
つ
だ
と
」

天

「仏
だ
ゞ
」

国

「仏
陀
と
は
」

聖

「仏
陀

「
」

正

「仏
陀
」

9

　

異

「
し
ん
る
い
を
」

天

「
し
ん
る
ひ
を
」

国

「真
影
を
」

聖

「真
影
ヲ
」

正

「真
影
」

10

　

異

「
も
と
よ
り
の
く
わ
ん
こ
う

じ
」

天

「も
と
よ
り
の
元
興
寺
の
」

国

「元
興
寺
の
」

聖

・
正

「自
二
本
元
興
寺
‘」

2

　

異

・
天

「
こ
っ
し
よ
よ
り
」

国

「劫
初
よ
り
」

聖

・
正

「従
二
劫
初
こ

3

　

異

「
ゐ
ん
い
く
わ

こ

の
と

く

を
」

天

「
い
む
く
わ
に
此
し
ゆ
と
く

を
」

国

「因
位
果
後
の
く
と
く
を
」

イ
y
イ

タ
ワ
ー
ノ

　

ヲ

聖

「因
位
果
後
功
徳
」

ヰ
y
キ

タ
ワ
コ
ノ

　

ヲ

正

「因
位
果
後
功
徳

4

　

異

・
天

・
国

「
を
し
な

へ
」

聖

「押
並
テ
」

正

「押
並
ご

5

　

異

「
な
ん
ゑ
ん
ぶ
た
い
」

天

「
せ
ん
ふ
た
ひ
」

国

「南
閻
浮
提
」

聖

・
正

「南
閻
浮
提
」

6

　

異

「佛
ほ
さ
っ
と
あ
ら
わ
れ
給

ふ
」

天

「佛
ほ
さ
っ
と
あ
ら
は
れ
給

ふ
」

1

　

異

・
国

「
ち
よ
く
し
と
し
て
」

天

「
ち
よ
く
し
て
」

聖
「勅
1　。

正
「訳
詞
蝉



吹
く
風
に
琴
を
調
べ
、
か
の
歌
の
調
子
と
こ
し
な

へ
に
、
岸
打
つ
波
を
鼓
と
し
、
此

歌
の
音
曲
を
助
け
、
州
崎
の
千
鳥
の
友
呼
ぶ
声
ま
で
も
、
心
を
澄
ま
し
、
遊
曲
の
励

な
り
。
か
く
の
如
く
、
吹
く
風
立
つ
波
に
つ
け
て
、

一
切
を
眼
に
見
、
耳
に
聞
く
類
、

い
づ
れ
も
流
水
の
弁
舌
滞
り
な
し
。

面
白
く
今
様
を
歌
ひ
侍
り
け
る
そ
の
声
妙
に
し
て
、
誠
に
面
白
く
侍
り
け
る
あ
ひ

だ、
夜
るく
天
より変
化
の者
天下
り、
そ
の色赤
色
にし
て、
左
右
のまな
は

こ
明
星
の
如
し
。
光
を
放
つ
鬼
神
に
て
侍
り
け
り
。
八
島
が
家
の
瓦
の
上
に
居
て
、

歌
の
曲
を
聞
き
侍
り
け
る
。
鬼
神
歌
の
曲
を
聞
き
、
感
に
堪
え
ず
。
共
に
声
を
出
し

て
歌
ひ
侍
り
け
れ
ば
面
白
き
事
1　
へ
ん
か
た
も
な
か
り
け
る
な
り
。
天
の
明
け
方
に

は
掻
き
消
す
や
う
に
う
ち
失
せ
侍
り
け
り
。
人
を
出
し
そ
の
行
方
を
見
せ
し
め
け
れ

ば
光
を
放
し
、
難
波
の
浦
よ
り
南

へ
三
十
余
丁
、
虚
空
を
飛
ん
で
住
吉
の
浦
の
海
の

中

へ
飛
び
入
り
侍
り
き
。

此鬼神
さまぐ
に禁
忌
の歌を歌
ひ侍
りけり。
八島怪
しく思
ふゃう、此

の
事
い
か
さ
ま
に
も
国
王
大
臣
と
ぅ
の
御
大
事
の
物
怪
い
け
と
思
ひ
て
、
内
裏
に
参

り此
の由を奏聞す。時
の帝敏達天皇諸臣下を召
し、
「そもく
前代
先
王

の
御
代
に
も
か
や
う
の
事
侍
り
け
る
や
、
確
か
に
例
文
を
引
き
勘
へ
申
さ
る
べ
し
。」

と
御
尋
ね
あ
り
け
れ
ば
、
各
々
先
規
の
例
文
を
引
か
る
と
い
へ
ど
も
分
明
な
ら
ず
。

そ
の
時
天
皇
、
誠
や
聖
徳
太
子
こ
そ
未
然
方
来
の
徳
を
備

へ
、

一
切
の
事
に
お
ゐ
て
、

明
ら
か
に
知
ろ
し
召
す
御
事
な
れ
ば
、
此
の
事
太
子
に
伺
ひ
奉
ら
ん
と
思
し
召
し
て
、

太
子
に
尋
ね
奉
り
給
ひ
け
れ
ば
、
太
子
誠
に
鏡
に
懸
け
曇
り
な
く
、
勘
奏
し
奉
り
給

ふ
。
「抑
こ
れ
は
空
に
住
む
災
或
星
と
申
星
に
て
侍
な
り
。
か
の
星
は
下
界
の
人
間

七
七

内
侍
所
の
事

我
朝
開
開
の
初
め
に
、
天
照
太
神
宮
の
御
本
地
の
事
、
黍
な
く
も
太
神
宮
高
間
が

原
に
お
ゐ
て
、
三
面
の
銅
鏡
の
面
を
末
代
の
氏
子
に
我
本
地
の
御
体
を
知
ら
し
め
ん

と
、
神
明
御
身
づ
か
ら
、
我
御
体
を
銅
の
鏡
に
写
し
留
め
給
ふ
に
、
神
の
仕
業
、
心

の
如
く
ま
し
ま
す
べ
け
れ
ど
も
、
思
ふ
ゃ
う
に
御
本
地
写
さ
せ
給
は
ざ
り
け
れ
は
、

第

一
番
に
あ
た
っ
て
、
現
れ
給
ふ
御
正
体
の
御
鏡
を
紀
伊
の
国
、
吉
野
川
に
投
げ
入

れ
奉
り
給
へ
り
。
紀
伊
の
浦
の
海
人
網
に
掛
け
引
き
上
げ
奉
る
。
今
の
日
前
の
宮
こ

れ
な
り
。
第
二
番
に
写
し
留
め
給
ふ
に
も
御
心
の
如
く
現
れ
給
は
ざ
り
け
れ
ば
、
伊

勢
の
海
に
捨
て
奉
り
給
へ
り
。
伊
勢
の
国
鏡
の
宮
こ
れ
な
り
。
伊
勢
太
神
宮
の
御
正

体
に
て
お
は
し
き
。
第
三
番
に
御
正
体
思
ふ
ゃ
う
に
現
れ
給
ふ
を
ば
、
百
王

一
百
代

の
御
重
宝
と
し
て
、
内
裏
の
温
明
殿
に
ま
し
ま
す
内
侍
所
の
御
鏡
こ
れ
な
り
。
抑
天

照
太
神
宮
の
選
び
て
現
れ
奉
り
給

へ
る
と
こ
ろ
の
、
内
侍
所
の
御
鏡
の
面
に
映
し
現

れ
ま
し
ま
す
真
実
の
御
正
体
と
申
す
は
、
今
の
聖
徳
太
子
の
御
本
地
の
観
音
に
て
ま

しく
き
と
云
。々

太
子
九
歳

夏
六
月
の
頃
、

一
つ
の
奇
特
侍
り
。
津
の
国
難
波
の
浦
の
州
崎
に
家
を
造
り
、
心

を
す
さ
ま
し
、
歌
を
詠
ず
る
人
侍
り
。
こ
の
人
我
朝
に
初
め
て
今
様
を
詠
じ
出
し
て

け
る
人
な
り
。
そ
の
姓
名
を
ば
土
師
の
む
ら
八
島
と
申
け
る
な
り
。
わ
ざ
と
海
辺
を

住
所
と
し
て
昼
は
ひ
め
も
す
に
歌
ひ
暮
ら
し
、
夜
は
夜
も
す
が
ら
歌
ひ
明
か
し
、
松

覚
什

『聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)



5

　

異

「
ま
な
こ
は
」

天

「
ま
な
こ
」

国

「
ま
な
こ
は
光

か

X
や
き

て
」

聖

「眼

「
」

正
、
該
当
ナ
シ
。

6

　

異

「行
す
ゑ
」

天

「行
末
」

国

「行
か
た
」

聖

「行
末
ヲ
」

正
、
該
当
ナ
シ
。

7

　

異

「
ひ
か
り
を
は
な
ち
」

天

「
ひ
か
り
を
は
な
し
」

国

「光
を
は
な
ち
」

聖

「放
レ
光
」

正
、
該
当
ナ
シ
。

8

　

異

「御
大
事
の
も
つ
け
い
け
と

お
も
ひ
て
」

天

「御
大
事
の
も
つ
け
い
け
と

思
も
ひ
て
」

国

「御
大
事
」

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

に
も
し
戦
兵
乱
起
り
、
飢
渇
、
不
熟
と
う
の
災
難
出
現
せ
ん
と
て
は
、
か
の
星
童
子

の
形
を
現
じ
、
人
間
に
天
下
り
、
世
間
の
諸
々
の
小
童
子
の
中
に
相
交
は
り
、
未
だ

来
た
ら
ざ
る
前
に
、
人
の
善
悪
の
事
を
謡
に
作
り
、
披
露
し
侍
る
も
の
な
り
。
天
に

口
な
し
、
人
を
も
っ
て
囃
ら
し
む
と
い
へ
り
。
も
っ
て
の
外
禁
忌
の
歌
ど
も
を
歌
ひ

侍
る
。
天
下
の
乱
れ
、
日
本
の
大
難
出
来
し
侍
る
べ
し
。

一
定
東
方
よ
り
千
島
の
夷
、

我
朝
に
攻
め
来
た
っ
て
、
王
位
に
望
み
を
な
し
侍
る
べ
し
。
明
年
の
春
三
月
の
中
、

よくく
御慎
みあ
るべし。」
と御奏聞あ
りけ
れ
ば、
君も
臣も東
夷
か兵難

を
恐
れ
て
、
太
子
の
御
知
恵
の
や
む
ご
と
な
き
御
事
を
尊
み
奉
り
給
ひ
、
悉
く
通
達

し
給
ふ
の
み
な
ら
ず
、
か
く
の
如
く
天
の
変
化
を
な
す
天
文
地
利
の
冥
道
を
も
よ
く

鏡
に
懸
け
明
ら
か
に
相
し
給
ひ
け
る
御
事
、
有
難
さ
よ
と
万
人
尊
と
み
を
な
し
奉
り

給
ひ
け
る
な
り
。

七
八

聖

「寫
r
ノ
御
大
事

ノ
物
佐

也
」

―

　

異

・
天

「
心
を
す
ま
し
」

国

「
心
を
す
ま
し
け
り
」

聖

「
澄
二
心
」

正

「
澄
レ
心
」

2

　

異

「
は
し
の
む
ら
八
島
」

天

「
土
師
の
む
ら
や
し
ま
」

(

シ
ノ
ム
ヲ
シ
ャ

シ

マ

国

「土
師
連

八
島
」

c　

a

　　

4
1s
as
ヤ
シ

?

聖

「土
師
ノ
連
八
島
」

正

「土
師
之
連
八
島
丸
」

3

　

異

・
国

「
て
う
し
と
し
」

天

「
て
う
し
と
こ
し
な

へ
に
」

聖

「為
二
調
子
‘」

正

「為
二
調
子
‘」

4

　

異
「よるく
」

天

「夜
よ
る
」

国
「よなく
」

聖

「夜
々
」

正

「
夜
と
」

正

「天
下
之
御
大
事
也
ト
テ
」

9

　

異

「
せ
ん
だ
い
せ
ん
わ
う
の
御

代
に
も
」

天

「
せ
ん
た
い
せ
ん
わ
う
の
御

代
に
も
」

国
、
該
当
ナ
シ
。

セ
y
タ
イ

ノ
3

タ
イ

ー{

聖

「先
代
王
御
代
」

正
、
該
当
ナ
シ
。

9

　

異

「
か
ゞ
み
に
か
げ
」

天
rK
かけ」

国
、
異
文
。

聖

「懸
レ
鏡
」

正
、
該
当
ナ
シ
。

10

　

異

「太
子
の
御
ち
ゑ
の
や
ん
こ

と
な
き
事
を
た
っ
と
み
奉
り

給
ひ
ことく
く
っう
た
っ

し
た
ま
ふ
の
み
な
ら
す
か
く

の
こ
と
く
天
の
へ
ん
け
を
な

す
天
文
地
利
の
み
ゃ
う
だ
う



も
よ
く
か
i
み
に
か
け
あ
き

ら
か
に
そ
う
し
給
ひ
け
る
御

事
あ
り
が
た
さ
よ
と
万
人
だ

っ
と
み
を
な
し
奉
り
給
ひ
け

る
也
」

天

「太
子
の
御
ち
へ
の
や
む
事

な
し
御
事
を
た
っ
と
み
奉
り

給
ひことく
く
っう
た
っ

し
給
ふ
の
み
な
ら
す
彼
こ
と

く
天
の
へ
ん
を
な
す
天
文
地

利
の
み
ゃ
う
を
も
よ
く
鏡
に

懸
明
ら
か
に
そ
う
し
給
ひ
け

る
御
事
の
あ
り
か
た
さ
よ
と

万
人
た
っ
と
み
を
な
し
た
て

ま
っ
り
給
ひ
け
る
な
り
」

国

「
さ
て
も
や
ん
こ
と
な
き
御

ナ
イ
t

tS
4
　
　
1S
S

　

ツ
ウ
タ
ツ

事
か
な
内
典
外
典
に
通
達
し

給
ふ
の
ふ
な
ら
す
刄
舅
t
密

を
あ
き
ら
か
に
鬼
神
変
化
の

ミ
ヤ
ウ
タ
ウ

　

サ
ツ

冥
道
と
も
察
し
給
ふ
事
の
有

り
か
た
さ
よ
と
太
子
の
御
ち

ゑ
の
ほ
ど
を
た
つ
と
み
か
ん

じ
申
さ
れ
け
り
」

聖

「太
子
ノ
御
知
恵

ノ
無
二
止

a
l

マ
シ

フ
ス

7

p

　

ミ

事
‘
御

事
奉
レ
貴
給
ヒ
キ
、

ノ

　　　

タ
イ
テ
ソ
タ
ヱ

抑
、
此
君

(
、
内
典
外
典
ヲ

a卜
く

　　

シ

悉
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a

難
レ
有
サ
ヨ
ト
万
人
奉
レ
成
二

貴
‘
給
ヶ
リ
」

正

「太
子
之
御
智
恵
之

無
二
止

事
‘御
事
歩
一貴
給
ヒ
キ
」

災
或
星
の
歌
の
事

か
の
変
化
の
者
主
歌
を
面
白
く
聞
き
取
り
て
、
共
に
歌
ひ
侍
り
け
る
ほ
ど
に
、
鬼

神
の
本
性
の
声
、
恐
れ
侍
り
け
れ
ば
、
主
の
八
島
今
様
の
曲
を
留
め
侍
り
け
れ
ば
、

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

鬼
神
我
身
の
科
な
り
と
思
ひ
出
て
、
今

一
度
主
の
歌
の
聞
か
ま
ほ
し
さ
に
、
通
力
自

在
の
者
に
て
侍
り
け
る
、
己
が
本
性
の
恐
れ
な
る
声
を
引
き
替
へ
て
、
妙
な
る
声
に

て
面
白
く
歌
の
曲
を
詠
じ
侍
り
け
れ
ば
、
主
心
と
け
て
感
に
堪
え
ず
、
共
に
歌
ひ
侍

り
け
る
に
、
東
西
澄
み
渡
り
て
、
面
白
か
り
け
る
な
り
。
八
島
も
共
に
歌
ひ
侍
り
け

る
。
二
人
同
音
に
歌
ひ
侍
べ
り
け
れ
ば
、
面
白
き
と
も
い
ふ
ば
か
り
な
し
。
八
島
、

か
X
る
変
化
の
物
に
言
語
を
交
へ
悪
し
か
り
な
ん
。
か
の
交
名
住
所
を
今
様
に
歌
ひ

相
尋
ね
ば
や
と
思
ひ
て
、
夜
更
け
人
静
ま
り
て
、
五
更
の
天
に
及
び
て
、
時
の
調
子

を
取
り
歌
ひ
侍
る
。
そ
の
曲
に
い
は
く
、

我
宿
の
莞
に
作
る
声
は
誰
確
か
に
名
乗
れ
四
方
の
草
ど
も

と、
三返ば
かり押
し返
しく
面白く
歌
ひ侍
りければ
、
か
の変化
の者、
モ

の
返
歌
に
己
が
身
の
交
名
住
所
を
悉
く
明
ら
か
に
歌
ひ
現
し
侍
り
け
る
。
そ
の
歌
に

い
は
く
、

天
の
原
南
に
巡
る
夏
見
星
豊
聡
に
問

へ
四
方
の
草
ど
も

こ
れ
を
三
返
ば
か
り
歌
ひ
、
天
も
明
け
方
に
な
り
侍
り
け
れ
ば
、
難
波
の
浦
よ
り
三

十
余
町
虚
空
を
飛
び
、
住
吉
の
浦
の
海
中
に
沈
み
侍
り
。

太
子
奏
し
て
宜
ふ
、
「抑
、
此
変
化
の
者
は
空
に
住
む
災
或
星
と
申
す
星
な

り
。

そ
れ
天
に
五
星
あ
り
。
各
々
五
方
に
住
す
。
五
性
の
位
を
表
す
。
そ
の
色
五
色
な
り
。

東
方
に
は
歳
星
と
申
す
。
四
季
の
中
に
は
春
三
月
を
領
ず
。
五
性
の
中
に
は
木
を
掌

る
星
な
り
。
五
色
の
中
に
は
そ
の
色
青
き
な
り
。
甲
乙
也
。
南
方
に
は
焚
或
星
と
中

す
。
夏
三
月
を
領
ず
。
五
性
の
中
に
は
火
を
掌
る
。
そ
の
色
赤
き
也
。
丙
丁
。
西
方

に
は
太
白
星
と
申
す
。
秋
三
月
を
領
ず
。
五
性
の
内
に
は
金
を
掌
る
。
そ
の
色
白
き

七
九



天

「
五
し
や
う
」

国
、
異
文
。

5

　

異

「
五
き
や
う
」

天

「
五
せ
う
」

国
、
異
文
。

6

　

異

「
五
き
や
う
」

天

「
五
し
や
う
」

国
、
異
文
。

7

　

異

「
五
き
や
う
の
中
に
は
天
下

を
お
さ
め
」

天

「此
ご
し
や
う
て
ん
か
を
納

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

な
り
。
戊
己
。
北
方
に
は
震
星
と
申
す
。
冬
三
月
を
領
ず
。
五
性
の
内
に
は
水
を
掌

る
。
そ
の
色
黒
き
也
。
庚
辛
。
中
央
に
は
鎮
星
と
申
す
。
中
を
領
ず
。
五
性
の
な
か

に
は
土
を
掌
る
。
そ
の
色
黄
な
り
。
壬
葵
。
此
の
五
星
天
下
を
治
め
、
国
土
を
守
る

物
也
。
し
か
る
に
天
下
に
災
難
起
こ
ら
ん
と
て
は
、
此
星
様
々
に
変
化
し
て
、
先
立

ち
て
こ
れ
を
示
す
も
の
な
り
。
」

時
に

「
な
を
も
っ
て
か
や
う
に
は
奏
し
た
ま
ふ
も
の
也
。」
太
子
重
ね
て
勅
答
申

し
給
ふ
や
う
。
「
か
の
星
の
歌
の
曲
に
て
知
り

侍

り
。
天
の
原
南
に
巡
る
夏
見
星
豊

聡
に
問

へ
四
方
の
草
ど
も
と
は
我
朝
の
大
和
言
葉
に
空
を
ば
天
の
原
と
詠
め
る
故
に

我
は
浦
南
の
方
に
住
む
と
答

へ
侍
る
。
次
に
夏
火
星
と
歌
ひ
侍
る
は
夏
と
い
ふ
文
字

は
夏
と
訓
ず
る
文
字
な
り
。
火
と
い
ふ
文
字
は
ひ
と
訓
ず
る
文
字
な
り
。
か
る
が
ゆ

へ
に
空
に
は
南
方
に
住
み
、
四
季
の
中
に
は
夏
三
月
を
領
ず
。
五
行
の
中
に
は
火
を

掌
る
物
な
り
と
、
答

へ
侍
る
な
り
。
終
り
の
句
に
豊
聡
に
問

へ
と
申
す
は
、
日
本
国

に
は
十
八
の
異
名
あ
り
。
そ
の
中
に
豊
葦
原
の
国
と
申
侍
あ
り
。
そ
の
所
は
阿
児
が

名
字
を
も
豊
聡
の
皇
子
と
申
し
侍
る
。
さ
て
こ
そ
豊
聡
に
問

へ
と
は
歌

ひ
侍

る

な

り
。
」

八
〇

て
」

国

「此
星
た
か
ひ
に
天
下
を
お

さ
め
」

8

　

異

「時
に
猶
い
か
や
う
に
は
モ

う
し
給
ふ
や
」

天

「時
に
な
を
も
っ
て
そ
う
し

給
ふ
物
な
り
」

国
、
該
当
ナ
シ
。

9

　

異

「
そ
ら
み
な
み
の
か
た
に
」

天

「う
ら
み
な
み
の
方
に
」

国
、
該
当
ナ
シ
。

I

　

異

「
五
き
や
う
」

天

「
五
し
や
う
」

国

「
五
行
」

2

　

異

「
五
き
や
う
」

天

「
五
し
や
う
」

国
、
異
文
。

3

　

異

「
五
き
や
う
」

天

「
五
し
や
う
」

国
、
異
文
。

4

　

異

「
五
き
や
う
」

太
子
十
歳

春
二
月
下
旬
の
頃
。

一
天
の
乱
、
朝
家
の
御
大
事
出
で
来
る
。
去
年
六
月
の
頃
災

或
星
の
告
げ
に
よ
っ
て
、
太
子
御
奏
聞
の
御
言
葉
、

一
言
と
し
て
違
ひ
侍
ら
ず
、
東

夷
攻
め
来
た
っ
て
我
朝
の
王
位
を
奪
は
ん
と
し
て
、
合
戦
を
な
し
侍
る
也
。

抑
も
か
の
東
夷
が
本
国
と
申
は
、
我
朝
よ
り
東
北
鬼
門
の
方
に
相
当
り
、
漫
々
た

る
大
海
の
中
に

一
千
三
十
余
の
島
国
あ
り
、
こ
れ
を
蝦
夷
が
千
島
と
名
付
け
侍
る
。

か
の
千
島
の
荒
夷
ど
も
四
人
の
大
将
軍
を
先
と
し
て
数
千
万
億
の
春
族
ど
も
を
召
し

具
し
て
、
我
朝
の
王
位
を
奪
ひ
奉
ら
ん
と
す
。
聖
徳
太
子
生
年
十
歳
の
春
の
頃
、
日

本
国
に
攻
め
来
た
る
。
時
に
我
朝
の
王
城
は
、
大
和
の
国
磯
城
の
郡
三
輪
の
里
古
蒙



の
村
初
瀬
川
の
辺
、
磯
城
嶋
金
刺
の
宮
こ
れ
な
り
。
か
の
蝦
夷
が
千
島
の
大
勢
、
日

本
に
押
し
渡
り
て
東
山
道
、
東
海
道
両
道
よ
り
王
城

へ
攻
め
の
ぽ
り
け
り
。
そ
の
勢

幾
千
億
と
い
ふ
数
を
知
ら
ず
。
先
陣
は
既
に
大
和
の
国
三
輪
の
山
北
、
城
戸
が
峰
に

陣
を
取
り
侍
り
け
れ
ば
、
後
陣
の
大
勢
は
奥
州
石
開
、
石
踏
、
秋
田
の
城
を
未
だ
出

で
ゃ
ら
ず
と
い
へ
り
。
ま
こ
と
に
天
下
の
乱
、
日
本
の
勝
事
な
り
。
上

一
天
の
君
よ

り
、
下
万
民
に
至
る
ま
で
憂

へ
嘆
き
、
た
ゞ
此
事
に
極
ま
れ
り
。
上
下
仰
天
、
東
西

を弁
へず。夷大勢
は
いよく
夜
を日
に継
いで、乱
入し侍
りければ、
帝大

き
に
叡
慮
を
驚
か
し
、
多
く
の
臣
下
を
召
し
御
尋
ね
あ

り
。
「抑
上
代
に
も
東
夷
日

本
に
発
向
し
、

か
く
の
如
く
国
に
悩
み
を
な
す
先
規
あ
り
ゃ
。」

と
勅
し
給

へ
ば
、

各
々
大
臣
勅
答
申
し
給
ふ
。
「
凡
そ
日
本
国
は
粟
散
辺
土
の
小
国
な
り
と
い
へ
ど
も
、

東
夷
西
戎
や
X
も
す
れ
ば
、
西
よ
り
新
羅
、
百
済
の
夷
ど
も
攻
め
来
た
る
事
、
度
々

に
及゙
べ
り
。
又
千
島
の
荒
夷
ど
も
攻
め
来
た
る
事
、
上
古
上
代
に
も
そ
の
例
侍
る
な

り
。
人
王
十
二
代
景
行
天
皇
の
御
時
、
東
夷
日
本
に
発
向
仕
る
、
昔
も
そ
の
例
な
き

に
あ
ら
ず
。
そ
れ
は
上
古
上
代
の
事
に
て
侍
る
、
伝
え
て
の
み
ぞ
承
る
。
こ
れ
は
ま

の
あ
た
り
王
城

へ
乱
入
す
。
皇
居
既
に
危
う
き
事
に
及
び
侍
り
。
諸
国
の
軍
兵
を
召

さ
る
る
時
分
も
待
た
ず
、
夷
の
大
将
軍
た
ち
ま
ち
に
内
裏
に
発
向
す
べ
き
由
風
聞
す
。

い
か
ゞ
。」
と
嘆
き
申
し
給
ひ
け

れ
ば
、
時
の
帝
敏
達
天
皇
、
か
の
夷
が
兵
難
を
恐

れ
給
ひ
て
鳳
閥
を
辞
し
て
、
た
ち
ま
ち
に
他
所

へ
忍
び
の
行
幸
を
な
し
給
ふ
。
天
照

太
神
の
御
代
、
人
王
の
重
宝
と
伝
ふ
る
と
こ
ろ
の
神
璽
、
宝
剣
、
内
侍
所
等
の
三
種

の神
器、御随
身あ
りて、鳳車
に召
され
て速
やかに皇居
を立
ち出
ましく

て
。
大
和
の
国
稲
淵
山
の
奥
の
谷
に
行
幸
な
ら
せ
給
へ
る
御
輿
の
前
後
に
は
、
卿
相

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

雲
客
、
徒
裸
足
に
て
御
供
仕
り
給

へ
り
。
采
女
の
官
女
等
は
ま
た
各
裳
袴
の
側
を
取

り
、
愁
嘆
し
て
申
さ
れ
け
る
や
う

は
、
「抑
天
照
太
神
は
、
我
朝
の
百
王

一
百
代
安

無
為
に
守
ら
ん
と
い
ふ
御
誓
願
侍
る
に
、
当
帝
ま
で
は
僅
か
に
三
十

一
代
な
り
。
未

だ
六
十
九
代
を
だ
に
も
守
り
給
は
ず
。
御
裳
濯
川
の
御
流
、
此
の
御
代
に
絶
え
果
て

給
ふ
事
よ
。」
と
、
泣
き
悲
し
み
合
ひ
給
へ
り
。
恭
く
も
天
子
は
王
宮
を
既
に
出

さ

せ
給
ひ
、
山
林
に
迷
ひ
給
ひ
き
。
御
有
様
夢
と
も
覚
え
ず
。
現
と
も
思
ひ
分
き
た
る

方
も
な
し
。
あ
さ
ま
し
か
り
け
る
御
事
な
り
。

遂
に
稲
淵
山
の
谷
に
鳳
車
の
御
輿
を
昇
き
据
へ
奉
り
、
天
皇
太
子
を
招
じ
奉
り
て

詔
し
給
は
く
、
「
さ
て
も
去
年
の
焚
或
星
の
告
げ
に
よ
っ
て
奏
し
給
ひ
し
に
違
は
ず
、

今
此
の
大
難
起
こ
れ
り
。
い
か
に
と
し
て
か
、
か
の
東
夷
が
難
を
鋏
め
給
は
ん
や
。」

太
子
勅
答
申
し
給
ふ
や
う
、
「誠
に
一
天
の
大
事
、
四
海
の
嘆
き
此
事
に
極
ま
り
侍

る
。
た
ゞ
し
、
群
臣
の
詮
議
ど
も
を
承
る
に
罪
業
の
根
源
、
殺
生
の
基
と
覚
え
侍
る
。

か
の
夷
ど
も
の
形
、
鬼
神
に
同
じ
。
力
用
自
在
な
り
。
あ
る
ひ
は
放
つ
矢
の
先
に
毒

を
塗
り
け
れ
ば
、
か
の
毒
の
矢
に
当
る
者
、
千
万
人
か
中
に

一
人
も
助
か
り
難
き
も

の
也
。
あ
る
ひ
は
霧
を
降
ら
し
城
を
隠
し
、
様
。々
戦
の
秘
術
侍
り
け
れ
ぱ
、
日
本
の

軍
兵
ど
も
百
万
騎
を
も
っ
て
合
戦
し
給
ふ
と
も
、
さ
ら
に
適
ふ
べ
か
ら
ず
。
も
し
な

を
強
い
て
戦
を
な
さ
し
め
ば
、
両
方
と
も
に
殺
生
の
根
源
、
罪
業
の
基
た
る
べ
く
侯

ふ
。
我
進
ん
で
自
ら
戦
場
に
赴
か
ん
と
す
れ
ば
、
幼
少
の
身
に
し
て
そ
の
力
用
適
ひ

難
し
。
退
ひ
て
黙
せ
ん
と
す
れ
ば
、
ま
た
朝
家
の
御
大
事
、
此
の
一
事
に
あ
り
。
誠

に進
退
これ極
ま
りけ
り。
世
は今
かう
とぞ
覚
え侍
る。」
と
てさ
めぐ
と
打

ち
泣
き
給
ひ
け
れ
ば
、
君
も
臣
も
再
び
王
宮
に
還
御
な
く
、
遂
に
山
野
に
隠
れ
給
ふ

八

一



八
二

ひ
け
れ
ば
、
磐
石
雷
電
の
如
く
虚
空
を
響
か
し
、
三
つ
に
割
れ
て
二
つ
は
奥
州
、
三

川
に
至
る
。
岩
根
と
い
ふ
里
あ
り
。
か
の
石
の
背
、
六
七
間
の
屋
の
如
し
。

一
つ
は

播磨
の国逸済郡
の海
の渚
に投げ付
けましく
ければ、投げ
石
の浦
と中
す。

さ
て
こ
そ
国
の
名
所
に
て
侍
る
な
り
。

次
に
副
将
軍
の
荒
夷
、
毒
の
矢
を
放
し
射
奉
り
け
れ
ば
、
太
子
天
に
向
ひ
て
の
た

ま
は
く
、
「抑
天
に
は
無
形
に
、
正
理
正
見
を
も
っ
て
体

と
す
。
今
此
の
凶
従
暴
悪

の
輩
朝
敵
と
な
り
て
、
君
王
の
叡
慮
を
悩
ま
し
奉
り
万
民
を
煩
は
す
。
か
の

一
の
矢

を
取
り
て
、
凶
従
を
降
伏
し
給

へ
。」
と
御
鞭
に
て
虚
空
に
投
げ
上
げ
給
ひ
け
れ
ば
、

再
び
大
地
に
落
ち
ず
う
ち
失
せ
け
り
。
次
に
二
の
矢
を
ま
た
御
鞭
に
懸
け
、
西
に
向

か
っ
て
投
げ
給
ひ
け
れ
ば
、
巡
か
の
西
の
紀
伊
の
国
日
前
の
宮
の
鳥
居
に
投
げ
給
ひ

け
る
。
夷
ど
も
X
己
が
頼
む
所
の
武
芸
の
道
極
ま
り
、
術
尽
き
の
侍
り
け
れ
ば
、
俄

か
に
霧
を
降
ら
し
城
を
隠
し
け
る
を
、
太
子
霧
を
晴
ら
し
給
ひ
け
れ
ば
、
城
内
城
外

の
夷
ど
も
進
退
極
ま
り
、
大
き
に
仰
天
し
侍
り
け
る
時
、
太
子
我
朝
弓
矢
の
力
用
を

思
ひ
知
ら
せ
ん
と
思
し
召
し
て
、
方
便
定
の
御
弓
、
神
通
の
鏑
矢
を
取
つ
て
よ
つ
ぴ

き
放
し
給
ふ
。
こ
れ
三
目
の
角
の
鏑
な
り
。
雷
電
の
如
く
声
を
出
し
、
夷
が
城
を
七

返
ま
で
周
り
ヽ
天

へ
鳴
り
て
登
X
7

地
に
鳴
っ
て
下
り
ヽ
上
下
ど
ん
で
ん
し
て
ヽ

一

城
の
内
の
夷
ど
も
迷
惑
せ
し
め
、
弓
矢
の
本
末
を
弁

へ
ず
。
し
か
る
に
か
の
四
人
の

大
将
ら
の
頭
に
付
き
て
回
り
け
れ
ば
、
堪
忍
す
べ
き
や
う
も
侍
ら
ず
と
て
、
四
人
の

大
将
軍
城
内
を
罷
り
出
て
、
太
子
の
御
前
に
脆
い
て
合
掌
し
、
し
か
る
べ
く
は
命
ば

か
り
を
助
け
給

へ
と
降
参
し
奉
る
。

千
島
の
荒
夷
ど
も
形
鬼
神
に
同
じ
。
髪
赤
く
色
黒
し
。
し
か
れ
ど
も
日
本
の
人
の
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べ
き
に
や
と
、
御
愁
嘆
深
か
り
け
る
御
事
な
り
。
誠
に
東
西
か
き
暮
れ
て
心
細
く
侍

り
け
る
に
、
太
子
の
だ
ゞ
一
言
を
も
っ
て
君
を
助
け
奉
り
、
乱
世
再
び
も
と
に
帰
し

給

へ
り
。
そ
の
奏
聞
に
い
は
く
、
「抑

一
天
の
乱
世
は
今
は
か
う
と
ぞ
覚
え
侍

る
。

し
か
れ
ば
阿
児
御
許
し
を
蒙
ぶ
り
、
夷
の
城
に
赴
き
、
謀
り
ご
と
を
も
っ
て
宗
と
の

大
将
軍
ら
を
攻
め
出
だ
し
、
所
存
を
相
尋
ね
、
怒
る
心
を
和
ら
げ
世
間
の
安
否
を
伺

ふ
べ
し
。」
太
子
た
ゞ
一
人
白
き
御
馬
に
召
し
、
夷
が
城

へ
打
ち
向
か
ひ
給
ひ
け
る
。

わ
ざ
と
御
供
に
は
人
召
し
具
せ
ら
れ
ず
。
た
ゞ
蘇
我
の
大
臣
ば
か
り
御
供
仕
り
侍
り

け
り
。
山
は
太
子
の
御
氏
神
、
大
和
の
国
三
輪
の
大
明
神
は
和
光
利
生
の
霊
山
な
り
。

太
子
三
輪
の
鳥
居
の
御
前
に
し
て
、
赤
衣
の
御
袖
を
掻
き
合
わ
せ
、
懇
ろ
に
東
夷
が

難
を
御
祈
請
し
給
ふ
。
た
ち
ま
ち
に
御
馬
に
召
し
、
城
に
赴
き
給
ひ
け
れ
ば
、
城
内

城外
の夷ども、太子
を目
に懸
け奉
り面
に々申
し合
いけるは、
「さ
て
く

た
y
今
見
え
来
た
る
人
は
異
相
あ
り
。
此
国
に
聖
人
出
来
し
給

へ
り
と
聞
く
、
未
だ

十
歳
ば
か
り
に
し
て
幼
稚
不
肖
な
り
。」
と
思
ひ
卑
し
め
奉
る
。

時
に
太
子
か
の
夷
ど
も
を
降
伏
せ
ん
た
め
に
初
め
て
神
力
を
現
じ
給

へ
り
。
召
さ

る
X
所
の
御
馬
に
金
鞭
を
し
と
ゞ
当
て
給
ひ
け
れ
ば
、
御
馬
た
ち
ま
ち
に
虚
空
に
登

り
峨
々
た
る
厳
山
を
御
馬
の
四
の
ひ
づ
め
に
懸
け
、
大
磐
石
を
微
塵
に
蹴
砕
き
給
ひ

て
、
太
子
御
鐙
の
鼻
に
て
、
同
じ
く
岩
山
を
蹴
砕
き
給
ひ
け
れ
ば
、
城
内
城
外
の
夷

ど
も
神
国
な
る
に
よ
り
、
た
ち
ま
ち
神
明
の
現
じ
来
た
り
給
ふ
と
て
、
大
き
に
恐
れ

お
の
X
く
。
副
将
軍
の
荒
夷
ど
も
磐
石
を
抱
き
、
遥
か
の
高
き
峰
よ
り
太
子
に
投
げ

掛け奉
り侍
りければ、
太子金
の御鞭
にてはたと合
はせましく
て、高
さ

一町ば
かり
に七度
ま
で投げ
上げ
ましく
て、そ
の後
西
に遠く投げ
さ
せ給



廻
船
の
た
め
に
渡
す
と
こ
ろ
の
色
々
の
綾
錦
と
う
の
衣
裳
ど
も
を
持
っ
て
、
瀬
皮
、

海
豹
、
と
ゞ
の
皮
を
腰
に
巻
き
。
己
が
命
と
X
も
に
惜
し
む
と
こ
ろ
の
鷲
の
名
羽
、

切
斑
。
中
黒
、
複
黒
、
天
面
、
遠
露
、
村
雲
な
ど
申
す
名
羽
ど
も
を
引
集
め
て
、
首

に
懸
け
て
侍
り
け
る
宝
を
、

太
子
の
御
前
に
備

へ
置
き
、

「
し
か
る
べ
く
は
命
と
等

し
き
宝
を
奉
る
。

命
ば
か
り
を
助
け
さ
せ
給

へ
。」
と
嘆
き
中
し
け
る
な
り
。

太
子

四
人
の
夷
の
大
将
軍
に
告
げ
て
の
た
ま
は
く
、
「抑
汝
ら
が
大
将
軍
等
の
交
名

な

ら

び
に
副
将
軍
等
の
名
字
、
総
じ
て
召
し
具
す
る
と
こ
ろ
の
勢
の
数
、
確
か
に
名
乗
り

申
せ
。」
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
夷
ど
も
各
異
口
同
音
に
名
乗
り
申
さ
ん
と
す
。
時

に
太
子
の
た
ま
は
く
、
「汝
ら
し
ば
ら
く
鎮
ま
る
べ
し
。
誠
に
汝
ら
が
交
名
、
勢
の

員
数
悉
く
先
立
ち
て
丸
は
存
じ
思
し
召
す
物
な
り
。
汝
ら
が
大
将
軍
の
交
名
、
先
づ

一
つ
に
は
綾
糟
、
二
に
は
魅
師
、
三
に
は
飛
雲
、
四
に
は
走
雲
と
い
へ
り
。
副
将
軍

は
夜
叉
神
童
、
菊
珍
童
と
い
へ
り
。
そ
の
他
召
し
具
す
る
と
こ
ろ
千
島
の
無
類
の
夷

の
数
、
三
億
六
万
八
千
七
百
舟
よ
人
な
り
。」
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
時
に
夷

ど

も

も
同
音
に
声
を
挙
げ
て
感
じ
奉
る
。
君
の
御
意
さ
ら
に
違
い
給
は
ず
。
日
本
の
神
な

り
。」
と
深
く
信
仰
奉
る
な
り
。

次
に
太
子
夷
ど
も
が
所
存
を
尋
ね
給

へ
り
。
「抑
己
ら
が
今
度
我
朝
に
渡
る
と
こ
ろ

の
所
存
、
何
事
ぞ
や
。
凡
そ
上
代
を
聞
こ
し
召
せ
ば
、
我
朝
の
人
王
十
二
代
景
行
天

皇
の
御
時
、
汝
ら
が
先
祖
の
夷
ど
も
、
今
の
如
く
多
く
の
春
族
を
引
率
し
日
本
を
従

へ
ん
と
せ
し
時
も
、
諸
軍
兵
に
勅
し
て
あ
る
ひ
は
頭
を
刎
ね
、
あ
る
ひ
は
筋
を
断
ち
、

一
人
も
本
国
に
帰
ら
ず
洙
せ
ら
る
。
今
昔
の
旧
例
を
も
っ
て

一
人
も
助
く
べ
か
ら
ず
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誄
す
べ
き
よ
し
、
君
臣

一
同
に
詮
議
す
。
既
に
相
定
ま
り
ぬ
。
今
は
東
西
南
北
よ
り

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

軍
兵
雲
霞
の
如
く
馳
せ
来
た
る
ら
ん
。
汝
ら
が
命
助
か
ら
ん
事

一
人
も
あ
る
べ
か
ら

ず
。
し
か
る
に
阿
児
は
殺
生
を
深
く
戒
む
る
間
、
か
な
は
ぬ
ま
で
も
汝
ら
を
助
け
ん

が
た
め
に、
密
か
に発向
せり。
とくく
己
らが
所存
を申
す
べし。」
と
責
め

給
ひ
け
れ
ば
、
四
人
の
大
将
軍

一
同
に
答

へ
申
し
て
い
は
く
、
「誠
に
君
の
仰
せ
の

如
く
、
昔
臣
ら
が
先
祖
の
夷
、
千
島
の
荒
夷
ど
も
を
相
催
ほ
し
、
此
国
に
罷
り
渡
り

て
侍
り
け
る
を
、

一
人
も
生
き
て
本
国
に
帰
し
給
は
ず
し
て
失
は
る
。
か
る
が
ゆ
へ

に
一
に
先
祖
の
会
稽
の
恥
を
清
め
ん
が
た
め
也
。
二
つ
に
は
又
先
祖
か
所
存
の
如
く
、

日
本
国
を
悉
く
横
領
ま
で
こ
そ
叶
ひ
が
た
く
侍
る
と
も
、
王
城
よ
り
東
、
日
本
を
半

国
賜
り
て
、
臣
ら
が
進
退
せ
ん
。」
と
申
奉
る
。
太
子
重
ね
て
の
た
ま
は
く
、
「抑
汝

ら
が
所
存
、
両
条
と
う
に
確
か
に
聞
し
召
す
。
中
に
も
日
本
国
を
従

へ
て
国
王
と
な

ら
ん
と
い
ふ
こ
そ
所
存
の
外
に
思
し
召
せ
。
そ
れ
夷
ら
が
形
鬼
神
に
同
じ
、
身
も
ま

た
鬼
神
の
力
用
あ
り
。
そ
の
勢
雲
霞
の
如
し
。
各
々
同
心
合
力
し
て
前
に
は
な
に
も

の
か
対
揚
に
及
ぶ
べ
き
や
。
誠
に
我
朝
は
粟
散
辺
土
の
小
国
也
と
い
へ
ど
も
、
神
明

の
造
り
出
し
給
へ
る
国
な
れ
ば
神
国
と
名
付
け
、
上
不
の
諸
人
は
ま
た
神
明
の
生
育

し
給
へ
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
神
の
氏
子
と
し
て
そ
の
力
用
、
他
国
の
夷
に
勝
れ
た
り
。

し
か
れ
ば
す
な
は
ち
我
生
ま
れ
て
僅
か
十
歳
な
り
。
自
ら

一
人
の
力
用
に
だ
に
も
数

千
万
の
大
勢
適
ひ
難
き
夷
ど
も
、
い
か
で
か
日
本
国
の
多
く
の
神
明
の
氏
子
を
従
へ

て
、
こ
の
国
の
主
と
な
る
べ
き
や
。
努
々
思
ひ
よ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
也
。」
と

の

た
ま
ひ
け
れ
ば
、
諸
々
の
夷
ど
も
口
を
閉
じ
、
物
を
も
申
さ
ず
。
夷
ど
も
深
く
存
仰

の
思
ひ
を
な
し
、
や
I
久
し
う
し
て
申
し
あ
ぐ
る
や
う
、
「
誠
に
愚
か
な
る

か

な
、

22朕
ら
も
と
よ
り
此
い
は
れ
弁
へ
知
ら
ず
。
先
代
に
も
後
代
に
も
こ
の
国
を
従

へ
ん
と

八
三



八
四

善
光
寺
の
如
来
の
御
事
、
天
竺
月
蓋
長
者
、
百
済
国
に
て
は
聖
明
王
、
日
本
に
は

善
光
三
世
の
契
約
の
御
事
。
天
竺
の
伽
藍
の
初
め
は
須
達
長
者
建
立
せ
し
一
百
余
院
、

祇
園
精
舎
こ
れ
な
り
。
震
旦
国
に
は
漢
の
明
帝
の
代
に
興
生
寺
、
白
馬
寺
こ
れ
な
り
。

日
本
国
に
は
仏
法
最
初
の
天
王
寺
こ
れ
な
り
。
天
竺
に
は
那
蘭
陀
寺
、
震
旦
に
は
白

馬
寺
、
日
本
に
は
六
波
羅
寺
こ
の
三
つ
の
寺
は
北
向
き
に
門
あ
り
。
信
濃
の
国
に
妹

子
勅
使
と
し
て
神
祭
し
て
、
す
な
は
ち
夜
に
人
て
倶
具
を
儲
け
、
庭
火
を
整

へ
た
き
、

太
子
七
宝
の
幣
帛
を
捧
げ
啓
上
し
給
ふ
あ
い
だ
、
承
る
も
の
皆
悲
涙
を
な
が
し
大
小

の
神
祇
宮
中
に
影
向
し
給
ふ
。
そ
れ
よ
り
葦
垣
の
宮
を
神
や
の
村
と
名
付
け
、
四
月

十
六
日
よ
り
安
居
を
初
め
て
行
ふ
。
七
月
十
六
日
に
至
り
て
九
旬
な
り
。
夏
堂
に
閑30

居
す
。
こ
れ
静
か
に
道
を
修
せ
ん
と
な
り
。
恵
慈
、
恵
惣
と
り
申
て
、
元
興
寺
よ
り
妃

行
す
。
関
伽
井
の
額
の
札
に
い
は
く
、
和
州
高
市
の
郡
に
霊
池
あ
り
。
安
居
院
の
井

と
号
す
。
甘
水
龍
宮
よ
り
流
れ
て
京
辺
に
留
ま
り
、
こ
れ
を
飲
む
に
命
を
増
す
。
知

るべしく
妙法源起覚如蜜
水
より、件
の札
は
一尺
一寸
の白金なり。
文字

は
黄
金
を
も
っ
て
記
す
。
皆
古
文
な
り
。
太
子
四
十
の
御
年
九
月
、
太
子
奏
し
て
い

は
く
ヽ
国
中
に
用
水
堤
を
築
か
し
む
・
ぴ
れ
を
は
以
前
に
池
あ
り
と
い
へ
ど
丸

ま

さ
し
く
田
の
た
め
に
池
の
堤
を
築
く
事
な
し
。
こ
れ
よ
り
初
め
て
流
れ
過
ぐ
る
水
を

池
に
築
き
込
め
、
空
し
く
落
ち
行
く
川
を
堰
き
上
げ
て
田
の
用
水
と
せ
り
。
さ
れ
ば

大
和
よ
り
築
き
始
め
て
、
山
城
の
国
に
大
な
る
溝
、
栗
隅
に
掘
る
。
こ
れ
嵯
峨
の
南

な
る
大
井
の
事
な
り
。
此
川
を
大
井
川
と
名
付
く
な
り
。
日
本
の
井
溝
の
初
め
な
り
。

白
露
に
苔
の
衣
は
し
ほ
る
と
も
月
の
光
は
濡
れ
ん
も
の
か
は

妄
念
煩
脳
の
心
、
提
婆
邪
見
に
よ
っ
て
如
来
の
正
覚
現
り
。
守
屋
が
悪
行
に
よ
っ
て

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
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思
ひ
か
け
侍
る
事
、
誠
に
も
っ
て
愚
か
也
。
し
か
る
べ
く
は
命
ば
か
り

を
助

け

給

へ
。」
と
降
を
乞
ひ
奉
り
侍
け
れ
ば
、
太
子
答

へ
て
の
た
ま
は
く
、
「抑
、
我
今
汝
ら

が
命
を
助
け
、
本
国
に
帰
さ
ん
。
己
ら
が
子
孫
、
良
今
以
後
日
本
の
た
め
恨
み
を
な

す
べ
か
ら
ず
と
、
三
輪
太
明
神
を
懸
け
奉
る
べ
し
と
確
か
に
深
き
誓
ひ
を
立

つ
べ

し
。」
と
責
め
伏
せ
給
ひ
け
れ
ば
夷
ど
も
三
輪
川
に
て
手
を
洗
ひ
口
を
濯
ぎ
、

か

の

三
輪
大
明
神
に
向
ひ
、
深
く
誓
ひ
を
立
て
X
い
は
く
、
「抑
E
ら
が
自
今
以
後
、
一一に

孫
く
に至
り、
清明
の心
をも
って、
君
を仕
へ奉
る
べし。
此
1　ひ
を
背
か
ば

天
地開
き
宜しく
、
世
に現
れ給
ふ三輪
の大明
神、
総
じ
て百
王宗
廟
の御
罰

を
被
り
子
々
孫
々
悉
く
皆
絶
え
滅
び
ん
。」
と
誓
ひ
侍
る
に
、
大
に
喜
び
の
余

り

に

日本
の重
宝たる色
の々綾
錦等禄物
に与
へ賜
ひければ、
夷ども
いよく
太

子
の
御
芳
恩
を
思
ひ
知
り
奉
り
、
立
ち
帰
り
礼
を
な
し
、
後
々
末
代
子
々
孫
々
に
至

る
ま
で
も
、
こ
の
国
に
向
ひ
恨
み
を
結
び
奉
ら
じ
と
1　
ひ
て
、
本
国
に
帰
る
。

宇
陀
の
郡
に
今
道
あ
り
。
夷
ど
も
逃
げ
失
せ
た
り
。
の
ち
に
既
に
七
百
余
歳
の
今

に
至
り
て
千
島
の
夷
、
日
本
に
発
向
す
る
事
な
し
。
誠
に
上
宮
太
子
の
興
隆
佛
法
、

利
益
衆
生
は
先
づ
が
政
道
を
も
て
す
・
御
在
世
に
黍
な
く
も
郭
征
の
夷
ど
も
従
へ
て
ヽ

末
世
の
今
に
至
り
て
、
上

一
天
の
王
位
を
安
穏
に
保
た
し
め
、
四
海
の
波
を
心
安
く

し
て
、
そ
の
後
堂
塔
を
建
て
、
仏
像
経
巻
を
崇
め
、
思
し
召
す
や
う
に
仏
法
を
御
興

行
あ
り
け
り
。
有
難
き
御
事
共
也
。
観
音
大
聖
救
世
の
御
方
便
、
有
難
か
り
け
る
御

振
舞
ひ
ど
も
な
り
。

28

欽
明
天
皇
の
御
宇
、
僧
徳
丁
巳
春
の
頃
、
霊
鷲
山
金
剛
堀
の
艮
の
隅
破
裂
し
、
白

29

雲
に
乗
じ
て
。
大
和
の
国
大
峰
に
落
山
し
ぬ
。
さ
ん
か
う
せ
ん
こ
れ
也
。



太
子
の
慈
悲
は
善
悪
に
対
敵
す
。
迷
ひ
悟
り
に
向
ふ
理
な
り
。
天
台
の
心
因
果
不
二

と
い
へ
る
。
と
も
に
ま
た
し
か
な
り
。
卑
因
単
星
を
も
っ
て
な
ら
ざ
る
な
り
。
佛
神

本
進
同

一
膝
な
る
を
、
か
れ
を
秘
し
、
こ
れ
を
知
ら
ず
。
守
屋
と
太
子
の
が
楽
名
別

な
り
。

天

「
い
ま
た
」

国

「
い
ま
」

聖

・
万

「今
」

5

　

異

「
あ
ん
ひ
を
」

天

「
あ
ん
ふ
を
」

に
い
た
り

・
い
わ
ね
と
い
ふ

里

・
あ
り
」

天

「
二
つ
は
あ
ふ
し
う
水
川
に

S
4
9

　　

5
4
8
4
あ
り

い
た
る
岩
根
と
云
里
有
」

聖
、
該
当
ナ
シ
。

万

「
一
奥
州
三
般
砂
摩
堕
付

一

ノ

11

1

4

　　

4

フ

　　

ナ

三
河
国
堕
付
今
岩
根
云
処
是

也
」

8

　

異

「
め
か
の
こ
ほ
り
の
う
み
」

天

「逸
済
郡
の
献
の
」

国

「
逸
済
郡
の
う
み
の
」

聖

「逸
済

浦
ノ
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

9

　

異

「
む
き
や
う
」

天

「無
き
や
う
に
」

国

「無
形
」

聖

「無
二
形
‘」

み
じ
ん
づ
う
の
か
ふ
ら
矢
を

と

っ
て
」

(
ウ
y
X
1
　4
　

6

　　

n
w

　

s
S
ツ
ウ

国

「方
便
定
の
御
弓
に
神
通
の

か
ふ
ら
矢
を
は
け
て
」

オ
y
タ
ラ
シ

チ

{

聖

「方
便
定
ノ
御
弓
二
智
慧
神

通
ノ
カ
フ
ラ
矢
取
テ
」

11

　

異

「
つ
け
の
か
ふ
ら
や
」

天

「
つ
の
i
か
ふ
ら
」

国

「
つ
の
i
か
ぶ
ら
」

聖

「角
カ
フ
ラ
」

万

「鏑
矢
」

19
一

　

異

「
ら
ん
で
ん
」

天

「
と
ん
ら
ん
」

国

「
ら
ん
で
ん
」

聖

「
乱
転
」

万

「乱
転
」

13

　

異

「
た
っ
ひ
」

天

「
だ
っ
い
」

国

「
こ
っ
ひ
」

聖

「紺
皮
」

万

「
虎
皮
」

八
五

―

　

異

「
ゐ
く
せ
ん
お
く
」

天

「
い
く
千
万
」

国

「
い
く
千
億
」

聖

「何
千
万
億
」

万

「何
千
万
」

2

　

異

・
国

「
い
し
ひ

ら

き

石

ふ

み
」

天

「
石
ひ
ら
き
石
ふ
み
」

聖

「
壷
ノ
石
踏
」

イ
シ
ヒ
ラ
ヤ

イ
シ
フ
ミ

万

「石
開
之
石
踏
」

3

　

異

「
あ
ん
ふ
ゐ
」

天

「あ
ん
ふ
ひ
」

国

「
あ
ん
を
ん
ふ
ゐ
」

聖

「安
穏
無
為
」

万

「安
穏
無
為
」

4

　

異

「今
」

10

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

万

「案
否
」

6

　

異
「そもく
」

天

「扨
々
」

国

・
万

「抑
」

聖

「抑
々
」

7

　

異

「
二
つ
は
奥
州
み
っ
川
に
い

た
る
い
わ
ね
と
い
ふ
さ
と
に

有
り
」

国

「
二
っ
は
あ
ふ
し
う
み
っ
川

異

「
は
う
べ
ん
ち
や
う
の
御
ゆ

み
し
ん
つ
う
の
か
ふ
ら
や
を

と

っ
て
」

天

「
ほ
う

へ
ん
ち
や
う
の
御
ゆ



聖

「
ご
I
「
」

万

「
一。」

19

　

異

・
国

「
と
も
に
」

天

「
と
う
に
」

聖

・
万

「共
」

20

　

異

・
天

「
か
う
り
よ
く
し
て
ま

へ
に
は
」

国

「
か
う
り
よ
く
し
て
す
x
む

に
は
」

聖

「
合
力

　

前

二
「
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

21

　

異

「
し
ん
か
う
」

天

「
し
ん
か
ふ
」

国

「
し
ん
は
ん
」

聖

「信
敬
」

万

「信
敬
」

22

　

異

「
し
ん
ら
」

天

「
ち
ん
ら
」

国

「
臣
等
」

聖

「
臣
等
」

万
、
異
文
。

23

 

異

「
し
ん
ら
」

天

「
ち
ん
ら
か
」

国

「
臣
等
」

聖

「
臣
等
」

万

「
臣
等
」

24

 

異
「し
Xそ
んぐ
」

天
「し
iそ
んく
」

国

「子
と
孫
と
」

聖

「子
々
孫
々
」

ウ
ミ
a
ノ
ヤ
y
ツ
ヽ
キ

f
ナ

万

「子
々
孫
々
」

25

 

異

「太
子
じ
ひ
の
あ
ま
り
に
」

天

「
大
き
に
よ
ろ
こ
ひ
の
あ
ま

り
に
」

国

「
大
し
ひ
の
あ
ま
り
に
」

聖

「大
慈
悲
之
余
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

26

 

異

「
た
う
」

天

「代
せ
ひ
と
う
」

国

「
せ
い
た
う
」

聖

「世
道
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

八
六

27

　

異

「
と
う
い
せ
い
ぢ
う
と
う
」

天

「
と
う
せ
ひ
」

国

「東
夷
西
戎
と
う
」

聖

「東
夷
西
征
等
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

28

　

異

「
り
や
う
し
ゆ
せ
ん
の
」

天

「
し
や
う
し
ゆ
せ
ん
」

国

・
聖

・
万
、
該
当
ナ
シ
。

29

　

異

「き
ん
ぶ
う
せ
ん
」

天

「
さ
ん
こ
う
せ
ん
」

国
、
該
当
ナ
シ
。

聖
、
該
当
ナ
シ
。

30

　

異

「
し
き
や
り
す
」

天

「妃
行
す
」

国

・
聖

・
万
、
該
当
ナ
シ
。

30

　

異

「是
は
せ
ん
に
」

天

「是
は
い
せ
ん
に
」

国

・
聖

・
万
、
該
当
ナ
シ
。

31

　

異

「
あ
ら
は
る
」

天

「あ
ら
は
り
」

国

・
聖

・
万
、
該
当
ナ
シ
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号
’

17

”
セ
ソ
キ

ー
ス
テ
一一

聖

「
一
同
愈
義
已
」

万

「
一
同
合
議
」

18

　

異

・
国

「
一
に
は
」

天

「
一
に
」

14

 

異

「
ゑ
ん
か
」

天

「遠
露
」

国

「
遠
霞
」

聖

・
万

「遠
霞
」

15

 

異

・
天

「時
に
」

国

「
そ
の
時
」

聖

「爾
ノ
時
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

16

 

異

「
し
ん
か
う
し
奉
る
」

天

「
し
ん
か
う
奉
る
」

国

「
し
ん
が
う
し
奉
る
」

リ

 

キ
ャ
ウ
シ

聖

「奉
‘一信
敬
‘
ケ
ル
」

万

「奉
二
信
敬
‘」

異

・
国

「
一
同
に
せ
ん
ぎ
す
で

に
」

天

「
一
同
に
せ
ん
き

す

す

て

に
」



32

 

異

「
い
裏
か
か
く
へ
つ
也
」

天

「意
楽
名
別
な
り
」

国

・
聖

・
万
、
該
当
ナ
シ

太
子
十

一
歳

春
二
月
の
頃
、
大
和
の
国
高
市
の
郡
、
難
波
剣
の
池
の
北
な
る
小
林
の
園
の
う
ち

におゐ
て、
三十
六人
の童
子を引率
して、
さまぐ
の御勝負あ
り。始
めに

は
武
芸
の
道
を
教
へ
給

へ
り
。
こ
れ
を
弓
石
の
遊
び
と
名
付
く
。
諸
々
の
童
子
に
告

げ
て
ぃ
は
く
、
「抑
日
本
は
神
国
に
し
て
人
の
心
も
賢
く
、
謀
り
ご
と
余
の
国
の
人
に

過
ぎ
た
り
。
男
子
の
身
も
っ
と
め
諸
道
に
お
ゐ
て
稽
古
あ
る
べ
き
も
の
也
。
な
か
ん

づ
く
文
武
の
二
つ
、
こ
れ
定
恵
の
二
法
也
。
文
道
の
教
を
知
る
者
は
君
の
た
め
忠
を

致
し
、
父
母
の
た
め
孝
あ
り
、
天
下
の
政
道
を
弁
へ
万
民
を
撫
育
す
る
事
、
総
じ
て

悉
く
仁
、
義
、
礼
、
智
、
信
の
五
常
の
道
を
備

へ
、
今
日
は
吉
日
な
り
。
先
づ
武
芸

の
道
を
稽
古
あ
る
べ
し
。
薬
師
十
二
神
将
、
千
手
の
廿
八
部
衆
は
皆
往
古
の
如
来
、

久
成
の
薩
城
な
り
。
各
々
随
類
応
同
の
日
、
然
な
く
も
柔
和
忍
辱
の
体
を
改
め
、
弓

矢
を
持
物
と
し
、
刀
杖
を
執
持
し
て
、
悪
魔
を
降
伏
し
給

へ
り
。
い
は
ん
や
凡
夫
に

お
ゐ
て
を
や
。
こ
の
道
欠
け
て
は
い
か
で
か
怨
敵
を
平
ら
げ
。
国
の
凶
徒
を
鎮
め
べ

き
ゃ
。」
太
子
身
づ
か
ら
先
づ
弓
を
引
き
矢
を
放
ち
給
ふ
。
昔
震
旦
に
聞
こ
え

し
養

由
が
体
を
継
ぎ
、
更
盈
が
弓
の
勢
も
か
く
や
と
見
え
た
り
。
千
度
放
し
百
度
放
ち
給

ふ
矢
ど
も
思
し
召
す
矢
壷
さ
ら
に
外
る
X
事
侍
ら
ず
。

次
に
石
の
御
遊
び
と
申
す
は
碁
、
双
六
盤
の
上
の
御
遊
ど
も
也
。
抑
も
始
め
て
此

道
を
巧
み
出
し
侍
り
け
る
人
は
、
震
旦
の
天
子
尭
王
な
ら
び
に
子
建
と
申
し
け
る
人

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

の
初
め
て
創
り
出
し
給

へ
り
。
か
や
う
の
石
の
遊
び
に
お
ゐ
て
も
太
子
悉
く
通
達
し

給

へ
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
砂
を
集
め
て
文
字
を
書
き
付
け
、
多
く
の
砂
ど
も
を
打

ち
乱
し
て
、
片
時
の
間
に
文
字
の
次
第
を
選
び
合
わ
せ
て
こ
れ
を
順
次
次
第
に
悉
く

読
み
も
連
ね
給

へ
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
か
の
御
弓
の
遊
び
こ
の
石
の
御
遊
び
ど
も
を

石
弓
の
遊
び
と
名
付
け
侍
り
き
。
こ
の
他
に
又
詩
歌
、
管
弦
と
う
の
御
遊
び
は
中
々

申
す
に
及
ば
ず
。

一
切
の
諸
道
に
お
ゐ
て
芸
能
を
極
め
給

へ
り
。

釈
尊
因
位
に
悉
達
太
子
の
古
へ
も
も
っ
て
か
く
の
如
し
。
人
間
の
一
切
の
芸
能
、

こ
と
に
は
文
武
の
両
芸
を
極
め
、
七
歳
の
御
時
は
触
飯
王
の
太
子
、
提
婆
達
多
に
対

し
て
妃
争
い
の
様
々
の
勝
負
を
な
し
給
ふ
時
、
御
弓
の
勝
負
に
定
ま
り
侍
り
け
る
時

は
、
祖
父
獅
子
頬
王
の
御
弓
、
五
百
人
し
て
張
り
け
る
を
召
し
出
さ
れ
、
七
歳
の
御

幼
稚
の
御
身

一
人
し
て
よ
く
こ
れ
を
張
り
、
弦
打
ち
し
給
ひ
け
る
御
声
、
上
は
梵
天

ま
で
遠
く
聞
こ
え
、
引
き
放
し
給
ふ
御
矢
は
過
た
ず
厚
さ
三
尺
、
七
鼓
を
射
通
し
ぬ
。

猶
大
地
の
底
、
十
六
万
八
千
由
旬
の
金
輪
際
ま
で
射
通
し
給
ひ
侍
り
き
。

今
我
朝
の
聖
徳
太
子
も
ま
た
も
っ
て
か
く
の
如
し
。
諸
々
の
童
子
に
伴
ひ
給
ひ
て
、

種
々
の
勝
負
を
決
し
給
ひ
、
或
ひ
は
相
撲
を
取
り
勝
つ
事
を
得
、
或
ひ
は
竹
馬
に
鞭

を
打
ち
、
遠
く
陸
地
を
走
り
給
へ
り
。
し
こ
う
し
て
後
に
は
万
里
の
虚
空
に
登
っ
て

雲
を
分
け
、
霞
を
踏
み
、
空
中
に
座
臥
し
飛
行
し
て
自
在
の
徳
を
施
し
給
ひ
け
り
。

時
に
童
子
た
ち
、
大
地
に
お
ほ
へ
て
だ
に
等
し
く
振
舞
ひ
侍
ら
ず
。
太
子
万
里
の
虚

空
に
登
り
給
ひ
け
れ
ば
、
諸
人
目
を
驚
か
し
て
仰
天
し
侍
り
き
。
凡
そ
大
聖
大
権
の

御
振
舞
ひ
な
れ
ば
、
初
め
て
驚
く
べ
き
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
随
類
応
同
の
前
に

は
不
思
議
な
り
け
る
御
事
ど
も
な
り
。

八
七



八
八

暫
く
主
伴
の
利
生
を
な
し
て
、
太
子
の
感
徳
を
表
し
給

へ
り
。
こ
i
を
も
っ
て
比
叡

山
の
襲
祖
慈
覚
大
師
聖
徳
太
子
の
十
六
歳
の
御
影
を
自
ら
抑
図
に
し
奉
り
ヽ
御
供
養

を
述
べ
給
ひ
け
る
時
の
御
嘆
徳
の
文
に
日

は
く
、
「添
な
く
も
上
宮
太
子
生
年
十

一

歳
に
し
て
、
諸
童
子
石
弓
の
遊
び
、
静
か
に
お
も
ん
み
れ
ば
こ
れ
三
十
七
尊
の
随
類

応
同
の
り
う
し
や
う
を
め
ぐ
ら
し
給

へ
り
。
尊
と
き
か
な
厩
戸
の
皇
子
、
御
年
十
六

歳
に
し
て
守
屋
の
け
し
ん
を
誄
せ
し
め
給
ふ
事
、
情
ら
お
も
ん
み
れ
ば
、
又
、
十
六

菩
薩
の
因
行
証
入
の
功
徳
を
表
し
給

へ
り
。」
と
云
々
。

蓮
華
三
昧
経
文
云

帰
命
本
覚
心
法
身

　　

常
住
妙
法
心
蓮
台

　　

本
来
具
足
三
身
徳

三
十
七
尊
住
心
城

　　

普
門
塵
数
諸
三
昧

　　

遠
離
因
果
法
然
具

無
辺
徳
海
本
円
満

　　

還
我
頂
礼
心
諸
佛

こ
の
経
文
に
よ
り
て
慈
覚
大
師
、
聖
徳
太
子
を
嘆
徳
し
奉
り
給
ひ
け
る
な
り
。
た
だ

し
此
の
太
子
十

一
歳
の
御
時
の
石
弓
の
御
遊
び
、
三
十
六
人
の
童
子
は

一
会
の
所
化

ど
も
な
り
。
能
化
聖
徳
太
子
を
加

へ
奉
り
、
1　
七
尊
に
満
じ
給

へ
り
。

か
く
の
如
く
連
日
の
御
遊
び
ど
も
を
父
用
明
天
皇
、
木
陰
に
立
ち
忍
び
て
御
叡
覧

あ
り
て
、
宮
に
還
御
な
り
て
。
妃
に
告
げ
て
の
給

は
く
、
「抑
こ
の
厩
戸
の
皇
子
、

年
々
歳
々
に
、
時
々
夜
々
の
御
振
舞
ひ
ど
耳
目
を
驚
か
し
奇
特
ど
も
誠
に
様
々
な
り

と
い
へ
ど
も
、
此
程
連
日
の
遊
び
ど
も
心
も
言
葉
も
及
ば
れ
ず
。

一
薗
の
内
に
三
十

六
人
の
童
子
を
八
方
に
立
て
X
唱
ふ
る
言
葉
を
同
時
に
悉
く
聞
き
分
け
給
へ
ば
、
今

日
よ
り
こ
の
太
子
を
ば
、
八
耳
の
皇
子
と
名
付
け
奉
る
べ
し
。」
太
子
十

一
歳

の
御

時
よ
り
又
、
父
用
明
天
皇
の
勅
定
に
て
八
耳
の
皇
子
と
名
付
け
奉
り
給
ひ
け
る
な
り
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

か
や
う
に
武
芸
の
御
遊
び
終
っ
て
、
そ
の
後
又
、
文
芸
を
教

へ
給

へ
り
。
時
に
太

子
の
御
兄
弟
の
王
子
た
ち
、
並
び
に
人
々
の
公
達
、
総
じ
て
1　
六
人
の
童
子
ら
に
御

約東あ
り。各
々
一切
の難字を整
へざ
る言葉
などく
、共
に書き集
めて、

面
々
に
一
巻
の
巻
物
ど
も
を
捧
げ
、
同
時
に
読
み
上
げ
て
、
太
子
に
問
ひ
奉
る
。
時

に
三
十
六
人
の
童
子
の
中
に
御
据

へ
奉
り
、
八
方
に
立
ち
別
れ
て
、
同
じ
時
に
声
を

上
げ
て
、
異
口
同
音
に
読
み
上
げ
侍
り
け
る
を
、
太
子
い
づ
れ
も
悉
く
聞
こ
し
召
し

分
け
給
ひ
侍
り
き
。
総
じ
て
天
竺
、
震
旦
、
日
域
三
国
相
承
し
て
。
読
み
伝
ふ
る
か

の
文
字
の
訓
真
を

一
々
、
銘
々
に
い
づ
れ
も
流
水
の
弁
舌
滞
り
な
く
答

へ
た
ま
侍
り

き
。
か
く
の
如
く
連
日
の
御
勝
負
に
太
子
等
し
き
人
更
に
ま
し
ま
さ
ず
。
か
の
三
十

六
人
の
童
子
の
交
名
を
ば
末
代
の
た
め
に
大
和
の
国
法
興
寺
の
講
堂
の
壁
板
に
太
子

御
自
筆
に
書
き
付
け
給
へ
り
。

麿
子
親
王

　

筒
嶋
王
子

　

米
目
王
子

　

小
林
王
子

　

大
原
王
子

　

小
嶋
王
子

雲
見
王
子

　

難
波
王
子

　

早
来
王
子

　

石
見
王
子

こ
れ
は
皆
、
太
子
御
兄
弟
並
び
に
御

一
門
の
王
子
だ
ち
な
り
。
つ
ぎ
に
は
又
、
卿
相
、

雲
客
の
君
達
そ
の
御
交
名
と
ぅ
を
書
き
連
ね
給

へ
り
。

嶋
角
童
子

　

小
嶋
童
子

　

早
走
童
子

　

鬼
勝
童
子

　

岩
手
童
子

　

月
願
童
子

桧
隈
童
子

　

小
松
童
子

　

山
路
童
子

　

板
住
童
子

　

走
出
童
子

　

椿
木
童
子

鳥
羽
童
子

　

弓
取
童
子

　

早
目
童
子

　

足
軽
童
子

　

縄
手
童
子

　

片
山
童
子

葛
来
童
子

　

十
市
童
子

　

田
1　
童
子

犬
飼
童
子

　

馬
耳
童
子

　

以
上
三
十
六
人
也

抑
も
此
三
十
六
人
の
童
子
た
ち
は
、
皆
こ
れ
大
聖
権
者
久
位
通
達
の
大
菩
薩
等
也
。

遠
山
童
子

　

高
松
童
子

　

鬼
取
童
子



異

「給
ひ
侍
り
き
」

天

「給
は
ん
へ
り
き
」

国

「給
ひ
侍
り
き
」

正

「
給
け
り
」

異

「ぎ
や
り
ち
う

ざ

ぐ

わ

に

　　　

8

し
」

天

「
さ
く
わ
し
」

国

「ぎ
や
う
ぢ
う
ざ
ぐ
は
し
」

9

　

異

・
天

「
れ
ん
日
の
」

国

「連
日
の
」

正

「連
日
ノ
」

案
、
底
本
の
折
字

「
の
」
を

一

字
削
除
。

正

「行
住
座
臥
シ
」

5

　

異

「
を
ゐ
て
」

天

「覚

へ
て
」

国

「
お
ひ
て
」

正
、
該
当
ナ
シ
。

6

　

異
、
欠
文
。

天

「
一
さ
ひ
の
な
ん
字
を
調
さ

る
こと
はな
と
く
と
も

に
」

国

「
一
さ
い
の
な
ん
字
を
と
と

の
へ逆記
な
ぞ
く
と
も

を
」

サ

カ

フ

コ
ト
バ

ト

モ

ヲ
」

7

　

異

・
国

「す

へ
」

天

「
お
す
え
」

正

「
ス

ヘ
」

遠
く
天
竺
を
と
ぶ
ら
ふ
に
釈
尊
の
在
世
ヽ
十
大
御
弟
子
目
蓮
尊
者
は
天
助
自
在
の

徳
を
備

へ
給
ひ
け
る
と
も
、
今
我
朝
の
聖
徳
太
子
は
劣
ら
ざ
り
け
り
。
又
震
旦
を
と

ぶ
ら
へ
ば
漢
家
の
天
子
初
め
て
第
三
代
、
黄
帝
と
申
け
る
国
王
の
御
世
に
十
人
の
臣

下
あ
り
き
。
釈
尊
十
大
の
御
弟
子
の
如
し
。
各
々
皆

一
徳
を
身
に
具
足
し
侍
り
き
。

20徳
黄
帝
の
十
徳
を
備
へ
十
人
の
臣
下
の
中
に
離
朱
、
伶
倫
と
て
二
人
の
臣
下
侍
り
き
。

　　

4

離
朱
と
申
け
る
臣
下
は
天
眼
自
在
の
阿
那
律
尊
者
の
如
く
に
眼
明
ら
か
な
る
徳
を
備

へ
、
居
な
が
ら
千
里
の
外
に
蚊
の
片
腿
の
落
ち
た
る
を
明
ら
か
に
こ
れ
を
見
る
。
伶

倫
と
申
し
け
る
臣
下
は
ま
た
天
耳
自
在
に
し
て
目
蓮
尊
者
の
如
し
。
耳
の
賢
き
徳
を

具
し
て
、
こ
れ
も
又
居
な
が
ら
千
里
の
外
に
蚊
の
泣
く
声
を
明
ら
か
に
こ
れ
を
聞
き

3

　

異

「
し
づ
む
」

天

「
し
つ
め
」

国

「
し
つ
む
」

正

「
シ
ツ
ム
」

侍
り
き
。

今
我
朝
の
聖
徳
太
子
も
又
々
か
く
の
如
し
。
昔
の
離
朱
が
明
ら
か
な
る
眼
を
備
へ

ず
と
い
へ
ど
も
宮
中
に
居
給
ひ
な
が
ら
、
天
竺
、
震
旦
十
方
の
事
を
皆
照
覧
し
、
古

へ
の
伶
倫
が
耳
に
あ
ら
ね
ど
も
楊
の
上
に
座
し
ま
し
’
か
く
て
本
朝
日
域
の
三
十
六

22

人
の
童
子
言
葉
を
悉
く
弁

へ
給

へ
り
。
誠
に
聖
徳
太
子
の
御
本
地
は
救
世
観
音
、
三

世
了
達
の
御
知
恵
朗
ら
か
な
り
と
い
へ
ど
も
、
随
類
応
同
の
前
に
は
不
思
議
な
り
け

る
御
事
ど
も
な
り
。

正

「
一
切
ノ
難
字
ヲ
ソ
ロ
ヱ
テ

　　　

12

2

　

異

・
天

「
そ
な

へ
」

国

「
そ
な

へ
た
り
」

正

「
ソ
ナ

ヘ
リ
」

万

「備
」

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
1　
び
に
釈
文

(
一
)

異

「
田
は
く
の
と
う
じ
」

八
九

異

・
国

「
太
子
に
ひ
と
し
き
」

天

「
太
子
ひ
と
し
き
」

正

「
太
子

二
」

10

―

　

異

「
な
ん
し
の
身
も
つ
と
め
」

天

「
な
ん
し
み
も
つ
と
め
」

国

「男
子
の
身
は
も
つ
と
も
」

正

「男
子
ノ
身
モ
ツ
ト
モ
」

11

 

異

「
か
つ
木
と
う
じ
」

天

「葛
木
童
子
」

国

「葛
木
童
子
」

正

「葛
木
-
-
」



リ
イ
)

万

「
田
辺
童
子
」

13

　

異

・
国

「
り
し
や
う
」

天

「
り
う
し
や
う
」

正

「利
生
」

に
」

正

「十
第
子
の
基
随
こ

18

　

異

「天
け
ん
じ
さ
い
」

天

「天
恨
じ
さ
ひ
」

国

「
天
眼
自
在
」

正

「天
耳
自
在
」

19

　

異

・
国

「
と
く
く
ゎ
う
て
ぃ
」

天

「
徳
黄
帝
」

国

「徳
黄
帝
」

正

「黄
帝
」

20

　

異
「しち
のう
へにま
しく

て
」

天

「
し
ち
の
上
に
さ
し
ま
し
か

く
て
」

国
「楊
の上
に座
しま
しく

て
」

正

「楊

上

二
座
シ
給
ヒ
テ
」

21

　

異

「
と
ぅ
じ
の
」

天

「
と
ぅ
し
」

国

「童
子
の
」

正
、
異
文
。

九
〇

太
子
十
二
歳

秋
の
頃
高
麗
国
の
沙
門
、
日
羅
上
人
将
来
せ
り
。
そ
れ
我
朝
の
人
王
三
十

一
代
の

帝
敏
達
天
皇
は
臣
を
求
め
ん
が
た
め
に
百
済
国
に
御
使
ひ
を
立
て
ら
れ
給
ふ
。
そ
の

交
名
を
ば
吉
備
海
部
の
羽
島
の
連
と
中
し
け
る
大
臣
を
勅
使
と
し
給

へ
り
。
即
ち
井

北
達
と
申
す
賢
人
を
尋
ね
え
て
、
相
伴
ひ
て
帰
朝
仕
り
侍
り
け
る
時
、
か
の
日
羅
上

人
、
折
り
節
百
済
国
に
渡
り
て
、
日
本
に
罷
り
渡
ら
ん
と
す
る
時
に
、
井
北
達
と
同

船
し
て
我
朝
に
渡
り
き
。
九
月
下
旬
の
頃
に
、
津
の
国
難
波
の
浦
に
着
き
侍
り
け
れ

ば
、
我
朝
の
王
城
よ
り
は
群
臣
そ
の
数
を
知
ら
ず
行
き
向
か
ひ
問
答
せ
ら
れ
け
る
。

し
か
う
し
て
高
麗
、
百
済
両
国
の
僧
俗
の
賢
人
来
朝
し
て
、
理
政
の
政
を
清
談
す

る
由
を
、
太
子
聞
し
召
し
て
窺
ひ
御
覧
ぜ
ら
れ
け
る
時
、
御
姿
を
や
つ
し
、
御
か
た

ちを墨
に塗
り、麻
の衣、縄
の帯
を結び下
しましく
て、
同じ程
の十
一、

二
歳
の
下
種
童
部
十
余
人
召
し
具
し
て
、
太
子
、
難
波
の
浦
に
行
啓
し
て
、
下
種
童

部
の中
に立
ち交
はりましく
て肩を並
べ挾
を連
ね、遊
び戯
れ
て、何
とな

き
や
う
に
て
、
大
国
の
旅
人
ど
も
を
窺
ひ
御
覧
ぜ
ら
れ
け
る
に
、
日
羅
上
人
、
か
の

十
余
人
の
童
子
の
中
に
太
子
を
怪
し
み
奉
り
て
、
奴
に
告
げ
て
曰
は
く
、
「
こ
y

る童
部、
身
に通力あ
り。
心
に神
力あ
り。
しかぐ
の衣裳
の色
の紋を着
た

る
童
子
な
り
。
相
語
ら
ひ
て
来
た
る
べ
し
。」
と
い

へ
り
。
太
子
御
耳
賢
こ
き
御
事

な
れ
ば
、
こ
の
由
を
聞
し
召
し
、
や
う
や
く
逃
げ
去
ら
せ
給
ひ
け
る
。
時
に
日
羅
上

人
急
ぎ
船
よ
り
飛
び
出
て
追
い
奉
る
。
太
子
御
後
の
御
衣
を
日
羅
上
人
の
手
に
掛
け

つ
外
し
つ
、
相
近
く
逃
げ
去
ら
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
日
羅
上
人
は
只
今
捕
ら
へ
奉
ら
ん

と
思
ひ
侍
り
け
れ
ど
も
、
遂
に
叶
は
ず
、
手
を
空
し
く
て
ま
か
り
侍
り
ぬ
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

異

「十
大
御
弟
子
そ
の
ず
い

I

に
」

天

「十
代
御
て
し
」

国

「十
大
弟
子

の
そ

の
随

一

17 15

 

異

「あ
そ
ひ
ど
も
を
」

天

「
あ
そ
ひ
と
も
を
」

国

「あ
そ
び
と
も
を
」

正

「遊
ト
モ
ヲ
」

16

 

異

・
国

「御
ふ
る
ま
ひ
」

天

「
ふ
る
ま
ひ
ど
」

正

「
フ
ル
マ
ヒ
」

異

・
国

「げ
き
し
ん
を
」

天

「け
き
し
ん
を
」

正

「逆
臣
ヲ
」

14



子
の
御
供
の
人
々
、
並
び
に
日
羅
上
人
の
召
し
具
す
る
と
こ
ろ
の
僕
ど
も
、
各
々
信

敬
の
思
ひ
を
な
し
、
随
喜
の
掌
を
合
は
せ
り
。

そ
の
時
、
太
子
日
羅
を
近
く
召
し
て
宣

は
く
、
「抑
阿
児
と
汝
と
多
生
の
師
弟
の

契
hツ
は
深
重
な
り
。
汝
は
未
だ
生
を
替
え
ず
、
昔
の
体
な
り
。
か
る
が
ゆ

へ
に
弟
子

な
り
と
い
へ
ど
も
そ
の
体
、
老

々
と
し
て
頭
に
三
冬
の
雪
を
戴
き
、
眉
に
は
八
字
の

霜
を
垂
る
。
残
る
命
は
幾
許
な
ら
ず
。
見
る
に
っ
け
て
も
哀
れ
な
り
。
我
は
汝
が
昔

の
師
匠
な
れ
ど
も
、
二
生
に
替
は
り
ぬ
れ
ば
、
古
肺
を
改
め
、
幼
稚
、
幼
弱
の
童
子

な
り
。
我
生
を
隔
っ
と
い
へ
ど
も
昔
の
事
は
少
し
忘
れ
ず
。
誠
に
別
れ
や
す
く
し
て
、

逢
ひ
が
た
き
は
生
死
無
常
の
な
ら
ひ
な
り
。」
と
て
太
子
も
御
涙
を
流
し
給
ひ
け
れ

ば
、
日
羅
も
と
も
に
涙
を
流
す
。
太
子
の
御
供
の
人
々
も
同
じ
く
哀
れ
を
催
し
侍
り

き
。
時
に
日
羅
悲
嘆
し
て
日
は
く
、
「悲
し
き
か
な
。
只
今
太
子
御
驚
覚
に
よ
り

て

14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15

先
生
の
事
を
悟
る
。
昔
君
に
別
れ
奉
り
て
後
は
、
乳
飲
み
子
の
女
を
失
へ
る
心
地
し

て
、

一
日
片
時
も
本
国
に
心
停
ま
り
侍
ら
ず
。
東
海
日
本
国
に
生
ま
る
べ
し
と
示
し

給
ひ
し
に
よ
っ
て
、
君
衝
山
御
入
滅
の
後
、
六
年
に
相
当
た
り
て
、

一
葉
の
船
に
乗

り
、
万
里
の
波
に
漂
ひ
、
御
行
方
を
尋
ね
奉
る
ほ
ど
に
心
に
任
せ
ざ
る
海
上
な
れ
ば
、

悪
風
に
放
た
れ
、
昔
僅
か
に
名
の
み
聞
き
し
蓬
莱
山
に
至
り
ぬ
。
順
風
を
得
ず
し
て

か
の
島
に
年
月
を
重
ね
、
船
中
、
波
の
上
に
心
身
を
苦
し
め
、
垠
髪
も
長
じ
ぬ
れ
ば
、

ひ
と
へ
に
俗
人
に
異
な
ら
ず
。
高
麗
国
よ
り
思
ひ
立
ち
心
の
引
く
に
任
せ
、
一只
海
中

の
島
に
吹
き
付
け
ら
れ
、
あ
る
時
は
又
百
済
国
に
至
り
、
今
年
七
か
年
の
間
嘆
き
て

年
を
送
り
、
悲
し
み
て
日
を
重
ぬ
。
し
か
る
に
蓬
莱
山
に
渡
り
て
不
死
の
薬
を
や
服

し
け
ん
、
生
を
替
え
ず
し
て
命
の
中
に
只
今
二
生
の
師
匠
を
見
奉
る
こ
そ

嬉

し

け

九

一

太
子
は
父
の
天
皇
に
申
さ
せ
給
ふ

や

う
、
「
抑
大
国
の
旅
客
ど
も
を
よ
く
窺
ひ
見

侍
り
け
れ
ば
、

一
人
は
阿
児
か
先
生
の
弟
子
に
日
羅
上
人
と
中
す
僧
に
て
侍
り
。
今

は
心
安
く
御
許
し
を
被
hソ
て
、
先
生
の
事
ど
も
を
互
い
に
清
談
す
べ
く
侍
れ
。」
と

て
常
に
召
さ
る
X
と
こ
ろ
の
赤
衣
を
着
給
ひ
て
、
難
波
の
浦
に
行
啓
な
り
け
れ
ば
、

日
羅
上
人
、
庭
上
に
膝
ま
づ
き
、
頭
を
地
に
着
け
、
涙
を
流
し
心
中
に
思
ひ
連
ね
侍

り
け
る
は
、
こ
れ
は
正
し
く
我
本
地
、
生
生
ま
れ
替
は
り
給
へ
り
。
哀
れ
な
る
か
な
、

昔
の
師
匠
は
遥
か
老
人
の
体
に
て
お
は
し
ま
す
べ
き
に
、
二
生
に
形
を
改
め
給
ひ
ぬ

れ
ば
、
僅
か
、
十

一
、
二
歳
の
童
子
と
な
り
給

へ
り
。
悲
し
き
か
な
や
、
我
身
は
正

し
く
か
の
御
弟
子
な
り
と
い
へ
ど
も
、
未
だ
先
身
を
改
め
ず
、
八
旬
の
老
体
と
な
り

ぬ
る
事
か
な
。
抑
も
太
子
の
御
本
地
を
尋
ぬ
れ
ば
、
遠
く
は
極
楽
浄
土
の
補
所
大
士
、

近
く
は
補
陀
落
世
界
の
教
主
也
。
し
か
る
に
今
か
く
の
如
く
、
随
類
応
同
し
て
大
悲

利
生
を
施
し
侍
り
け
る
也
。
そ
の
礼
文
に
日

は
く
、
「敬
礼
救
世
観
世
音

　

伝
灯
東

方
粟散
王。」
と押
し返
しく
、
三度礼
し奉
りけるなり。文
の心
は本
地
は

救
世
観
世
音
の
垂
述
、
東
方
日
本
粟
散
国
の
王
位
に
生
ま
れ
給

へ
り
と
い
ふ
を
、
唱

へ
侍
り
け
る
な
り
。
時
に
太
子
と
り
あ
え
ず
次
の
利
生
句
の
文
を
付
け
て
唱

へ
給

へ

り
。
「
従
於
西
方
来
誕
生

　

開
演
妙
法
度
衆
生
。」
太
子
こ
れ
も
三
度
、

押

し
返

し

く
唱
へ給
へり。文
の心は御本地
は救世観音、無縁
の慈悲
に催され、
西

方
浄
土
よ
り
、
東
方
日
本
国
に
来
た
っ
て
、
仏
法
を
広
め
、
衆
生
を
利
益
す
と
い
ふ

御
心
を
答

へ
給
ひ
侍
り
け
る
。
か
く
の
如
く
太
子
の
御
本
地
観
音
と
礼
し
給
ひ
奉
る

時
、
た
ち
ま
ち
に
感
応
あ
り
て
、
眉
間
よ
り
光
明
を
放
し
、
日
羅
を
照
ら
さ
せ
給
ふ
。

日
羅
上
人
も
ま
た
、
身
よ
り
光
明
を
放
ち
、
互
ひ
に
照
ら
し
侍
り
き
。
そ
の
時
、
太

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

れ
。」
と
てさ
めぐ
と打
ち泣き侍
りければ、
太子
も
とも
に涙
を流
し
給
ひ

け
り
。

九
二

聖

「
深
重
」

正

「染
重
」

12

　

異

・
国

「
む
か
し
の
事
は
わ
す

れ
ず
」

天

「む
か
し
の
事
は
少
わ
す
れ

す
」

国

「
む
か
し
の
事

は
わ
す
れ

す
」K　

t
S
K

レ

　

ノ

フ

聖

「
不
レ
妄
“昔
事
こ

正

「昔
ノ
事
ヲ
「
ス
レ
ス
」

13

　

異

・
天

・
正

「
太
子
」

国

「
太
子
の
」

聖

「
太
子
」

14

　

異

「ぜ
ん
し
や
う
」

天

「
せ
ん
し
や
う
」

国

「ぜ
ん
じ
や
う
」

聖

・
正

「先
生
」

15

　

異

「
は
う
」

天

「女
」

国

・
聖

・
正

「
母
」

天

「本
地
し
や
う
」

国

「本
師
匠
の
」

聖

・
正

「
本
師
ノ
」

8

　

異

「
り
や
う
く
の
も
ん
」

天

「
り
せ
う
の
も
ん
の
も
ん
」

国

「両
句
の
文
」

聖

「
両
句
文
」

正

「両
句
ノ
文
」

9

　

異

・
天

・
国

「
む
え
ん
」

聖

「無
縁
」

正

「無
縁
」

10

　

異

「
か
く
」

天

「
ほ
く
と
も
」

国

「客
と
も
」
「
僕
」
の
上

に

が

か

　

ヤ

ッ

コ

重
書
。

聖

「
上
下
ノ
客
」

正

「上
下
ノ
旅
客
」

11

　

異

「
ぢ
ん
ち
う
」

天

「
し
ん
中
」

国

「
じ
ん
ぢ
う
」

―

　

異

「御
か
た
ち
に
す

み
を

ぬ

り
」

天

「御
か
た
ち
を
す

み

に
ぬ

り
」

国

「御
か
ほ
に
す
み
を
ぬ
り
」

聖

「御
貌
塗
二
黒
‘」

正

「御
カ
ホ
ニ
ス
ミ
ヲ
ヌ
リ
」

2

　

異

「御
ら
ん
せ
ら

れ

け

る

時

に
」

天

「御
覧
せ
ら
れ
け
る
に
」

国

「御
覧
せ
ら
れ
け
り
時
に
」

聖

「被
二御
覧
‘ケ
ル
御
鉢
是
也
、

時
」

正
、
異
文
。

3

　

異

「
ま
か
り
帰
り
侍
り
ぬ
」

天

「
ま
か
り
侍
り
ぬ
」

国

「
ま
か
り
か
へ
り
侍
り
ぬ
」

聖

「罷
返
り
侍
リ
ヌ
」

正

「飯
侍
ヌ
」

4

　

異

「ぜ
ん
し
や
う
」

天

「
せ
ん
し
や
う
」

国

「
せ
ん
じ
や
う
」

聖

・
正

「先
生
」

5

　

異

「ぜ
ん
じ
や
う
」

天

・
国

「
せ
ん
し
や
う
」

聖

「先
生
」

正

「
前
生
」

6

　

異

「
み
ゆ
き
な
り
け
る
」

天

「き
や
う
け
ひ

な

り

け

れ

は
」

国

「御
行
な
り
け
る
」

聖

「成
二
御
行
‘
ケ

ル
御
鉢
是

也
」

正

「御
幸
成
給

ヘ
リ
也
」

万

「御
行
成
」

7

　

異

「
ほ
ん
し
」



太
子
十
三
歳

秋
九
月
に
、
弥
勒
の
石
像

一
体
、
並
び
に
二
瞥
の
如
意
輪
観
音

一
体
、
百
済
国
の

大
王
よ
り
日
本
の
国
王
へ
贈
り
奉
り
給
へ
り
。
か
の
本
尊
を
太
子
と
蘇
我
の
大
臣
と

諸
共
に
拝
し
奉
り
供
養
し
給
ひ
け
る
。
時
に
太
子
蘇
我
大
臣
を
教
化
し
、
願
主
と
し

て
、
初
め
て
大
和
の
国
高
市
の
郡
豊
浦
の
庄
内
に
大
伽
藍
を
建
立
し
給
ひ
き
。
凡
そ

か
の
仏
閣
と
申
す
は
、
金
堂
三
間
四
面
、
講
堂
七
間
二
面
、
五
十
六
間
僧
坊
、
鐘
棲

一
宇
、
二
階
楼
門

一
宇
、
五
重
宝
塔

一
基
。
右
こ
の
大
伽
藍
を
、
太
子
十
三
の
御
年
、

悉
く
造
り
終
っ
て
、
寺
号
を
ば
興
厳
寺
と
、
太
子
御
自
ら
書
き
給
ふ
。
今
は
所
の
名

を
豊
浦
と
こ
れ
を
申
す
間
、
世
の
人
か
の
御
堂
を
豊
浦
寺
と
申
し
伝

へ
侍
り
。
こ
れ

日
本
最
初
の
仏
閣
也
。
太
子
か
の
寺
の
宝
塔
を
御
拝
見
あ
り
て
宣

は
く
、
「抑
宝
塔

は
必
ず
仏
舎
利
の
器
物
也
。
も
っ
と
も
か
の
塔
婆
に
仏
舎
利
を
崇
め
奉
る
べ
し
。
モ

れ
仏
法
遠
き
に
非
ず
。
心
中
に
し
て
即
ち
近
し
。
宜
し
く
汝
ら
信
心
を
専
ら
に
し
て
、

仏
舎
利
を
祈
請
す
べ
し
。」
と
教
化
し
給
へ
り
。
よ
っ
て
蘇
我
の
大
臣
信
心
を
専

ら

に
し
て
、
三
七
日
の
間
潔
斎

一
食
に
し
て
祈
請
せ
ら
れ
け
れ
ば
、

一
粒
の
御
舎
利
、

金
色
の
光
明
を
放
し
、
忽
然
と
し
て
飯
の
上
に
飛
び
現
れ
給
へ
り
。
こ
X
に
大
臣
感

応
の
空
し
か
ら
ざ
る
事
を
喜
び
て
、

一
に
は
舎
利
の
真
偽
を
弁
へ
、

一
は
末
代
の
衆

生
疑
ひ
を
除
か
ん
が
た
め
、
鉄
の
質
の
上
に
置
き
奉
り
、
鉄
の
鎚
を
も
っ
て
、
こ
れ

を
打
ち
奉
る
。
そ
の
金
床
と
鎚
と
は
悉
く
砕
け
破
る
と
い
へ
ど
も
、
御
舎
利
は
損
ね

ず
。
あ
る
時
は
御
舎
利
鉄
散
の
中
に
っ
と
入
り
、
あ
る
時
は
鎚
の
中
に
入
り
給
ふ
と

い
へど
も、
仏
舎利
はさら
に砕
け給
はず
。
いよく
光明
を放
し給
へり。
こ

の
時
大
臣
、
随
喜
の
涙
を
流
し
て
瑠
璃
の
壷
に
納
め
奉
り
給
ひ
き
。
太
子
か
の
仏
舎

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)

利
を
拝
し
給
ひ
て
、
感
涙
を
お
さ
へ
、
大
臣
に
告
げ
て
日

は
く
、
「我
前
生
に
衡
山

に
お
ゐ
て
多
生
の
間
修
行
せ
し
か
ど
も
、
仏
法
奇
特
を
現
す
事
希
な
り
。
汝
は
既
に

功
徳
成
就
の
人
な
り
。
自
今
以
後
汝
と
契
り
を
結
び
て
、
善
友
知
識
と
し
て
仏
法
を

興
す
べ
し
。
こ
れ
誠
に
如
来
の
真
だ
っ
な
り
。」
と
て
、
か
の
豊
浦
寺
の
五
重

の
塔

の
心
柱
の
下
に
納
め
給
ひ
に
き
。

抑
日
本
国
は
天
神
七
代
、
地
神
五
代
、
十
二
代
数
千
万
劫
を
経
る
と
い
へ
ど
も
、

仏
法
の
名
字
を
聞
か
ず
。
神
武
天
皇
の
御
宇
よ
り
人
王
始
ま
り
て
、
既
に
二
十
九
代

宜
化
天
皇
の
御
治
世
に
至
り
て

一
千
余
年
、
な
を
仏
法
の
名
字
を
聞
か
ず
。
し
か
る

に
人
王
三
十

一
代
敏
達
天
皇
御
治
世
十
三
年
に
相
当
た
り
て
生
身
の
観
音
、
聖
徳
太

子
と
示
現
し
て
、
御
年
十
三
の
御
時
我
朝
日
本
国
の
中
に
は
、
大
和
の
国
高
市
の
郡

豊
浦
の
里
に
、
初
め
て
か
の
堂
塔
を
建
て
、
日
本
無
仏
世
界
に
こ
れ
よ
り
仏
閣
、
三

宝
の数を整
へましく
て、仏法繁盛
の国
となし給
へり。我等今
三宝
に近

付
き
、

一
善
を
蓄
ふ
る
も
皆
聖
徳
太
子
無
辺
の
恩
徳
に
あ
ら
ず
や
。
無
量
億
劫
に
も

聞
き
が
た
き
も
の
は
、
こ
れ
三
宝
の
名
字
な
り
。
そ
れ
三
宝
に
つ
い
て
品
々
あ
り
と

い
へ
ど
も
、
殊
に
末
代
に
は
住
持
三
宝
の
利
益
勝
れ
給

へ
り
。
三
宝
と
は
仏

一
切
衆

生
の
た
め
に
三
つ
の
宝
を
説
き
て
、
こ
れ
を
与
え
給

へ
り
。

抑
世
間
の
財
宝
と
申
す
は
、
火
宅
の
福
業
な
き
も
の
今
生
に
全
く
感
得
し
が
た
き

も
のなり。
たまく
寿福
にょ
って財宝を蓄
ふる人も、
さら
に心安
からず。

遠
近
に
求
め
、
東
西
に
尋
ぬ
る
に
炎
天
に
汗
を
流
し
、
極
寒
に
水
を
凌
ぎ
、
山
に
は

山
立
、
海
に
は
海
賊
と
ぅ
の
路
次
の
煩
ひ
に
肝
を
消
し
、
身
を
疲
ら
か
し
、
里
に
は

強
殺
盗
等
を
恐
れ
、
日
夜
朝
暮
に
水
火
盗
賊
の
難
を
憂
へ
て
心
身
を
苦
し
め
、

一
生

九
三



九
四

第
三
の
宝
に
は

一
切
の
僧
比
丘
尼
等
こ
れ
な
り
。
か
く
の
如
く
三
宝
を
太
子
初
め

て
御
建
立
の
興
厳
寺
に
整

へ
置
か
ん
と
思
し
召
さ
れ
け
る
に
、
仏
の
宝
に
は
今
の
善

光
寺
の
如
来
と
ヽ
太
子
八
歳
の
時
ヽ
新
羅
国
よ
り
渡
し
奉
る
所
の
金
銅
の
り
か
の
三

尊
等
、
南
謄
部
提
第

一
の
霊
像
を
か
の
寺
に
崇
め
て
三
宝
の
中
に
は
初
め
の
仏
宝
と

し
給
へ
り
。

一
切
衆
生
の
今
世
、
後
世
を
聊
く
第

一
の
宝
即
ち
こ
れ
な
り
。
第
二
の

宝
に
は
太
子
六
歳
の
御
時
、
百
済
国
よ
り
渡
し
奉
ら
る
X
と
こ
ろ
の
経
論
二
百
余
巻
、

一
切
衆
生
の
現
当
二
世
を
助
け
た
る
あ
り
が
た
き
法
を
第
二
の
法
宝
と
し
給
へ
り
。

第
三
の
宝
に
は
百
済
国
の
住
侶
、
善
光
寺
の
如
来
の
御
供
と
し
て
日
本
に
渡
り
侍
り

15
し
慧
聡
、
慧
弁
と
中
し
て
、
二
人
の
高
僧
を
か
の
最
初
の
御
建
立
の
興
厳
寺
に
住
せ

し
め
給

へ
り
。

し
か
り
と
い
へ
ど
も
日
本
国
に
出
家
の
男
女
未
だ
な
か
り
し
時
代
な
り
し
か
ば
、

尼
衆

一
人
も
な
か
り
き
。

一
切
諸
経
の
中
に
比
丘
。
比
丘
尼
の
両
衆
を
連
ね
て
僧
宝

と
せ
り
。
し
か
る
に
こ
の
御
時
は
百
済
国
の
二
人
の
僧
衆
は
住
し
侍
り
け
れ
ど
も
、

未
だ
僧
尼

一
人
も
な
か
り
し
か
ば
、
三
宝
未
だ
調
ほ
ら
ず
。
太
子
三
人
御
乳
母
を
教

化
し
て
出
家
せ
し
め
、
我
朝
の
衆
生
の
仏
道
に
は
れ
先
達
と
な
し
給
ひ
侍
り
き
。
三

人
の
御
乳
母
の
そ
の
交
名
は
月
益
姫
、
玉
照
姫
、
日
益
姫
と
中
す
。
三
人
の
乳
母
を

御
前
に
召
し
て
教
化
し
給
ふ
や
う
、
「抑
各
々
阿
児
が
言
葉
に
お
い
て

一
言
も

背

く

べ
か
ら
ず
。
し
か
ら
ば
申
す
べ
し
。」
と
の
給
へ
り
。
三
人
の
御
乳
母
は
人
の
上

に

て
も
未
だ
聞
か
ざ
る
事
に
て
侍
れ
ば
、
出
世
よ
と
仰
を
被
る
事
と
も
、
夢
に
も
知
ら

ず
し
て
、
各
々
進
ん
で

「何
事
に
て
侍
る
と
も
、
君
の
御
掟
を
ば
い
か
で
か
一
言
も

背
き
奉
る
べ
き
。」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
太
子
教
化
し
給
ふ
や
う
、
「
そ
れ
多
生
映
劫

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

は
空
し
く
尽
く
る
と
い
へ
ど
も
、
希
望
は
さ
ら
に
尽
き
が
た
し
。
し
か
る
に
澄
憲
が

日
は
く
、
忽
然
と
し
て
一
人
冥
土
に
赴
く
時
は
、
繋
契
の
輩
前
後
に
従
は
ず
。
色
々

の
衣
を
整
へ
寒
温
を
と
ぶ
ら
ふ
こ
と
な
し
。
身
体
尨
弱
と
し
て

一
粒
を
も
裏
ま
ず
。

心
神
恍
惚
と
し
て
万
事
夢
の
如
し
。
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
涙
を
流
せ
ど
も
助
く
べ

き
人
も
見
え
ず
。
地
に
伏
し
て
胸
を
叩
け
ど
も
来
り
て
怜
れ
む
べ
き
輩
も
な
し
。
常

に
身
に
従
ふ
も
の
と
て
は
是
れ
前
世
の
業
、
永
く
心
に
懸
か
る
事
は
即
ち
後
悔
の
悲

し
み
な
り
と
い
へ
り
。
凡
そ
世
間
の
七
珍
万
宝
、

一
つ
と
し
て
全
く
冥
土
の
資
糧
な

ら
ず
。
し
か
れ
ば
仏
、
人
間
の
財
宝
を
宝
と
し
給
は
ず
。
今
世
、
後
世
を
助
く
る
は

仏
法
僧
の
三
宝
を

一
切
衆
生
に
与

へ
給

へ
り
。
そ
の
三
宝
と
は
仏
の
宝
、
法
の
宝
、

僧
の
宝
こ
の
三
つ
即
ち
こ
れ
な
り
。

先
づ
初
め
に
仏
宝
と
申
す
は

一
切
の
絵
像
、
木
像
等
の
仏
菩
薩
の
像
こ
れ
な
り
。

そ
れ

一
切
の
仏
菩
薩
は
格
別
の
願
不
思
議
に
し
て

一
称

一
礼
の
結
縁
を
も
っ
て
現
当

二
世
の
願
望
を
助
け
給

へ
り
。
拝
し
奉
る
に
滅
罪
生
善
の
徳
あ
り
。
か
る
が
ゆ

へ
に

一
切
衆
生
の
第

一
の
宝
な
り
。
そ
の
言
葉
に
云
は
く
、
第

一
に
は
三
劫
不
翻
の
罪
障

も
消
滅
す
と
也
。

第
二
の
宝
に
は

一
切
の
経
論
聖
教
等
こ
れ
な
り
。
法
華
経
に
は
、
若
有
聞
法
者
無

一
不
成
仏
と
説
か
れ
、
又

一
称
南
無
仏
皆
已
成
仏
道
と
も
述
べ
給

へ
り
。
大
般
若
経

理
趣
品
に
は
、
殺
害
三
界
不
陀
悪
趣
と
説
き
、
又
大
経
に
は
、
設
満
大
千
火
直
火
聞

法
各
と
演
説
し
給

へ
り
。
此
ゆ
へ
に
弘
法
大
師
の
御
釈
に
は
、

一
句
の
妙
法
は
億
劫

に
も
聞
き
が
た
し
。

一
仏
の
名
字
は
優
曇
華
の
曹
に
あ
ら
ず
と
い
へ
り
。
か
る
が
ゆ

へ
に
三
の
宝
の
中
に
は
聞
法
功
徳
を
も
っ
て
第
二
の
宝
と
し
給

へ
り
。



国

「過
去
の
」

聖

「
過
去
ノ
」

正

・
過
去
ノ
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

5

　

異

「
じ
ゆ
ふ
く
」

天

「
し
ゆ
ふ
く
」

国

「
し
ゆ
く
ふ
く
」

聖

「宿
福
」

正

「宿
福
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

6

　

異

「が
う
せ
つ
」

天

「
こ
う
せ
つ
だ
う
と
う
」

国

「が
り
た
う
せ
つ
だ
う
」

聖

「強
盗
窃
盗
等
」

正

「
殺
盗
強
盗
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

7

　

異

「
は
ん
る
い
」

天

「繋
契
」

―

　

異

「
ぢ
ざ
い

I
し
き
に
し
て
」

天

「
き
つ
さ
ひ

I
し
き

に

し

て
」

国

「
じ
さ
い

I
じ
き
に
し
て
」

チ

サ
イ

　

シ
テ

聖

「持
済

一
食
」

正
、
欠
文
。

万

「
一
食
持
斎
」

2

　

異
、
欠
文
。

天

「
し
ん
た
つ
」

国

「
し
ん
こ
つ
」

聖

「真
骨
」

正

「真
骨
」

万

「
全
身
」

に
も
人
身
を
受
く
る
こ
と
希
な
り
。
た
と
ひ
人
身
を
受
く
と
い
へ
ど
も
、
仏
法
に
逢

　　

子
の
生
年
十
三
の
御
時
よ
り
の
事
ど
も
な
り
。

ふ事最
も難
しとす。今
たまく
人身を受け、仏陀
に結縁
なく空しく三途

の
古
郷
に
帰
り
な
ば
、
宝
の
山
に
入
り
て
手
を
空
し
く
す
る
の
戒
め
、
後
悔
千
万
な

に
の
益
か
あ
ら
ざ
ら
ん
。
な
か
ん
づ
く
に

一
切
の
女
人
は
花
の
体
、
か
ん
ば
せ
妙
な

り
と
い
へ
ど
も
、
五
障
の
苦
し
み
、
三
従
の
憂
へ
深
く
し
て
、
仏
力
に
あ
ら
ず
は
十

方
浄
土
に
さ
ら
に
望
み
難
し
。
た
ゞ
生
々
世
々
に
三
悪
道
を
住
処
と
し
て
、
地
獄
に

沈
み
な
ば
、
出
離
い
づ
れ
の
世
を
か
期
す
べ
き
。
哀
れ
な
る
か
な
、
鴛
烏
の
裳
の
下

に
比
木
の
語
ら
ひ
を
な
せ
ど
も
、
花
の
体
を
破
れ
ざ
る
間
の
形
な
り
。
悲
し
き
か
な

鸞
鳳
の
鏡
に
影
を
並
べ
、
芝
蘭
の
契
り
を
結
べ
ど
も
、
露
の
命
の
消
え
ざ
る
ほ
ど
の

情
な
り
。
盛
ん
な
る
色
止
ま
ら
ず
、
な
を
し
走
る
馬
の
如
し
。
人
の
命
の
無
常
な
る

事
、
さ
ん
水
に
も
過
ぎ
た
り
。
今
日
は
長
ら
ふ
と
い
へ
ど
も
明
く
れ
ば
ま
た
保
ち
が

た
し
。
早
く
仏
陀
に
帰
依
し
て
卑
し
き
女
人
、
五
障
三
従
の
体
を
改
め
、
速
や
か
に

三
十
二
相
の
菩
薩
の
身
を
得
給

へ
と
懇
ろ
に
教
化
し
給
ひ
け
れ
ば
、
三
人
の
御
乳
母

た
ち
ま
ち
に
発
心
出
家
せ
り
。
ま
こ
と
に
太
子
御
教
化
の
御
言
葉
、
胸
に
当
た
り
、

肝
に
染
み
て
、
こ
と
は
り
至
極
し
侍
け
れ
ば
、
三
人
の
妓
女
た
ち
各
々
未
だ
盛
り
な

る
花
の
体
、
月
の
か
ほ
ば
せ
妙
な
り
と
い
へ
ど
も
、
早
く
出
家
の
形
と
な
し
給

へ
り
。

　　

3

た
ゞ
今
ま
で
は
月
益
姫
、
日
益
姫
、
玉
照
姫
と
申
さ
れ
け
る
人
々
、
出
家
の
後
は
法

名
を
賜
り
て

一
人
を
は
善
心
、

一
人
を
は
禅
蔵
、

一
人
を
は
恵
善
と
名
付
け
給
ひ
き
。

か
る
が
ゆ
へ
に
太
子
十
三
歳
に
し
て
こ
の
御
寺
よ
り
三
宝
の
数
調
へ
給
ひ
し
、
そ
の

随

一
な
り
。
い
ま
此
善
光
寺
の
如
来
は
難
波
の
海
よ
り
取
り
上
げ
奉
り
、
彼
の
御
寺

国

「繋
馮
」

九
五

4

　

異

・
天

「く
わ
た
く
の
」

異

「
む
り
や
う
お
つ
こ
う
」

天

「無
り
や
う
を
つ
か
う
」

ム
9
ヤ
ウ
ア
ツ
コ
ウ

国

「無
量
億
劫
」

聖

「無
量
億
劫
」

正

・
万

「無
量
億
劫
」

に
安
置
し
給
へ
り
。
誠
に
日
本
無
仏
世
界
三
宝
流
布
の
功
徳
な
り
け
る
事
、
聖
徳
太

覚
什

『聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)



正

「
タ
ス
ク
ル
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

15

　

異

「
ゑ
さ
う
ゑ

へ
む
」

天

「
ゑ
そ
う
え

へ
ん
」

S　

S
6
4

　

y

5

国

「慧
聡
恵
便
」

M　

S
4
S
H

　

y

S

聖

「慧
聡
慧
弁
」

正

「恵
聡
両
弁
」

X

y
ウ
ヱ

ベ
ソ

万

「慧
聡
慧
弁
」

1112

聖

「繋
レ
憑
」

正

「繋
レ馮
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

8

　

異

コ
二
こ
う
ふ
ほ
ん
の
ざ
い
し

ゃ
う
せ
う
め
つ
す
」

天

コ
二
こ
う
ふ
ほ
ん
の
さ
ひ
し

ゃ
う
も
せ
う
め
つ
す
」

コ
ウ
プ

ホ
ソ

　

サ
イ
シ
ャ
ウ
セ
ウ
メ
ッ

国

「三
業
不
犯
の
罪
障

消
滅

す
」

聖
、
該
当
ナ
シ
。

正

コ
ニ
業
ヲ
カ
ス
ト
コ
ロ
ノ
罪

障
コトく
ク消滅
ス」

万
、
該
当
ナ
シ
。

9

　

異

「
ふ
だ
」

天

「
不
陀
」

国

「
不
堕
」

聖

・
正

「
不
随
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

10

　

異

「
ち
き
く
ゎ
も
ん
ほ
う
み
ゃ

う
」

天

「直
火
聞
法
各
」

九
六

国

「出
家
せ
よ
」

聖
、
該
当
ナ
シ
。

正

「出
家
セ
ヨ
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

狛
一

　

異

「
ひ
ほ
く
」

天

「
ひ
よ
く
」

国

「
ひ
ぽ
く
」

聖

・
万
、
該
当
ナ
シ
。

正

「
比
翼
」

20

　

異

「
は
せ
を
の
た
い
」

天

「花
の
代
」

国

「ば
せ
を
」

聖

・
万
。
該
当
ナ
シ
。

正

「芭
蕉
ノ
葉
」

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十

一
号

チ
キ
タ
(
モ
y
ホ
ウ
ミ
ヤ
ウ

国

「直
火
聞
法
名
」

聖

「直
過
聞
仏
名
」

正

・
万
、
該
当
ナ
シ
。

異

・
天

「
し
や
か
」

国

「釈
迦
」

聖

・
正

「釈
迦
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

異

「
な
ん
し
ん
ぶ
た
い
」

天

「
な
ん
せ
ん
ふ
た
ひ
」

ナ
y
セ
y
フ

ダ
イ

国

「南
謄
浮
提
」

ナ

y

`
y
フ

タ

ヒ

聖

「南
閻
浮
提
」

正

「南
閻
浮
提
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

異

・
天

・
国

「
た
す
く
」

聖

「助
」

正

「助
ケ
タ
マ
ヘ
ル
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

異

「
だ
す
く
る
」

国

「
た
す
か
る
」

天

「
た
す
け
た
る
」

聖

「助
」

異

「
さ
む
す
い
に
も
す
ぎ

た

り
」

天

「
さ
ん
す
ひ
に
も

す

き

た

り
」

国

「
さ
ん
す
い
に
も
過
た
り
」

聖

・
万
、
該
当
ナ
シ
。

正

「流
ル
ヽ
水
ノ
コ
ト
シ
」

21

14 13

異

「
ち
う
じ
し
」

天

「住
し
」

国

「住
持
し
」

聖

・
正

「住
持
シ
」

万

「住
持
」

1617

 

異

「
ふ
つ
だ
う
に
」

天

「仏
道
に
は
れ
」

国

「
仏
道
に
い
る
」

聖

「
入
二
仏
道
こ

正

「道

二
入
ヌ
ル
」

万
、
該
当
ナ
シ
。

18

 

異

「
し
ゆ
つ
け
せ
よ
」

天

「
し
ゆ
つ
せ
よ
」



22

 

異

「
ぎ
ぢ
よ
た
ち
」

天

「き
女
た
ち
」

国

「
き
ぢ
よ
た
ち
」

聖

・
万
、
該
当
ナ
シ

正

「貴
女
達
」

23

　

異

・
天

「
せ
ん
し
ん
」

国

「善
信
」

聖

・
正

・
万

「善
信
」

九
七

覚
什

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文

(
一
)


